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序 文

新たな世紀を迎え 、 ゆとりや豊かさを目指すことが重要になってきたなかで、 地域住

民の間では身近な地域の個性豊かな風土や歴史的な文化財の保存・活用の取り組みへの

気運が高まっています。

しかし、 一方では道路建設や宅地造成など都市化の波が地方にも押し寄せ、 大規模な

ほ場整備などの各種開発事業も年を追うごとに激化しており、 文化財は年々破壊され、

消滅の危機にさらされることが多くなってきております。 なかでも土地との結びつきの

強い埋蔵文化財は、 各種の開発により常に破壊される恐れがあることから、 当教育委員

会では開発部局等に遺跡の所在を周知徹底するとともに、 開発との関わりが生じた場合

には貴重な文化財を積極的に保護することに努めてきております。

本書は、 宮城県土木部との保存協議に基づき、 主要地方道泉塩釜線の道路改良工事に

先立って実施した多賀城市山王遺跡伊勢地区の発掘調査報告書です。 山王遺跡は特別史

跡多賀城跡の南西に広がる遺跡であり、 調査の結果、 平安時代の国府周辺の様子がより

明らかになってきました。 こうした成果が広く県民の皆様や各地の研究者に活用され 、

地域の歴史解明の一助になれば幸いです。

最後になりましたが、 遺跡の保存に理解を示され、 発掘調査に際しては多大なるご協

力をいただいた関係機関の方々、 さらに実際の調査にあたられた皆様に対し、 厚く御礼

申し上げる次第です。

平成16年3月

宮城県教育委員会

教育長 白 石 晃



例 百

1 .  本書は、 主要地方道泉塩釜線道路改良工事に伴い行った平成14·15年度の山王遺跡伊勢地区の

発掘調査報告害である。

2. 調査は宮城県教育委貝会が主体となり 、 宮城県教育庁文化財保護課が担当した。

3. 本書の第1図は国土交通省国土地理院発行の「仙台東北部」「塩竃」（縮尺l /25000)を、 第2図

は多賀城市都市計画図（縮尺l /5000)を複製して使用した。

4. 遺構平面圏に付した距離の数値は、 本遺跡八幡地区内の測批原点(0 · 0 )からの距離を表して

いる。 例えばW810、 Nl35という数値は、 原点から西に810m、 北に135mの距離であることを示し

ている。 測撮原点の座標値は、 日 本測地系に基づく平面直角座標系第X系のX = -188,880.000、

Y = 13,230.000である。

5. 使用した遺構略号は以下の通りである。

塀．柱列跡： SA 掘立柱建物跡： SB 井戸跡： SE 

河川・溝跡： SD 土城： SK 小溝状遺構・湿地： SF 

墓跡： sx 

6. 本遺跡八幡•町地区では平成4年から遺構番号を通し番号としている。 そこで本書では遺構の種

別に関わらず調査・整理の際に付した通し番号(1-199)に 、 今までの遺構番号に続く3700の数

値を加えて記した。 例えば、 調査・整理時のSElは本書ではSE3701 、 SDlOOはSD3800となる。 ま

た、 調査区も調査・整理時には東から 0-3区としたが、 本書では東から 1 -4区とした。

7. 土色の記述については「新版標準土色帖J (小原 • 竹原1973)を参照した。

8. 本書で使用した「灰白色火山灰」（山田・庄司1980)は、 10世紀前葉頃に降下したとみられてい

るものである（白鳥1980、 井上・山田1990)。

9. 本書における土師器の記述については、 必要に応じて、 製作に際しロクロを使用したものを「ロ

クロ調整」、 使用しないものを「非ロクロ調整」と表記した。

10. 出土した木製品の樹種同定は（株）古代の森研究舎に委託し、 その成果は付章に掲載した。

11. 発掘調査及び整理・報告摺の作成に際して、 以下の方々と関係機関から指導、 助言を賜った（五

十音順、 敬称略）。

高桑 登•高桑広美（山形県埋蔵文化財センター）、 千葉孝弥（多賀城市埋蔵文化財調査センター） 、

本田泰貴（東北陶磁文化館） 、 東北歴史博物館、 宮城県多賀城跡調査研究所

12. 本書は調査を担当した調査員の協議のうえ、 吉野 武と田中政幸が執箪し、 吉野が編集した。

13. 発掘調査の記録や整理資料、 出土遺物は宮城県教育委員会が保管している。
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調 査 要 項

遺 跡名：山王遺跡（宮城県遣跡登録番号 18013) 

遺跡記号：FI 

所 在地： 宮城県多賀城市南宮字伊勢

調査要因： 主要地方道泉塩釜線道路改良工事

発掘面積：約5900面

調査期間：平成12年4月10 日-4月18日（確認調査）

平成14年5月 7 日-7月25 日 、 平成15年8 月 4日-11月 6 日

調査担当：宮城県教育庁文化財保護課

平成12年度 古川一明、 山田晃弘

平成14年度 岩見和泰、 吉野 武、 西村 カ

平成15年度 吉野 武、 西村 力 、 田中政幸



第I章調査の経緯と遺跡の概要

1. 調査の経緯

本魯は、 主要地方 道泉塩釜線の 道路改良工事に伴って 平成14·15年度に実施した山王遺跡伊勢地区

の発掘調査報告書である。 この道路は仙塩 道路の仮称「多賀城インタ ー」にアクセスするものとして

建設決定されたが、 そのル ー トは山王遣跡 、 及び東の市川橋遺跡を東西に横断するものであった。 そ

のため 、 宮城県教育委員会では 平成 4年度から山王遺跡と市川橋 遺跡の発掘調査を実施しており 、 平

成14·15年度は山王 遺跡伊勢地区の調査を行うことになった。 同地区は平成8年度に実施した 町・伊

勢地区から西に連なる場所である。 （以下、 本文中の町地区とは 平成8年度調査区のことを示す 。 ）

2. 遺跡の概要

位置と地理的環境：山王 遺跡は多賀城市南宮・ 山王に所在する弥生時代から近世までの長期間 、 断

続的に営まれた遺跡であり 、 一般的には特別史跡「多賀城跡」や隣接する市川橋遺跡とともに奈良・

第1図 山王遺跡と周辺の遺跡



平安時代の 遺跡として知られている。

地形的には七北田川や砂押川の形成した東西に長い自然堤防 上に立地し 、 現在の多賀城市新田や南

宮 ・ 山王の集落の広がりと重複しながら 、 東半部は砂押川に沿って南へ大きく張り 出している（ 第 1

図） 。 その範囲は東西 約 2 km 、 南北 1 kmに及ぶ広大なものである 。 遣跡の周辺一帯は、 標高4mほど

の水田が広がる変化の乏しい景観を呈している 。 しかし 、 近年の調査の結果、 旧河川跡やそれらによ

って形成された 自然堤防、 泥炭層が厚く堆積する後背湿地などが複雑に入り組んで分布することがわ

かり 、 この地域が複雑な微地形の変遷を経てきていることが明らかになっている 。

歴史的環境：本 遺跡の周辺には奈良•平安時代の陸奥国府多賀城跡をはじめとする多数の 遺跡があ

る 。 本 遺跡を含む近年の調査の進展に伴い 、 弥生時代から近世までの周辺の様子も次第に明らかにな

りつつある（村田 ・ 八島ほか1998、 古川• 佐久間ほか 200 1など） 。 以下では、 本調査と関係の深い奈

良•平安時代以降の様子について記すことにする。

（奈良•平安時代〉8-10世紀前半頃 、 本 遺跡北東の丘陵上には陸奥国府多賀城が置かれていた。

その南前面に広がる 本 遺跡や市川橋遺跡などの沖積地には、 都城や大宰府と同様の南北 ・ 東西道路に

よるほぼ方格の地割が施工されていたことが近年の調査で明らかになっている（第2図） 。 方格地割

は、 多賀城の政庁と外郭南門を結ぶ城内 道路の南延長線にあたる南北大路と多賀城外郭南辺に 平行す

る東西大路を基準として造られている 。 また 、 南北大路から西側の様子については東西大路沿いが国

司など上級官人の舘 、 大路から離れた区画が下級官人など多賀城を支えた人々の居住域や作業域 、 地

割の外側が耕作域や墓域というように 、 地割内外の場の使い方もわかりつつある。 このように奈良時

代から 平安時代にかけての本 遺跡周辺には、 多賀城を中心とした古代都市ともいうべき空間が広がっ

ていた。 それは国府多賀城の整備・ 充実と連動するものであり 、 律令制的支配の拡大 ・ 整備が背景と

なっている。 したがって 、 10世紀中頃に多賀城が衰退すると 本 遺跡周辺も次第に荒廃して 、 盛衰をと

もにしたとみられている 。（なお 、 方格地割の西端は西9 道路までが現在確認されているが、 町地区

の調査の結果、 西に広がる可能性が指摘されている 。）

（中世〉本 遺跡の西に隣接する新田 遺跡寿福寺地区では大溝を巡らした広大な屋敷群と 、 その外側

に営まれた屋敷群が見つかっている（千葉 1990) 。 それらは12世紀後半から 16世紀まで連綿と使 用さ

れていたとみられ 、 居住者はこの地域が留守氏の支配した「高 用名」に含まれることから 、 留守氏に

関わる武士と考えられている 。 そうした屋敷跡は本 遺跡まで連続的に連なる様子が古地図などから伺

われ 、 本 遺跡八幡地区や伏石地区の調査でも屋敷跡が発見されている（佐藤ほか 1997) 。 また 、 今回

の調査区の 約 150m北には内舘跡がある。 内舘は、 戦国時代末期に伊達政宗の叔父にあたる政景の入

嗣によって隠居した留守氏 17代 、 顕宗の隠居後の舘とみられている。 また「留守家文書Jによると 、

顕宗には南宮周辺に設けられた隠居分所領があることから 、 戦国時代末期の本 遺跡周辺は内舘に隠居

した顕宗を中心に動いていたと考えられている（多賀城市史編纂委貝会1996) 。

なお 、 多賀城廃絶後の 12世紀半ば以降 、 文献上に多賀国府の名がみられるようになる。 その中枢部

分の比定地としては本 遺跡の 約 2 km西にある洞の口 遺跡付近が有力視されており 、 周辺には新田 ・ 今

市 ・ 鴻ノ巣•東光寺遺跡 、 岩切城跡など中世の 遺跡が密集して認められる。 しかし 、 これらの遺跡の
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第2図 調査区の位置と周辺の道路遺構

調査を通じて国府の中枢であることを示す確証はまだ得られていない。

〈近世〉16世紀末、 本遺跡が所在する山王• 南宮村一帯は伊達家の組頭成田氏の采邑となった。 塩

竃街道沿いには成田氏配下の足軽達の屋敷をはじめとする住宅が建ち並び、 現在に通じる町並みが形

成されていったとみられる。 西町浦地区ではそうした屋敷地のひとつ、 賀川家の宅地が調査されてい

る（多賀城市史編纂委員会1991)。 賀川家はかつて酒造業を営んだ記録があり 、 調査で出土した木簡

からもそれが裏付けられた。 また、 今回の調査区に隣接する町地区の調査でも18世紀後半から19世紀

頃の屋敷地の様子が明らかになっている（村田 ・ 八島ほか1998)。 その内部は南北に敷地割りされ、

街道に面した南の敷地が建物群と井戸で構成された居住域となっている。 一方、 北の敷地は井戸や池

や溝、 土城が疎らにつくられていたのみである。 なお 、 井戸跡の大部分は素掘りであった。 以上のほ

か、 本遺跡の八幡地区では墓跡がみつかっている（佐藤ほか1997) 。
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第 n 章調査の成果

1. 調査の方法と経過

調査対象地は、 平成 8年度に実施した町・ 伊勢地区の西の隣接地である 。 この場所は平成12年度に

確認調査を行っており 、 その際に遺構・ 遺物を検出した 平成8年度調査区西端から長さ 270m分を調

査対象とした 。 また 、 これまでは道路幅のうち2車線部分を調査していたが、 確認調査の結果 、 遺

構・ 追物が 少ない ことが予想されたため 、 今回は4車線幅 約40m分を調査することにした 。 ただし 、

対象地内には用水路と市道が東西方向に走っており 、 用水路は遺構面より深く掘削されているため対

象外とした。 市道部分についても水 道と都市ガスの本管が埋設されているため調査は最小限に留める

ことにした。 調査対象面積は約5900rriである。

平成14年度は 5 月 7日から市道・ 用水路の南側の調査を開始した。 調査区は生活排水施設や道路な

どを考慮して細分し 、 東から 1-4区（例言6参照）とした 。 調査の結果、 2区西側から 3区東側に

かけて掘立柱建物跡や井戸跡が多数発見されたが、 全体的に遺構・遺物は 少なく 、 調査は 7月25日に

は 終了した。 平成15年度は 8月 4 日から市道・用水路の北側の調査を始めた。 遺構分布の様相は前年

度とほぽ同様であり 、 一切の調査が 終了したのは11月 6日である 。

調査にあたり 、 遺構の検出は古代の遺構面であるN · V層（後述恩序参照）上面で行い 、 検出した

遺構は平• 断面屈による実測図と写真撮影により 記録した。 測址には山王遺跡八幡地区内の日本測地

系に基づく国土座標第X系のX = -188,880.000 、 Y= 13,230.000を原点(O·O) とし 、 原点と東西·

南北軸を基準にして 3mの方眼を組んで行った （例言4参照）。 平面図は遺構の種類 ·密度等を考慮

して 縮尺1 /20 、 1 /100 、 1 /200のものを併用した。 断面図は縮尺1 /20で適宜作成した 。 写真撮影に

は 6 X 7または35mmサイズのカラ ー リバ ー サルとモノクロフィルムを使用した。

2. 地形と層序

調査区は、 遺跡が立地する東西に長い 自然堤防の北縁部にあたる 。 標高は4.5mほどで 、 南の堤防

上から北の低地へ緩やかにくだる地形となっている。 また 、 2区西側から 3区東端にかけての東西幅

約50mの地点は自然堤防から北に張り出した舌状の微高地となっている。

調査区内の層序は上記の地形をほぼ反映して堆積しており 、 I -VD層に大別された。 第 3図は調査

区内の各地点における堆積状況を模式的に示したものである 。 以下 、 各層の特徴について述べる 。

I層は現代の表土で 、 場所によって盛土(a) 、 水田耕作土(b) 、 その他(C) がある 。

II層は a·d : 暗緑灰色(5Y7/4) 粘土、 b : 灰色(IOY3 / 1 ) 粘土 、 C : 黒色( IOYR 3 I 2) 

粘土からなる近世以降の水田耕作土(a · b·d) や湿地性の堆積土(C) である。 cは 1 · 2区の

北側を中心に分布し 、 近世の比較的規模の大きい溝跡(SD3820·3834·3850など）の埋没後の窪み

に広く堆積して湿地化したものである(SF3900湿地）。 II層全体として厚さは I0-50cmある。

m陪は a : 黒褐色(IOYR 311) シル ト 、 b : 暗灰黄色(2.5Y4 / 2) 粘土質シルトからなる近世

以前の 旧表土(a) や堆積土(b) である 。 2区西側以西に部分的に分布し 、 平安時代の 遺構を覆っ
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第3図 層序模式図

ている。 厚さは最大20cmほどある 。 なお、 m層は町地区の基本層序の第2層に相当する。

w層は平安時代以前の旧表土である 。 a-cに細分され 、 a : 暗灰黄色(2.5Y 4 / 2) やにぶい黄

色(2.5Y 6 I 3) 砂質シル ト 、 b : 明黄褐色(2.5Y 6 I 6)シルト 、 C : 黒褐色(2.5Y 3 / l) シルト

質粘土である。 厚さは10-60cmで 、 町地区の第 3層に相当する。

V層は調査区全域で確認しており 、 a-cに細分される 。 aは浅黄色(2.5Y 7 / 4) の砂質シルト

やシルト質砂で、 b は aが緑灰色(2.5Y 6 I 6)にグライ化したものである 。 厚さは微高地部分は10

- 15cmと薄く 、 低地は30-65cmと厚い 。 町地区で古墳時代中期以前の地山とされた第 4層に相当する 。

VI層は黒色(2.5Y 2 / 1) 粘土からなる厚さは 10cm前後の湿地状の堆積層である 。 町地区の古墳時

代前期の 遺物を含む第5層に相当するが、 本地区では遺構・遺物は認められない 。

VII層はグライ化したオリ ー プ灰色(lOY 4 / 2)シル ト質粘土や灰色(l O Y5 / 1) 粘土である 。 町

地区で古墳時代前期以前の地山とされた第6層に相当する 。
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3. 発見し た遺構と遺物

遺構は塀跡 1 条、 柱列跡 2 条、 掘立柱建物跡33棟、 井戸跡 11基、 墓跡 1 基、 河川跡 1 条、 溝跡64条、

土 城40基のほか 、 小溝状 遺構を発見した。 これらの 遺構には古代のものと近 世のものとがある 。 遺物

は土師器、 須恵器、 赤焼土器、 瓦、 磁器、 陶器、 瓦質土器のほか 、 土製品、 金属製品 、 木製品、 石製

品が出土した。 その総量は整理用 平 箱で30箱ほどで 、 土 師器、 須恵器、 赤焼土 器が主体をしめる。 以

下、 1 - 4区の調査区 ごとに時代順に主要な遺構と 遺物を記述するが、 3 · 4区は 遺構が少ないので

一括して扱う ことにする 。 なお、 記述しない遺構の 詳細は巻末の 遺構属性表に収載した。

1 区

柱列跡 、 掘 立柱建物跡 、 墓跡 、 溝跡 、 土 城のほか 、 小溝状 遺構を検 出 した （ 第 4 図） 。 北側調査区

には東西方向に走る比較的規模の大き い近世の溝跡 (SD3850-3852) がある 。 他の遺構は その南側

にあるが、 密度は薄い。

A. 古代

遺構には柱列跡 1 条、 掘立柱建物跡 6 棟、 溝跡 1 条、 土 城 4 基のほか 、 小溝状遣構がある 。

＜柱列 ・ 掘立柱建物跡〉

【SA3782柱列跡】 （第4 · 5 図）

南側調査区の中央部で検 出した 1間以上の柱列跡で 、 延長は南北ともに調査区外にのびる 。 規模は

1.9m以 上で 、 方向は N - 1
°

- Wである。 柱穴は 2 個検出し 、 ともに径15cmほどの柱痕跡を確認した。

柱穴は長辺が40-50cmの 隅 丸長 方形で 、 深さは40cmある。 埋土は地山土と炭の プ ロ ッ クを含む黒色粘

土 質 シル トである。 遺物は出土 して いない。

【$83773建物跡】 （第4 · 5 図）

南側調査区の西 部で検 出した東西 2 間 、 南北 1 間以上の 建物跡である 。 検 出したのは建物跡の南半

で 、 北側が調査区外にのびる総柱建物跡と 思われる。 SB3775建物跡より 新しい 。 柱穴は 6 個検出し 、

4 個で径15cmの柱痕跡を確認した。 柱痕跡には灰 白色火山灰の粒が少し含まれている。 建物の 規模は

東西が南側柱列で総長4.7m 、 柱間寸法は東から2.4m 、 2.3m 、 南北が西側柱列で総長 1.6m以 上である 。

方向は南側柱列で E - 6
°

- Sである。 柱穴は 、 長辺が60-80cmの 隅 丸長 方形で 、 深さは深いもので

25cmある。 埋土は地山土 プロ ッ クを多く含む暗灰色粘土 質シル トである 。 遺物は出土していない。

【S83775建物跡］（第4 · 5 図）

南側調査区の西部で検 出した東西 3 間 、 南北 1 または 2 間の東西棟で 、 SB3773建物跡より 古 い。

柱穴は 8 個検出し 、 5 個で径15cmほどの柱痕跡 、 2 個で柱の抜取り 穴を確認した。 建物の規模は桁行

が南側柱列で総長5.0m、 柱間寸法は東から 1.6m 、 1.7m 、 1.7m、 梁行が東妻で総長4.9mである 。 方向

は南側柱列で E - 5
°

- Sである 。 柱穴は長辺が40-80cmの 隅 丸長 方形で 、 深さは深 いもので30cmあ

る 。 埋土は地山土 プ ロ ッ クを少し含む黄灰色粘 土 質 シ ル トである。 なお 、 南東 隅柱穴で長さ40cm、 幅

13cm、 厚さ3.2cmの礎板 （ 板材 ： ク リ ） を検 出した（図版 1 ) 。 抜取り 穴は長軸が40cmの 楕円形で 、 地

山土 プ ロ ッ クを含む黒褐色粘土で埋め戻されている。 遺物は出土していない。
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第 5図 1 区 柱列・ 建物跡柱穴断面図 （古代）

【S83777建物跡］（第 4 · 5 図）

南側調査区の東部で建物跡の北東部分 を検出した 。 東西 2 間以 上 、 南北 2 間以 上の 建物跡で 、

S F37 9 2小溝状遺構より 新しく 、 S K37 7 9土 堀より 古 い。 柱穴は 5 個検出し 、 すべてで径20cmの柱痕跡

を確認した。 柱痕跡には灰白色火山灰の粒が少し含まれている。 建物の規模は東西が北側柱列で総長

3. 2m以上 、 柱間寸法は東か ら 1. 8m 、 1.4m 、 南北が東側柱列で総長2.4m以上 、 柱間寸法は北か ら 1.4m 、

l. Omである。 方 向は北側柱列で E - 5 ° - S である。 柱穴は長辺が50-60cmの 隅丸長方形で 、 深 さは

深い もので30cmある。 埋土は地 山土 プ ロ ッ ク を含む 黒褐色粘土である。 遺物は出土していない。

【SB3853建物跡］ （第 4 · 5 図）

北側調査区の東部で検出した桁行 2 間 、 梁行 1 間の南北棟で 、 S F3 85 8小溝状遺構より 新しい。 柱

穴は 6 個確認し 、 隅柱で径 約20cmの柱痕跡 、 桁行中央の柱穴で幅 約20cm 、 厚 さ 5 cmの柱材（ 板材 ： ク

リ ） を検出した 。 また 、 柱痕跡の柱が腐朽して空洞化した部分には灰白色火山灰が流入して いた（図

版 2) 。 建物の規模は桁行が東側柱列で総長6.8m 、 柱間寸法は北か ら3.5m 、 3.3m 、 梁行が北妻で3.4

mである。 方 向は東側柱列で N - 1° - Eである 。 柱穴は長辺30-55cmの 隅丸長方形で 、 深 さは深い

もので40cmある 。 埋土は地 山砂 プ ロ ッ ク と 灰 白色 火山灰を含む黒褐色粘土質シル トである 。 なお 、 南

東 隅以外の柱穴では長 さ 20-35cm 、 幅 10-20cm 、 厚 さ 3 -5 cmの礎板（板材 ： ク リ） を検出している 。

遺物は出士して いない。

＜溝跡 ・ 土濃〉

[SD3783溝跡］ （第 4·6 圏）

南側調査区の西端で検出した南北方向に走る溝跡で 、 2 時期ある (A→ B) 。 Bは 長 さ 2.9m分を検

出した。 上幅は100-150cm 、 下幅は60cmである 。 断面形は逆台形で 、 深 さは 50cmある 。 方 向は N -

3° - wである 。 堆積土は黄灰色や褐灰色のシル ト を主体とした 自 然 流入土で 、 3層には灰白色火山灰

の堆積が認め られた 。 Aは 長 さ 2.7 m分 を検出した。 上幅は B に 壊 されて不明だが、 概ねBと同じと

思われる 。 下幅は50cmで 、 断面形は中段のつ く 逆台形 、 深 さは45cmある 。 方向は N - 9° - Eである。

堆積土は黄灰•黒褐色シル トで 、 自 然 流入土である。 A · Bともに 遺物は出土して いない。

，
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遺構 No. 土 性
土

色 偏
SD3783B l シ ル ト 貫灰 (.2.5Y4/I) 灰白色火111 灰の粒を少し含む。

2 シル ト 貧灰 (2.SYS/1} 灰白色火山灰の小 プ ロ ッ ク を 含 む。

3 火山灰 灰白色 (2.SYS/1) 4 層の土をプロッ ク上に含む。 〈2次〉
4 シル ト 黄灰 (2.5Y5/J} 灰 白色火山灰が少 し し み こ む。

5 シル ト 黄灰 (.2.5Y4/J) 比較的均質な土。

6 帖
土

質 シ ル ト 褐灰 (IOYR"11) 地山砂粒を少し含し。

7 粘
土

質 シ ル ト 褐灰 (IOYR4/I) 6.111の
土

に地山1/ヽプロ ッ ク が況 じ る。

S03783A 8 シル ト 屈褐 (IOYR3/l) 隕化鉄を多く含む。

9 シル ト 黒褐 (JOYR3/I) 徴化鉄を少し含む。

JO シル ト 賞灰 (2..5Y4/l) 雌11J砂プロ ッ ク を 多 く 取 り 込 む。

SK3855 1 シル ト 黙褐 （益Y3/ll 地Ill砂小 プ ロ ッ ク を 含 む。

No. 遺構 ・ 層位 檀 別 特
I I�K3855· 堆積士 I須恵笞 杯

1
内外 ： ロ ク ロ ナ デ 底 ： ヘラ 切 り 内外及び割れ口に油:«付培 悶）I�: I�: I 7'J'f._Jt1 I�! 

第6図 1 区 溝跡 ・ 土珊断面図 （古代） 、 及びSK3855土凛出土遺物

【SK3855土填】 （第 4 · 6図）

北側調査区の東部で検出した。 SF37 59小溝状遺構より新しい。 平面形は楕円形で 、 規模は長軸が

1 10cm前後 、 短軸が90cmである。 断面形は皿状で 、 深 さは 10cmである 。 堆積土は地 山砂が混 じる黒褐

色 シル トで 、 自然 流入土である。

遺物は底面で ヘラ切り 無調整の須恵器杯が出土している（第6 図 1 ) 。 体部内面を 中心に油煙が付

着しており 、 割れ口にもかかっている。 そのほか堆積土か ら土師器甕、 須恵器杯・ 甕がご く 少量出土

している 。

く小溝状遺構〉（第7 屈）

南側調査区の東部でSF37 62·37 92、 中 央部でSF37 93 ·37 9 4 、 北側調査区 の東部でSF3858-3860、

中 央部でSF3885 、 西 部でSF3867 · 3884·3886を検出した 。 ほぽ東西方向(SF37 62·37 9 4 · 3860·

3886) 、 または南北方向 (SF37 9 2 ·37 93 · 3858·3864 ·3867 · 3885) に延びるがものが大部分だが、

S F 3859のよ う に 東に対して南に振れる 方向のものもある。 各場所における小溝状遺構同士の重複関

係は以下のとおりである 。 なお 、 他の遺構と の重複関係は巻末 の遺構属性表に記載した。

南側調査区東部 ： SF37 62→ SF37 9 2  (A→ B) 

中央部 ： SF37 93→ SF37 9 4  

北側調査区東部 ： SF3860→ SF3859 (A→ B) → SF3858 (A→ B) 

西 部 ： SF3867 (A·B) → SF3886 (A→ B) → SF3884 

小溝状遺構の溝の数は 2 -7 条で、 溝同士の間隔はl.l-2.7 mである。 溝 の長 さは 10.0mを越えるも

のもあるが、 それ以下のも のが多い。 幅は25cm前後で、 断面形 は U 字形 、 深 さは 10cmほ どである。 堆

積土は小さい地山土 プ ロ ッ クを含む 黒褐色シル ト 質粘土で 、 SF3858·388 4には灰 白色火山灰の小プ

ロ ッ クが混 じる。

遺物はSF3858で土 師器甕、 SF3859で土師器甕と須恵器の杯 ・ 甕、 丸瓦がそれぞれ堆積土か ら ご く

少最出土している。
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第 7 図 1 区 小溝状遺構群模式図 （古代）

B .  近世

遣構には墓跡 1 基、 溝跡 8 条、 土 城 3基がある。

＜墓跡〉

[SX3760墓跡】 （ 第 8図）

南側調査区の東部で検出した。 平面形が隅丸長方形で 、 人 為的に埋め戻された埋土から煙管が出土

した ことから 、 墓跡と判断した 。 SF3792小溝状遺構より新しい 。 形状は長さ 240cm、 幅85cmの 隅丸長

方形で 、 北辺中央部が外側に 飛び出している 。 断面形は皿状で 、 深さは 7 cmある 。 長軸の方向は N -

24° - wで 、 埋土は地山土 プ ロ ッ ク を多 く 含む黒褐色粘土である。
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遺物は埋土から煙管が出土している 。 河骨形の雁首で 、 火皿の下に 補強帯が巡るものである。

〈溝跡〉

北側調査区 で 上幅 1 . 5m を 越 え る 規模の大きい溝跡を 4 条検出した 。 東西方向に走るものと

( SD3850 · 385 1 ·3852) 、 南北方向のもの(SD37 5 7 ) とがある 。 その他は上幅が1.2m以下で 、 南北方

向に走る溝跡である。

【S03757溝跡］（第 4 ·9図）

東端にある南北方向に走る溝跡で、 西側部分を検出した。 SD3837 溝跡 、 S K37 63土城、 S F37 62小溝

状遺構より 新しい 。 SD3852溝跡とは 一連であるが、 本溝跡の方がやや遅く埋没している 。 検出した

長さは南側調査区で9.2m 、 北側で10.lmで 、 総長は36.2m以上ある 。 上幅は 100-280cm以 上である 。

断面形は皿または逆台形と みられ 、 深さは50cm以上である 。 方向は南側調査区で真北 、 北側で N -

18° - wである。 堆積土は黒•黒褐・ オ リ ー ブ黒色の粘土で、 自 然 流入土である。

遺物は堆積土から土 師器杯・ 甕、 須恵器甕、 平 瓦が 少 最出土している。

【S03759溝跡】 （ 第 4 · 9図）

中央部で検出した南北方向に走る溝跡で 、 S F3885小溝状遣構より 新しい 。 検出した長さは南側調

査区で 3.4m 、 北側で8.0mで、 総長は24.5m以上ある。 上幅は7 0- 150cm 、 下幅は 30-60cmである。 断

面形は逆台形で 、 深さは5 5cmある。 方向は南側調査区 で N - 2° - W、 北側でN - 1° - Eである。 堆

積土は地山土が 少し 混 じる 黒• 黒褐・ オリ ー プ黒色の粘土で 、 自然 流入土である 。

遺物は堆積土から陶器播鉢 （図版10- 15) のほか 、 土師器甕が ご く 少 塁 出土している。

【$03766溝跡］（第 4·9図）

中央部で検出した南北方向に走る溝跡で、 S F3867 ·3886小溝状遺構より 新しく 、 SD3850 · 385 1溝

跡より古い。 検出した長さは南側調査区で 4.lm 、 北側で18. 3mで 、 総長は35.5m以 上ある 。 上幅は60

- 120cm 、 下幅は 30-7 5cmである 。 断面形は逆台形で 、 深さは深いとこ ろで60c mある 。 方向は N -

2 1° -wである 。 堆積土は炭 粒を含む黒• 黒褐色シル トや地 山砂粒を含む オ リ ー プ黒色シル ト質粘土

で 、 自 然 流入土である。

遺物は堆積土から土 師器杯 ・ 甕、 須恵器杯・ 甕、 平・ 丸瓦、 砥石が 少 量出土している 。

12 
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遺構 心 土 性 土 色 ． 考 遺講 ぬ 土 性 土 色 傭
SD3757 l 粘土 黒褐 (2.5Y3/J) 炭 ・紗を少し含b。 昴分杓Iこ木枝など有履傷を含!,, SD3759 I 帖土 瓜褐 (IOYR3/J)

2 粘土 黒 (7.5Y2/I) 2 シル ト質粘土 馬褐 (2.5Y3/I) 地Ill土を少し含む。

3 粘土 オリープ黒 (7.5Y3fl) 地山土プロ ッ クを含む。 3 編砂 貿灰 <z.5Y41ll 地Iii土を含む。
SD3乃7 J 枯土償シルト 黒褐 (7.5YR3/J) 地山土を多 く 含む。 4 帖土 /1.I C2.5Y2/J) 

2 シル ト 明黄褐 （益Y6/6) 汚れた地山土主体。 5 帖土 オ リ ープ黒 (5Y3/I)
3 シル ト 明黄褐 （益Y6/6) 2層の土に黄灰色帖土が多 く 混 じ る。 6 ti; 土 焦 (5Y2/l) 馳山土を少し含む。

4 シ ル ト質粘土 暗褐 (JOYR3/3) 地山土粒を少し含む。 S03850 I 帖土 オリープ屈 (IOYJ/1) 旭山小プロ ッ ク ・ 炭粒を少し含む。 グライ化。

5 シル ト 質粘土 黒褐 (2.5Y3/J) 地山土小プロ ッ ク 少し含む。 2 帖士 灰 (IOY4/l) 地山小プロ ッ ク を含む。 グ ラ イ 化。

6 粘土 黒 (JOY2/J) 比較的均質な土。 グ ラ イ 化。 SD3851 3 枯土 オ リープ黒(IOY3/1） 地山小プロ ッ ク ・ 炭粒を少し合む。 グライ化。

7 シ ル ト 質砂 オ リープ灰 (lOYS/2) 黒色帖土が少し滉じる。 4 帖土 灰 (IOY4/l) 地山土を多く含む。 グ ラ イ 化。·SD-385
- -2 8 粘土 黒 (5Y2/t) 地山土を含む。 グ ラ イ 化。 S03852 I 帖土 焦 (IOY2/l) 比較的均質な土。

SD3766 l シ ル ト 黒 (7.5YR2/1) 炭粒を少し含む。 2 粘土 が ）ープ品 (IOY3/ll 地山紗を互厖状に少し含む。

2 シル ト 阻褐 (7.5YR3/1) 炭粒と砂粒を少し含む。 3 粘士質シルト オ リープ黒 CIOY312) 辿山プロックを多く含む。 グライ化。 〈崩俗土
3 シル ト質粘土 オ＇） ープ瓜 (SY3/l) 地山土粒を少し含む。 均質な土o 4 粘土質シルト オ リ ープ灰 (lOYS/2） 地山プロッ ク主体の土o グライ化• 〈崩附土〉

5 帖土 黒 (5Y2/J) 地1U土を含む。 グ ラ イ 化。

第 9図 1 区 溝跡断面図 （近世）

【SD3850溝跡）（第 4·9図）

北側調査区で検出したやや南に膨らみながら東西に走る溝跡で 、 西端は 2区にの びる 。 SD3765·

3766溝跡より 新しい 。 検出した長さは 1 区で 40.0m 、 2区で 5.0mで 、 総長は5 1.7m以上である 。 上幅

は 180-450cm 、 下幅は 120-25 5cmである。 断面 形は逆台形で、 深さは深いとこ ろで65 cmある。 方向は

E - 7° - Nである 。 堆積土は地山砂 プ ロ ッ クと 炭 粒 を含むオリ ー プ 黒 ・ 灰色の粘土で 、 自 然 流入土

である 。

遺物は堆積土から土師器甕、 須恵器甕、 赤焼土器杯がごく 少量出土している。

【SD3851溝跡】 （ 第 4 · 9 図）

北側調査区で検出した東西方向に走る溝跡で 、 SD3850溝跡の南に沿 ってのびる 。 S D3766·3882溝

跡より 新しい。 検出した長さは 1区で35.0m 、 2区で 2.0mで 、 総長は 41.7mである 。 上幅は 145 -225

c m 、 下幅は75 - 1 20cmである 。 断面形は U字形で 、 深さは深いとこ ろで 5 5cmある 。 方 向は E -8° - N 

である。 堆積土は地 山土が混 じるオ リ ー プ黒色や灰色の粘土で 、 自然 流入土である。

13 



14 

遺物は堆積土か ら 陶器の破片のほか 、 土 師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕、 平・ 丸瓦が 少 最出土している。

[SD3852溝跡】 （第4 · 9 図）

北側調査区で検出した東西方向に 走る溝跡で 、 SD385 1溝跡東端の 約 I m 東か ら連続するよ うにの

びる。 SD37 57 溝跡とは一連であるが、 本溝跡の 方がやや先に埋没している。 検出 した長さは10.7 mで 、

上幅は17 0 -235c m 、 下幅は1 10- 120c mである 。 断 面形は逆台形で 、 深さは深いと こ ろで65c mある 。 方

向はE -7 ° - Nである。 堆積土は地山土が混じるオ リ ー プ黒色や灰色の粘土で 、 自然 流入土である 。

遺物は出土し ていない。

2 区

塀跡 、 掘立柱建物跡 、 井戸跡 、 溝跡、 土 城のほか 、 小溝状遺構を検出した （第10図） 。 1 区 と 同様 、

北側調査区に規模の大きい近世の溝跡(SD37 20 · 37 25 · 37 30など ） があり 、 他の遺構は南側にある。

なかでも北に 舌状に張り 出した微高地にあたる西部には建物跡などが密集する 。 東部は標高が低く 、

遺構は溝跡や土城がある程度である 。

A. 古代

遺構には掘立柱建物跡 15棟、 井戸跡 1 基、 溝跡 6 条、 土 城 6基のほか 、 小溝状遺構がある 。

〈掘立柱連物跡〉

調査区西部の微高地に集中する。 調査区の制 約のため規模がわかるものは少ないが、 概し て一辺が

2 - 3 間のものが多い 。 柱穴もそれほど大きくないが、 なかには長辺が lm近いものもある。

【$83730建物跡】 （第11 · 12図）

南側調査区で 建物跡の南半を検出した 。 東西 3 間 、 南北 1 間 以 上の 建物跡で 、 SB37 3 4 建物跡 、

SD37 Il · 37 12溝跡より古 い 。 一度 、 建 て 替 え られ ている(A→ B) 。

Bの柱穴は7 個検出し 、 すべてで 径20cmほどの柱痕跡を確認した 。 建物の規模は東西が南側柱列で

総長6.8m 、 柱間寸法は東か ら2.2m 、 2.2m 、 2.4m 、 南北が東側柱列で 総長2.3m 以 上である 。 方向は南

側柱列で E - 6° - Sである。 柱穴は長軸が40 - 5 5c mの楕円形で 、 深さは深いもので50c mある 。 埋土

は地山土 プ ロ ッ クを多く含む黒褐色 シル トである 。 Aの柱穴は6 個検出したが、 柱痕跡はBの柱穴に

すべて壊されている 。 Aの規模や方向は、 A·Bの柱穴がほぼ同位置にある こ とか ら Bとほぼ同 じと

思われる。 柱穴はBより大きく 、 長辺が60 -85cmのやや不整な隅丸長 方形で 、 深さは深いもので50cm

ある。 埋土は地山土 プ ロ ッ クを含む黒褐色のシル トや粘土質シル トである。

遺物はBの柱痕跡から土師器甕、 柱穴から土 師器甕、 須恵器杯・ 甕が出土し ている。 土 師器甕には

ロ ク ロ調整のものがある。

【$83732建物跡】 （第11 ・ 12図）

南側調査区で 建物跡の南 西 部分を検出した 。 東西 2 間 、 南北 2 または 1 間 以 上の 建物跡で 、

SB37 86建物跡より新し く 、 SD37 15·37 16溝跡より古 い 。 柱穴は4 個検出し 、 3 個で径20c mほどの柱

痕跡 、 1 個で柱抜取り 穴を確認した。 建物の規模は東西が南側柱列で総長3.0m 、 柱間寸法は東から

1.5m 等 間 、 南北が西側柱列で総長3.0m以上である 。 方向は南側柱列で E - 3° - Sである。 柱穴は長
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辺 40-7 0cmの 隅 丸長 方形で 、 深さは深いもので55cmある。 埋土は地山土 プロ ッ クを多く含む黒褐色シ

ル トである。 抜取 り 穴は長軸45cmの楕円形で 、 地山土 プ ロ ッ クを含む黒褐色シル ト で埋め戻されてい

る。 遺物は 出土していない 。

[S83786建物跡】（第 12図）

南側調査区で建物跡の南西部分を検出した 。 東西 2 間以 上 、 南北 2または 1 間以上の建物跡で 、

S B37 31 · 37 32建物跡 、 SD37 15·37 16溝跡 よ り 古い 。 柱穴は 4 個検出し 、 2 個で径20cmほ どの柱痕跡

を確認した。 建物の規模は東西が南側柱列で総長 3.8m以上、 柱 間寸法は西から2.0·1.8m 、 南北が西

側柱列で総長2.7 m以上である 。 方向は南側柱列で E -2° - S である 。 柱穴は長辺が80cmの隅丸長 方

形で 、 深さは深いもので45cmある。 埋土は地山土 プ ロ ッ クを多く含む黒褐色シル トである 。

遺物は柱穴から土師器甕、 赤焼土器杯が出土している 。

【S83842建物跡］（第 1 1 ・ 12図）

北側調査区で検出した東西 3 間、 南北 2 間の東西棟で 、 S A3823塀跡 、 S B3843 · 3847 ·3862·386 5 

建物跡、 S E3831井戸跡 、 SD3824溝跡 、 S K384 1·3881土 城よ り古 い。 柱穴は 9 個検出し 、 すべてで径

20cmほ どの柱痕跡を確認した 。 建物の規模は桁行が南側柱列で 総長6.7 m 、 柱間寸法は 東から2.2m 、

2.3m 、 2.2m 、 梁行が西 妻で総長3.9m 、 柱間寸法は南から 1.8m 、 2.lmである。 方向は南側柱列で E -

8° - S である 。 柱穴は 、 長辺が65-l O Ocmのやや不整な 隅丸長方形で 、 深さは深いもので30cmある 。

埋土は地山砂 プロ ッ クを多 く 含む 黒褐色シル トである。

遺物は柱穴から ロク ロ調整の土師器甕のほか 、 須恵器坪、 瓦がご く 少 量 出土している 。 須恵器杯に

は底部が回転糸切 り 無調整のものがある。

[S83843違物跡］（第 1 1 ・ 12図）

北側調査区で検出した東西 3 間 、 南北 2 間の 東西棟で 、 S B3842建物跡 、 S K3839土 堀 よ り 新し く 、

S B 3865建物跡 、 S E3831井戸跡 、 SD382 4溝跡 、 S K3841土城よ り古 い 。 柱穴はすべて検出し 、 6個で

径20c mほどの柱痕跡 、 2 個で柱の抜取り 穴を確認した 。 建物の規模は桁行が北側柱列で総長6.6m 、

柱間寸法は東から2.3m 、 2.2m 、 2.lm 、 梁行が東妻で総長 4.3m 、 柱間寸法は南から2.2m 、 2.lmである。

方向は北側柱列で E -6° - S である。 柱穴は長辺が65- l O O cmのやや不整な 隅丸長 方形で 、 深さは深

いもので 30cmある。 埋土は地山砂 プ ロ ッ クを多 く 含む黒褐色シル トである 。 抜取 り 穴は長軸が30cmの

楕円形で、 地山砂 プ ロ ッ クを含む黒褐色シル トで埋め戻されている。

遺物は柱穴から土師器甕、 須恵器杯が ご く 少 量 出土している 。 須恵器杯には底部を ヘ ラ 切 りで切 り

離した後に 、 ナ デ調整を施したものがある（第 1 1図 1 ) 。

[S83844達物跡】（第11・12図）

北側調査区で 建物跡の北半を 検 出した 。 東西 3 間 、 南北 2 間以上の建物跡で 、 S A 3823塀跡 、

S B384 7 · 3862建物跡よ り 古い 。 柱穴は8個検出し 、 7 個で柱抜取 り 穴を確認した。 建物の規模は東

西が北側 柱列で 総長6.8m 、 柱間寸法は東から2.3m 、 2.2m 、 2.3m 、 南北が西側柱列で総長 3.7 m以上、

柱 間寸法は北から 1.9m 、 1.8mである 。 方向は北側 柱列で E -6° - S である。 柱穴は長辺7 0-90cmの

隅 丸長方形で 、 深さは深いもので50cmある 。 埋土は地山砂 プ ロ ッ クを多 く 含む黒褐色シル トである 。
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第11図 2 区 建物跡柱穴断面図 （古代） 、 及びS83843建物跡 出土遺物

抜取り 穴は長軸 40-60 cmの楕円形で、 炭 粒や地山砂 プ ロ ッ クを含む黒褐色シルトで埋め戻されている。

遺物は柱穴から土師器甕、 須恵器杯 ・ 甕、 柱痕跡から赤焼土器杯、 抜取り 穴から土師器甕がごく 少

黛出土 し ている 。

【S83845建物跡】 （第11 ・ 12回）

北側調査区で建物跡の北半を検出 した。 東西 2間 、 南北 1 間以 上の建物跡で 、 S D3 821 · 3824溝跡

より 古 い。 柱穴は 5 個検出し 、 2個で径15cmほどの柱痕跡 、 3 個で柱の抜取り 穴を確認した。 建物の

規模は東西が北側 柱列で総長4.8m 、 柱間寸法は東から2.3m 、 2.5m 、 南北が西側柱列で総長3.6m以 上

である 。 方向は北側 柱列で E - 8° - S である 。 柱穴は長辺が45-7 0cmの 隅丸長方形で 、 深さは深い

もので40cmある 。 埋土は 少 最の 炭 粒と地山砂 プロ ッ クを多 く 含む 黒褐色シル トである 。 抜取り 穴は長

軸が40cmの 楕円形で 、 炭 ・ 焼土・ 地 山砂粒を含む黒褐色シル トで埋め戻されている 。

遺物は柱穴から土 師器甕、 須恵器杯 · 甕、 柱痕跡と抜取り 穴から土 師器甕がごく 少批出土している 。

須恵器杯には底部がヘ ラ切り 無調整のものがある。

【S83849建物跡】（第11・ 12図）

北側調査区で建物跡の南半を検出した 。 東西 2間 、 南北 1 間以 上の建物跡で 、 S B3 848建物跡より

新し く 、 SD3818·3 820·3 821溝跡 、 S K3 822土 城より 古 い。 柱穴は 5 個検出し 、 4 個で径15cmほどの

柱痕跡を確認した 。 建物の規模は東西が南側柱列で総長4.4m 、 柱間寸法は東から 2.2m等間 、 南北が

東側 柱列で総長2.6m以上である。 方向は南側柱列で E - 15 ° - S である 。 柱穴は長辺35-7 0cmの 隅
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丸長方形で 、 深さは深いも ので20cmある。 埋土は地山砂 プ ロ ッ クを多 く 含む褐灰色砂質シル トである 。

遺物は柱穴から土師器杯・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕、 砥石がご く 少 量出土し ている 。

[SB3861建物跡】 （第11·12図）

北側 調査区で検出した桁行 3 間 、 梁行 2 間 の東西棟で 、 S A3823塀跡 、 S B3847 建物跡 、 S D3818 ·

3821溝跡 、 S K3822·3826土 城より 古 い 。 柱穴は 8 個検出し 、 すべてで 径 15cmほ どの柱痕跡を確認し

た 。 建物 の規模は桁行が南側柱列で総長 4.5m 、 柱間寸法は東から 1.7 m 、 1.5m 、 1 .3m 、 梁行が東妻で

総長3.5m 、 柱間寸法は北から 1.7 m 、 1.8mである。 方 向は南側柱列で E -6° - S である 。 柱穴は長辺

が25-50c m の隅丸長方形で 、 深さは深いもので 40cmある。 埋 土は地山砂 プロ ッ クを多く含む黒褐色シ

ル トや褐灰色砂質シル トである。

遺物は柱穴から土 師器杯• 甕、 須恵器杯・ 甕が 少 罰出土している 。 須恵器杯には底部がヘ ラ切り 無

調整のものがある。

【SB3864建物跡】 （第11 · 12図）

北側 調査区で検出した桁行 1 間 、 梁行 1 間の東西棟で 、 S D 37 12·3821溝跡 、 S K 3829土城より古 い 。

柱穴は 4 個検出し 、 すべてで 径15cmほ どの柱痕跡を確認した。 建物 の規模は桁行が南側柱列で 3.7 m 、

梁行が東妻で2.5mである 。 方 向は 南側柱列で E -8° - S である 。 柱穴は長辺が40-7 0cmの隅丸長方

形で 、 深さは深いも ので45c mある。 埋土は地山砂 プ ロ ッ クを多 く 含む黄灰色砂質シル トである。

遺物は柱穴から土師器の破片が ご く 少 祉出土している 。

〈井戸跡〉

【SE3840井戸跡】 （第13図）

調査区東壁で西半分 のみを検出した。 S D 387 2溝跡より 古い 。 本 来は井戸側を据えたと考 えられる

が、 すべて抜取られている 。 掘方は底面付近しか 残っ ていない 。 そ の平面形は長軸 1.2m 、 短軸l. O m

ほ どの楕円形とみられる 。 深さは 130c mである 。 抜取り 穴は東西 約3.5m の楕円形で 、 深さは 1 10cmで

ある 。 堆積土は 上層 ( 1 - 6層） と 下層 ( 7 層） に大別できる 。 下層はオリ ー プ灰色砂質シル トで 、

機能時 の堆積土とみられる 。 上層は抜取り 穴の堆積土で 、 炭 粒を含む暗褐 • 灰 オ リ ー プ ・ オ リ ープ黒
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色 の粘土などで 、 6層には灰 白色火山灰 が互層 状に含まれてい る。 いずれも自然 流入土であ る 。

遺物は上層か ら ロ ク ロ調整の土 師器杯 ・ 甕のほか 、 丸瓦が ご く 少龍出土している 。

〈溝跡〉

【SD3710溝跡）（第10 · 14 · 15図）

南側調査区東部を東西方向に走る溝跡で 、 南 半分を検出した 。 SD3708溝跡より 古い 。 検出した長

さは 13.8mで 、 上幅40-90cm以 上、 下幅が30cm以上である。 断面形は逆台形で 、 深さは60cmあ る 。 方

向は E -2
°

- Nであ る 。 堆積土は砂を互層に含む黒褐色粘土・ シル トで 、 自然 流入土であ る 。

遺物は堆積土か ら土師器杯 · 甕、 須恵器杯・ 甕、 赤焼土器杯、 平瓦 、 曲物の底板 （第15屈 17) が出

土してい る 。

[SD3821 溝跡】 （第10 · 14図）

北側調査区 の西端で検出した南北方向に走る溝跡で 、 SB3845 · 3848 · 3849 · 3861 · 3863-3865建

物跡より新し く 、 SB3846建物跡 、 SD3820 · 3824溝跡 、 SK3822土 城よ り古い。 検出した長さは 13.5m

で 、 上幅が210-270cm、 下幅は 100-180cmであ る 。 断面形は 皿状で 、 深さは深いところで30cmあ る 。

方向は N - 18
°

- Eであ る。 堆積土は暗褐 • 黒褐色シル トで 、 自 然 流入土であ る 。

遺物は堆積土か ら土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯・甕、 赤焼土器杯が出土してい る 。

【SD3837溝跡）（第10 · 14図 ）

北側調査区東部で検出 した南北方 向に走る溝跡で 、 SD3830 · 3872溝跡より 古い 。 検出した長さは

14.3mで 、 上幅が40-190cm、 下幅は30-150cmであ る 。 断面形は逆台形で 、 深さは深いところで40cm

あ る。 方 向は N - 2
°

- Wであ る 。 堆積土は炭 粒や地 山砂粒を含む褐灰色 シル トや黄灰色砂 質シル ト

で 、 自然 流入土であ る。

遺物は堆積土か ら ロクロ調整の土師器杯 ・ 甕が ご く 少 贔 出土してい る 。
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遺構 ぬ 土 性 土 色 傭 考 遺構 油 土 性 土 色 傭 考
SD初10 1 シ ル ト 黒褐 (2.5¥3/1) 砂、 粘土との互層。 SK3707 l 粘土 黒褐 (IOYR3/l) 戻や饒士、 亀山土プロ7クを多く含t,, 土呂片も多い．

2 粘土 黒褐 (IOYR3/l) 2 帖土 黒褐 (IOYRJ/2) 鍮山土 •砂プロックを多く含む。

3 粘土 黒褐 (IOYR3/l) 砂との互層。 SK3709 1 シル ト 黒褐 (JOY!し312)
4 粘土質シルト 黒 (5Y2/1) 2 枯土 屈褐 (IOYR3/I)

SD3821 1 シル ト 灰貿褐 (lOYR4/2) 地山土を少し含む。 3 シル ト 黒褐 (IOYR3/2)
2 シル ト 飢褐 (10YR3/2) 4 粘土 焦褐 (IOYR3/J)

SD3837 1 シル ト 黒 (IOYR2/l) 旭山土粒、 炭粒を含む。 5 粘土 煤褐 (IOYR3/J) 雌山土 • 砂 を まだらに含む。

2 シル ト 褐灰 (lOYR4/J) 婚tll土粒、 炭粒を少し含む。 SK函I 1 シ ル ト 褐灰 (JOYRS/1) 灰白色火山灰、 伏化物を含む
3 シ ル ト 黒褐 (JOYR3/!) 遁山砂粒を少し含む。 2 砂質シル ト にぶい責褐 (IOYRS/3)
4 砂質シル ト 黄灰 (2.5Y4/J) 邊山小プロック を含む。

第14図 2 区 溝跡 ・ 土凛断面図 （古代）
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No. 遺楕 · 層 位 種 別 特 徴 口径 底径 溢応 写真 登録
I SX37<YI ・ 埋土 土師笞 ・ 杯 外 ： ロ ク ロナデー回転ヘラ ケ ズ リ 底 ： ヘラ 切 り ー回転ヘラケズリ 内I.II (15.l) 8.3 4,5 7 - 3 7 
2 SX37(fl· 堰

土
土師器 ・ 甕 内外 ： ロ ク ロナデ (12.0) 8 

3 SXmfl · 埋
土

須恵器 ・ 杯 内外 ： ロ ク ロ ナ デ 底 ： ヘラ切りーナデ (12.4) （邸） 4,8 7 - 4 13 
4 SX3707 · 埋

土
須恵器 · 杯 内外 ： ロ ク ロ ナ デ /if : ヘラ切りーナデ 焼成績に刻書 (11.5) (5.2) 41l 19 

5 SX-:rl<YT ・ 埋土 須恵笞 ・ 杯 内外 ： ロ ク ロ ナデ 底 ・ ヘラ切り→ナデ 焼成前にX状の刻害 (13.1) 7.0 3.8 7 - 7 10 
6 SX3707 · 埋土 須恵径 ． 杯 内外 ： ロク ロ ナデ 底 ： ヘラ切りーナデ (12.6) (8.0) 3.9 7 - 5 12 
7 SX勺(Tl . 埋土 須恵器 · 杯 内外 ： ロ ク ロ ナ デ 底 ： ヘラ切りーナデ 〈13.6) (86) 4.3 7 - 6 I I  
8 SX'17<Y'/ · 埋土 須恵召 ・ 杯 内外 ： ロ ク ロ ナ デ 底 ： ヘフ切りーナデ 焼成前にX状の刻書 (!3.6) (8.0) 4.0 7 - 8 14 
9 SXirl<YT · 埋土 須恵沿 · 杯 内外 ： ロク ロナデ 底 ： ヘラ切り→ナデ (12.6) (7.6) 3.9 16 
10 SXY707 · 埋土 須恵溢 ． 杯 内外 ： ロ クロナデ 底 ： ヘラ切りーナデ 墨書 「D」 (13.0) (7.6) 3.6 7 - 9 17 
J I  SX3707 · 厘土 須恵岱 ・ 杯 内外 ： ロ ク ロナデ 底 ： ヘラ切り→ナデ 焼成前に一本線状の刻書 M.0 8. 1 3.9 7 - JO ， 
12 SX37<Y7 · 理土 須恵器 · 杯 内外 ： 0 ク ロ ナ デ 底 ： ヘラ切りーナデ (132) (7.6) 3.8 7 - 11 15 
13 SX3W7 · 埋土 須恵器 ・ 杯 内外 ． ロ ク ロナデ 底 ： ヘラ切りーナデ 墨書 「口」 6.7 18 
14 SX'!f'/07 ・ 埋土 須恵沿 • 憂 外 ： ロ ク ロナデー回転ヘラケズリ 内 ： ロ ク ロナデ 07.0) 7 -12 20 
15 SX3707 · 埋土 須恵沿 • 高盤 調部内外 ： ロ ク ロ ナデ 21 
16 SX3707 · 浬土 ｀鼠 償恵II · 責台杯） 内外 ： ロ クロナデ 底 ： 回転糸切りー石台貼付ーロクロナデ 03.8) (8.8) 5.0 7 ー 13 23 
17 SD3710· 堆積土 曲物 ・ 底板 径 ： 10.0cm 厚さ ： o. な• 木取 ： 柾目 樹檀 . I:: ノ キ 木 I

第15図 2 区 S03710溝跡、 SK3707土填出土遺物
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〈土填〉

[SK3707土填】 （第10 · 14·15図）

南側調査区 の東部で検出した。 S B 37 28建物跡より古 い 。 平面形は不整な楕円形で 、 規模は長軸67 0

cm、 短軸2 10cmである。 断面形は皿状で 、 北側は一段深 く 窪 む。 深さは 1 5 c mである。 堆積土は炭や焼

土 、 地山土 プロ ッ クを多 く 含 む黒褐色粘土で人為的に埋 め戻されており 、 遺物も多 く 含まれている。

遺物は埋土から土師器杯 ・ 甕、 須恵器坪•高台杯・ 蓋 • 高盤・ 瓶、 平・ 丸瓦、 転 用硯 （第14図 16)

が出土しており 、 須恵器杯の出土 量力｛多い 。 遺物 の残存は必ずしも良 好ではないが、 土 師器は杯・ 甕

ともに ロ ク ロ調整のものが主体で 、 杯には底部の切離し後に底部と体部下端を回転ヘラ ケ ズ リ調整し

たも のがある ( 1 ) 。 須恵器杯の底部の切離し技法はヘラ切りが多く 、 切離し後は無調整か 、 あるい

は ナ デ調整が施されている( 3- 1 3) 。 また 、 底部に墨書したも の ( 10 · 13) や 、 焼成前に X 状や二

本線状の刻書をしたも の (4·5·8·11) もある。

【SK3709土凛】 （第10·14図）

南側調査区 の東部で検出した。 平面形は楕円形で 、 規模は長軸が 120cm以上 、 短軸が140cmである 。

断面形は皿状で 、 深さは40c mある。 堆積土は黒褐色 のシル トや粘土で 、 自然 流入土である 。

遺物は堆積土から土 師器甕、 須恵器蓋がごく 少 量出土している。

【SK3841土凛】 （第10·14固）

北側調査区の西部で検出した 。 S B 3 842·3843建物跡より 新しい 。 平面形は楕円形で 、 規模は長軸

が250cm以上、 短軸が 17 0cmである。 断面形は皿状で 、 深さは30cmある。 堆積土はにぶい黄褐色砂質シ

ル トや、 炭と灰 白色 火 山灰が混 じる褐灰色シル トで 、 自然 流入土である 。

遺物は堆和土から土師器杯・ 甕、 須恵器杯・ 蓋が 少 最出土している 。

〈小溝状遺構〉 （第10図）

南側調査区 の中 央部で S F37 14を検出した 。 南北方 向に のびる 小溝状 遺構で 、 S B3 83 1建物跡 、

SD37 1 1·37 15·37 16溝跡より 古い 。 検出した溝の数は 4 条で 、 間隔は 1.5mである 。 各溝の長さは南

側が SD37 11溝跡に 壊されているた め不明だが、 最も長いもので2.6m分を検出している。 幅は20- 50

cmで 、 断面形は U 字形 、 深さは深いとこ ろで15cmである 。 堆積土は地 山士プ ロ ッ クを含 む黒褐色シル

トである。 遺物は堆積土から土 師器甕が ごく 少 址出土している。

B .  近世

遺構には塀跡 1 条 、 掘 立柱建物跡 4 棟、 井戸跡 l基、 溝跡15条、 土 城 5 基がある。

＜ 塀 ・ 掘立柱建物跡〉

古代の建物跡と同様に調査区西 部の微高地で検出した。 概して柱穴が小さい。

[SA3823塀跡］ （第12 · 16 · 17 図）

北側調査区にある東西方 向にのびる塀跡である 。 検出した のは溝状 の掘方 の一部と塀材の抜取り 溝

で 、 塀材は完全に抜取られている 。 S B3842·3844·386 1建物跡 、 SD3833·3 880溝跡 、 S K3 827 ·

3839 ·3881土 城より新し く 、 S K3822土 城より古 い 。
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第16図 2 区 塀跡 ・ 達物跡柱穴断面図 （近世）

抜取り溝の下で検出した掘方は、 溝状で西から長さ9.5m分を検出した 。 幅は30-50 cmである。 断

面形は箱形で 、 深さは最大 15c m分が残存する 。 遺構確認面からの深さは60cmある 。 方 向はE - 26° 

Sである。 埋土は地 山 プ ロ ッ クを含む黒色粘土 質シル トである。 抜取り溝は長さ 21.2m分を検出した。

幅は30-9 5 c mである。 断面形はU字形で 、 塀材最下部の抜取り 部分はさらに窪む 。 深さは深いところ

で65cmで 、 方 向は掘方と同 じである。 堆積土は自然流入土で 、 3層 に細分さ れる。 1 · 3層が黒褐 色、

2層が黄灰色のシル トで 、 1層に地 山砂粒、 2·3層 に小さい地山砂 プロックが少し混じる。

遣物は掘方埋土から土師器坪 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 蓋 ・ 甕、 赤焼土器杯、 丸 • 平 瓦が 少 最出土している 。

抜取り溝の堆積土からは陶器のほか、 土 師器杯 ・ 甕、 須恵器杯• 高 台杯 ・ 甕、 赤焼土器杯 • 高 台杯、

丸 • 平瓦 、 釘 （第17 図 3) が出土している。 陶器には瀬戸美濃の 鉢(2) 、 志野の皿(1) がある 。

【S83729建物跡】 （第1 2 · 16·17 図）

南側調査区で建物跡の南半を検出した 。 南北 2 間以 上 、 東西 2 間の 建物跡で 、 SD37 1 1·37 13 ·

37 19溝跡よ り 新しい 。 柱穴は 6 個検出し 、 4 個で径15 cmほどの柱痕跡 、 2 個で径10c mの柱材を確認し

た 。 建物の規模は南北が東側柱列で総長3.6m以 上、 柱 間寸法は1.8m 等 間 、 東西が南側柱列で総長 5 .7

m 、 柱間寸法は東から 2.8m 、 2.9mである 。 方 向は東側柱列で N - 18° - Eである。 柱穴は長軸が25

-40cmの楕円形で 、 深さは深いもので 25 cmある 。 埋 土は地山土 プロ ッ クを含む黒褐 色シル トである。

遺物は柱穴から熙寧元宝 （北宋 ： 1068初鋳） （第17 図 4) が出土している。

【S83731建物跡］ （第12 · 16図）

南側調査区で建物跡の南半を検出した 。 東西 3 間 、 南北 2 間以上の建物跡で 、 SB37 86建物跡 、

SF37 1 4小溝状 遺構より新し く 、 SD37 22溝跡 、 SK37 26土 城より古 い 。 柱穴は6 個検出し 、 すべてで径

20cmほどの柱痕跡を確認した。 また 、 1 個で柱の抜取り 穴を確認した。 建物の規模は東西が南側柱列

で 総長6.8m 、 柱間寸法は東から 2.2m 、 2. 2m 、 2.4m 、 南北が西側 柱列で 総長3.6m以 上、 柱間寸法は南

から 3.6mである。 方 向は南側 柱列で E - 15 ° - Sである 。 柱穴は長辺が40-7 0 c mの 隅 丸長方形で 、

深さは深いもので 45c mある 。 埋土は地 山土プ ロ ッ クを多く含む 黒褐色シルトである。 抜取り 穴は長軸

が80cmの 楕円形で 、 地 山土 プ ロ ッ クを含む黒褐色シル トで埋め戻さ れている 。

遺物は柱痕跡から土師器甕、 柱穴から土 師器杯・甕、 須恵器杯、 赤焼土器杯、 瓦 、 抜取り 穴から土

師器杯が出土している。

25 
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第17図 2 区 SA3823塀跡、 S83729建物跡出土遺物

[S83847建物跡】 （第12·16図）

北側調査区で検出した桁行 5 間 、 梁行 1 間の 建 物 跡で 、 S B 3842·3 84 4 · 3 86 1·386 2建 物 跡 、

S K 3826土 城より新しい。 柱穴は9 個検出し 、 すべてで径10cmほどの柱痕跡を確認した 。 建物の規模

は桁行が北側柱列で総長9.6m 、 柱間寸法は東から 1.9m 、 1.9m 、 1.8m 、 2.0m 、 1.9m 、 梁行が西妻で 総

長 3.6mである 。 方 向は北側柱列で E - 22° - S である 。 柱穴は長軸が25-40cmの 楕円形で 、 深さは

深 いもので40cmある。 埋土は 少 最の 炭 粒 と 、 小さ い地山砂 プ ロ ッ クを多く含む 黒褐色シル トである。

遺物は柱穴から土 師器杯 ・ 甕、 須恵器杯・ 甕がごく 少 最出土している 。

〈井戸跡〉

【SE3831井戸跡】 （第1 8図）

平面形 が楕円形の素掘り の井戸跡で 、 S B3842 · 3843建物跡より新し く 、 S D387 9溝跡より 古い 。 規

模は長軸が1.6m 、 短軸1.4mである。 断面形は円筒形で 、 深さは105cmある。 堆積土は小さ い地 山砂 プ

ロ ッ クが混 じる灰黄褐 色シル トや黒褐色粘土質シル トで 、 自 然 流入土である 。

遺物は堆積土から土 師器杯 ・ 甕が ご く 少 最出土している。

＜溝跡〉

北側調査区に 上幅が1.5mを越える比較的規模の大きい溝跡(SD3820 · 3825·3830 · 3834など） が

みられる 。 ほかは上幅 I.Om前後の溝跡が多 い。

[S03708溝跡】（第10·19図）

東部で検出した。 北から見 て S D3820東西溝跡の東端に L 字に取付く溝跡である 。 SD3710·3835溝



SD3879 `
\

 

吐

^
 (£8£w
 S>
 

第18図 2 区 SE3831井戸跡

/
’
 

跡より新しい 。 検出した 長さは南側調査区で5.5m 、 北側で6.7 mで 、 総長は23.4m以上ある 。 上幅は

120- 150cmで 、 下幅は60-90cmである 。 断面形はU字形で 、 深さは深いと こ ろで 40c mある。 方 向は東

西部分がE - 3° - N 、 南北 部分が N -2° - Wである 。 堆積土は地山砂を含む黒色粘土質シルトや黒

褐色シルト質粘土で、 自 然 流入土である 。

遺物は堆積土から 須恵器甕がご く 少 量出土している 。

[S03711 溝跡】 （ 第10 · 19-21図）

南側調査区の中央～西部で検出した東西 方 向 に 走る溝跡で 、 SB37 30建物跡 、 SD37 13·37 17 ·

37 21 · 37 22溝跡 、 SK37 25土城、 SF37 14小溝状遺構より新し く 、 SB37 29建物跡 、 SD37 12溝跡より古

ぃ。 検出した 長さは36.0mで 、 上幅は40- 2 10cm 、 下幅は30-7 0c mである 。 断面形は逆台形で 、 深さ

は深いとこ ろで7 0cmある。 方 向はE - 8° 

然流入土である。

- sである 。 堆積土は地山土が混じる黒褐色シル トで 、 自

遺物は堆積土から青磁皿 （第20図 1) 、 陶器碗 • 皿 ・ 火鉢(3) 、 瓦質土 器播鉢（図版10 - 17) 、 硯

（ 第20固4) 、 折敷の底板 （第21図 1) のほか 、 土 師器杯• 高 台杯・甕、 須恵器坪・ 甕 ・ 壺、 赤焼土器

杯 • 高台杯、 平 ・ 丸瓦が出土している。 陶器皿には瀬戸美濃のものがある

【$03712溝跡］ （ 第 10図）

（ 第20図 2) 。

西端部で検出した南北方向に 走る溝跡で 、 SK3822土城の南側に 取付いている 。 SB37 30·3846 ·

3864建物跡 、 SD3711溝跡 、 SK3829土城より新しい 。 検出した 長さは南側調査区で5.2m 、 北側で6.9m

で 、 総長は23.5m以 上ある 。 上幅は7 0-ll O cm 、 下幅は20- IO O cmである 。 断面形はU字形や皿状で 、

深さは深いと こ ろで 30cmある。 方 向はN - 14° - Eである。 堆積土は炭 粒を 少し含む灰色砂質シル ト

や オ リ ー プ黒色シル ト質砂で 、 自 然 流入土である。

遺物は堆積土から土師器杯 • 高 台杯 ・ 甕、 須恵器杯・蓋• 甕、 赤焼土器杯、 瓦が出土している 。

[$03818溝跡】 （ 第 10 ·21園）

北側調査区の西 部で検出した東西方 向 に 走る溝跡で 、 SK 3 822土城の北東部に取付いている 。

SB3848·3849·386 1建物跡 、 SD3820溝跡より新しい 。 検出した 長さは5.lmで 、 上幅は50- 10 5 c m 、

下幅は15-30cmである 。 断面形はU字形で 、 深さは深いところで 15cmある。 方 向はE -27 °

る 。 堆積土は黒褐色砂質 シルトで 、 自 然 流入土である。

- Nであ
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遺構 ぬ
土

性 土 色 蝙 考 遺楕 泣 土 性 土 色 傭
SD3711 1 シル ト 晶褐 (JOYRJ/2) 鎗山,1ヽ プロ ッ クが視じる• 炭粒を若干含む。 $03708 I 帖土 質 シ ル ト /l.l (2.5Y2/!) 嬉山砂位と少 し炭粒を含む。

2 シル ト 凩褐 (IOYR311) 亀山,Jヽプロ ッ クを況じる。 2 シル ト 質 帖 土 黙褐 (2.5Y3/I) 池山砂を少し含む。

3 シル ト 黒褐 (IOYR2/2) 鍮山土と の互層。 SD3834 1 シル ト 黒褐 (7.5YR3/I) 2. 4 、 SIiの土を少し含t,, 炭tt. 亀山土U少し含b。

4 シ ル ト 馬褐 OOYR2/2) 麗山土をまだらに取込し。 2 シル ト 褐灰 (IOYR4/I) 燒山土位を少し含む。

SD3820 I 砂質シル ト にぷい賣褐 (10YR5/4) 2層の
土

がプ07ク状に混じる。戻粒を少し含む 3 シル ト 賠灰貿 (2.5Y5/2) 遁山小プロックを含む。

2 帖土質シルト 灰黄褐 (IOYR4/2) 1層の
土

を互層状に取り込む• 炭粒を少し含む。 4 枯土 質 シ ル ト 黄灰 (2.SY4/ll 嬌111,Jヽプロ ッ ク を含む。

3 帖土質シルト 凩褐 (lOYR3/2) 麹山土粒、 炭粒を含む。 5 砂質 シ ル ト 暗灰黄 （益YS/2) 嬌山紗を多く含む。

4 粘土 質 シ ル ト 暗 褐 (IOYR3/3) 鍮山砂プ ロ ッ ク ． 炭粒を含む。 SD3835 1 シル ト 質帖土 黒 (5Y2/ll 嬌山Iトプロ ッ ク と炭粒を少し含む。

5 帖土質シルト 暗褐 C!OYR3/3) 鱚111砂との互屑。 炭粒を含む。 2 シル ト 質粘土 が1ープ/!I (SY3/ll 嬉山ヽトプ ロ ッ ク を 多 く 含 む。

6 帖土質シルト 暗緑灰(7.5GY4/I) 亀山砂プ ロ ッ ク を含む。 グライ化。 3 シル ト 質粘土 灰 (SYS/I) 嬉山小プロ ッ クを含む。
S-D382- -

5 
· 

7 シル ト 灰黄褐 (IOYR4/2) 炭粒を含む。 SD3830 I 帖土 黙褐 (JOYR3/3) 鳥山けを互層状に含み、 炭 會 霞化鉄れを多く含む。

8 粘土質シルト 黒褐 OOYR3/1) 蟻山土プロックを含み、 炭粒を少し含む。 2 帖
土

オ リ ープ黒 (7.SYJ/21 隕化鉄粒を少し含む。 グライ化。

9 帖土 暗褐 (IOYR3/3) 婚山土プロックを含み、 炭粒を少し含む。 3 帖土 オ リ ープ黒 (7.SYツ2) 嬉山砂との互II, 覆化鉄れを少し含むo グライ化。

第19図 2 区 溝跡断面図 （近世）

遣物は堆積土から土 師器杯・ 甕、 須恵器杯・ 甕、 赤焼土器杯、 曲物底板（第21図 2) が出土している。

【S03820溝跡】 （第10 · 19 ·21図）

北側調査区の北西 隅から 中央部にか けて検出した。 東西 方向にのびる規模の大 きい東西溝跡である。

東端は一状に止ま ってお り 、 また 、 南東 隅にはSD370 8溝跡 が取付いている 。 S B3848·3849建物跡 、

SD3821 · 3 825·3833·3 880溝跡より新し く 、 SD3818·3879溝跡よ り古い。 検出した 長さは39.0m で、

上幅は360-420 c m 、 下幅は120 -340cm である 。 断面形は逆台形 で、 深さは深いと こ ろ で 80cmある。 方

向はE -28° - S である 。 堆積土は炭 粒や地山砂を含む黒褐色や暗褐色 、 暗緑灰色の粘土質シルト で、

自然 流入土である 。
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No. 遺捐 ． 層位 檀 別 特 徴 口径 底径 吾店 ヰ其 登録

I SD3711 ・ 堆積土 青磁 • 皿 （オリ ープ灰） 見込みにな花文。 店台内薫釉。 (9.2) 9 - 12 49 
2 S03711 ・ 堆積土 淘器 · Ill 瀬戸焚濃。 灰釉 （灰オリ ープ）。 見込みに印花文。 5.0 10- 4 
3 SD'37 1 1 ·  堆積土 淘 岱 ・ 火休 撫釉。 内外面ともにスス付粁 （ねO) 7 - J4 
4 SD'.flll· 堆積土 硯 長さ ・ (4.2)cm 幅 ： 5.5c11 店 さ ： 1.5c11 上面に宝珠を線対 石材 ： 凝灰岩or泥岩 12 - ll 54 

5 S03825· 堆積土 淘 器 ・ 111l 瀬戸史議
り
o

。

灰
高

釉
台

嬬
内

反llll. ( オ リ ープ
E-灰

体
）。

下
見込み

次
に印

加
花文。 高台から瓦台内慧釉。 (11.4) 5.6 2.7 10- 3 126 頁入布 。 に重焼寂。 外底 部 ： 2 熱 ？

6 SD3834 · 堆積土 磁沿 · Ill 染付。 肥lli。 高台部露胎。 (8.8) 9 - 15 l'l:I 

第20図 2 区 50371 1 •  3825 • 3834溝跡 出土遺物 （陶磁器 ・ 硯）

遺物は底面から下駄 （第21図 3 ) 、 堆積土から土師器杯 ・ 甕 、 須恵器杯 ・ 蓋 ． 甕 、 赤焼土器杯 、

平・ 丸瓦、 砥石が出土している。

[S03825溝跡］（第10·19·20図）

SD3 820溝跡と同様に 、 北側調査区の北西隅から 中央部にか けて検 出した規模の大きい東西方向に

のびる溝跡である 。 東端は_J状に止ま っており 、 南東隅にはSD3720溝跡に対するSD3708溝跡と同 じ

よ う に SD3835溝跡が取付いていたとみられる 。 ま た 、 西 側は北側に少し 曲がって調査区外に出る 。

SD3820溝跡 より 古い 。 検出した長さは28.5mで 、 上幅は310-480cm 、 下幅は 100-170cmである。 断面

形は皿状で 、 深さは深いとこ ろで60cmある 。 方 向は E -27° - Sである 。 堆積土は黒褐色粘土質シル

トや炭 粒を含む 暗褐色粘土で 、 自然流入土である 。

遺物は堆積土から瀬戸美濃の灰釉端 反皿が出土している （第20図 5) 。

[S03830溝跡】（第10 · 19図）

北側調査区の東部で検出した東西方 向にのびる規模の大きい溝跡で 、 SD3 834 · 3 837溝跡 より新し

い。 検 出した長さは 12.7mで 、 上幅は420-480cm 、 下幅は 170-230cmである 。 断面形はなか ほ どに 段

29 



夕-

／ (\\\\illこ

1 

'111/ll//ll lllltlltlll I /In 

2
 

� 

。 5
 

!Ota 

( 1 -3) 

5
 

。 I如

( 4 · 5 )  

No. 遭 構 ・ 層 位 II 累l 特 量 写真 鵞錢
I SD:r711 ・ 堆積土 折敷・底板 長さ ： (16.4)a, 幅： 8.0m 厚さ ： 0ぷ• 木取: 柾[I 樹種 ： ケヤキ 刃債有• 10-22 * 2  
2 SD捻18 · 堰積土 曲物 ・ 董板 往 ： 9.4em Pf. さ ： 0. 紅 中心に:/f4L <径2.血） ＊取 ： 柾n 樹檀 ： サクラ属 10-23 *'9 

SD3820 · 底面 下駄 長さ ： 16.ICID 幅 ： 9.4cm 高さ ： 5.3c鵬 樹種 ： イ スガヤ 11- 2  *20 
SD3835 · 壇積士 荼臼 • 下8 径 ： 一 真さ ： 11.Jca 石材 ： 安Iii宕 130 

5 SD3835 ·  罐積土 石8 · 上8 径 ： 一 裏さ ： 13.3ca 石材 ： 安山 12ー 16 I四

第21 図 2 区 SD371 1 • 3818 • 3820 • 3835溝跡出土遺物 （木 • 石製品）

がつく 逆台形で 、 深さは深い と こ ろで90cmあ る 。 方 向はE - 8
° - Sであ る 。 砂を互層状に含 む オ リ

ー プ黒色粘土で、 自 然 流入土である 。

遺物は堆積土か ら 土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯・ 甕、 赤焼土器坪、 瓦が出土 している 。

【S03834溝跡】 （第10 · 19 · 20図）

北側調査区の東部で検出し た 南北方向に の び る 規模の大 き い溝跡で 、 SD3836溝 跡 よ り 新し く 、

SD3830 · 3835溝 跡よ り 古い。 検出 した長さは23.5mで 、 上幅が150-470cm、 下幅は140-320cmである 。

断面形は逆台形で 、 部分的に 一段深くな る場所もあ る 。 深さは深い と こ ろで45cmあ る 。 方 向はN -
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8° - Eである 。 堆積土は炭や 地山土の粒を含む黒 褐色シル トや黄灰色粘土 質シル トで 、 自然 流入土

である 。

遺物は堆積土から肥前の磁器皿（第 20図 6) のほか 、 土 師器甕、 須恵器甕、 平 瓦が少最出土 している 。

【SD3835溝跡】 （ 第 10·19·21図）

東 部で検出した 。 北から見て SD3825東西溝跡の東端に L 字に取付くとみられる溝跡で 、 SD3834溝

跡より 新しく 、 SD37 08溝跡より 古い。 南側調査区で5.5m 、 北側で1 3.0m分を検出 し 、 総長は29.7 m以

上ある。 上幅は20-195cm 、 下幅は15-80 cmである 。 断面形は逆台形で 、 底面が部分的に 一段深く な

る場所がある 。 深さは60c mである 。 方向は東西部分がE - 12° - S 、 南北部分 がN -2° - Eである 。

堆積土は小さい地山土 プ ロ ッ クが混じる 黒・ オ リ ー プ黒色シル ト 質粘土で 、 自然 流入土である。

遺物は堆積土から茶臼（第 21図 4 ) 、 石臼(5) のほか 、 土 師器杯・ 甕、 須恵器高台杯 ・ 甕、 赤焼

土器杯、 平・ 丸瓦が出土 している。

〈土塘〉

【SK3822土填】 （ 第 10·22図）

北側調査 区の西端で検出 した 。 S A3823塀跡 、 S B3846·3849 · 3861建物跡 、 SD3821溝跡より新 し く 、

SD37 12·3818溝跡とは一連である 。 平面形は楕円形で 、 南側に SD37 1 2、 北東部に SD3818が取付く 。

規模は長軸620cm以 上 、 短軸580cmである 。 断面形は皿状で 、 深さは85cmある 。 堆積土は4層に分けら

れる 。 3·4層は地山砂 が少 し混 じる 黒 • 暗 オ リ ー プ灰色粘土で 、 自然 流入土である 。 2層は地山粘

土 プ ロ ッ クを多 く 含むオリ ー プ 黒色シル ト 質粘土で 、 人為的に埋め戻されている。 1層は埋め戻し後

の窪みに堆積 した 自然 流入土で 、 炭 と 地山土の粒を含む黒色シル ト 質粘土である。

遺物は堆積土から唐津の 陶器皿（回版10 - 10) 、 杓子（第 22図 1 ) のほか 、 土 師器杯・ 甕 、 須恵器

甕、 平・ 丸瓦が少屈出土 している 。

【SK3826土蠣】（第 10·22図）

北側 調査区の西部で検出した 。 S B 3861建物跡 、 S K 3827 土 城より 新 しく 、 S B3847 建物跡 、 SD3824

溝跡より 古い。 平面形は不整な長方形で 、 規模は長辺 280cm 、 短辺 180cm以 上である 。 断面形は皿状で 、

深さは30cmある。 堆積土は地山砂と 炭 を 少 し含む黒褐色シル トで 、 自然 流入土である 。

遺物は堆積土から陶器の破片のほか 、 土 師器杯·甕、 須恵器杯・ 甕、 平・ 丸瓦、 釘が少量出土 して

いる 。

【SK3827土凛】（第 10·22図）

北側調査 区の西部で検出 した 。 S A3823塀跡 、 S K 3822·3826土 城より 古い 。 平面形は楕円形で 、 規

模は長軸が350cm、 短軸が140cm以上である。 断面形は皿状で、 深さは30c mある 。 堆積土は地山砂を多

く 含む黄灰色や黒色のシル トで 、 自然 流入土である。

遺物は堆積土から八罫文の描かれた 中国産磁器の 角 皿（図版9 - 16) のほか 、 土師器杯・ 甕、 須恵

器杯 ・ 甕、 赤焼土器杯、 平 ・ 丸瓦が少最出土 している。
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第22図 2 区 土壕断面図 （近世） 、 及びSK3822土凛出土遺物

3 · 4 区

柱列跡 、 掘立柱建物跡 、 井戸跡、 河川跡 、 溝跡 、 土 城、 小溝状遺構 を検出した （第23図） 。 2 区西

側の微 高地に近い 3 区東側 （特に SD37 40南北溝跡東側）は遺構が多いが、 井戸跡 、 溝跡 、 土 城 が主

体である 。 西側は次第に 遺構 が少な く なり 、 4区にはS E37 01井戸跡と S D 3704溝跡があ るのみであ る 。

A. 古代

掘 立柱建物跡 3 棟、 井戸跡 5基、 河川跡 1 条、 溝跡14条、 土 城 14基のほか 、 小溝状遺構 があ る。

〈掘立柱達物跡〉

【$83770建物跡l(第23 · 24図）

南側調査区で検出した桁行 3 間 、 梁行 2 間の建物跡で 、 S D 3740 · 374 1溝跡より 古い 。 柱穴は 6 個

検出 し 、 すべてで径20c mほどの柱痕跡 を確認した 。 建物の規模は桁行 が東側柱列で 総長5 .6m 、 柱間

寸法は南か ら 1.6m 、 1.6m 、 2.0m 、 梁行が南妻で総長3.2m 、 柱間寸法は東から 1.7 m 、 1.5mであ る 。 方

向は東側柱列でN - 3° - Eで 、 建物跡の西側 約 5mのとこ ろにあ る S D37 46溝跡とほぼ 平行する 。 柱

穴は長辺 が50cmの隅丸長方形で 、 深さは深いもので25cmある 。 埋土は地 山砂 プロ ッ クを多 く 含 む黄 灰

色シルトである。 遺物は出 土していない 。
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第23図 3 区 遺構配置図



【SB3806建物跡】（第23·24図）

北側調査区で建物跡の北西部 を検出した。 南

北 2 間 、 東西 1 間以 上の建物跡で 、 SD3800河

川跡より 新しい 。 柱穴は 4 つ検出し 、 すべてで

径 20c mほどの柱痕跡 を 確認した。 建物の規模は

南北が西側柱列で総長4.6m以 上 、 柱間寸法は北

N 4.9m — 4 ''"1贔d
くS83770 N4E3 > くSB3806 NIW2> 

I :  往痕跡 2 : 掘方埋土 J :  柱痕跡 2 : 掘方撹土

Im 

第24図 3 区 建物跡柱穴断面図 （古代）

から 2. 4m 、 2.2m 、 東西が北側柱列で総長 2.6m以上である 。 方 向は西側柱列で N - 6 ° - Eである 。

柱穴は長辺が65-70cmの 隅丸長方形で 、 深さは深いもので25cmある。 埋土は地山ブロ ッ ク を 多 く 含む

灰黄褐色シル トや褐灰色粘土質シル トである。

遺物は柱痕跡から土師器甕、 須恵器杯 ・ 甕、 柱穴から須恵器杯・甕が 少 量 出土している 。

〈 井戸跡〉

3区東側に集中する。 平 面形は S E386 8を 除いて楕円形である。 S E37 5 4では井戸側 、 S E386 8では底

面で曲物 を検出したが、 それ以外は素堀りの井戸跡である 。

【SE3736井戸跡】（第23·26図）

南側調査区で検 出した。 SD3800河川跡 、 SD37 84溝跡 、 S K37 50·37 67 土 城より 新しく 、 SD3 7 4 4よ

り 古い 。 規模は長軸が2.2m 、 短軸が2.lmである 。 断面形は漏斗状で 、 深さは 80c mある 。 堆積土は砂

を互層状に含む黒色や黒褐色の砂質シル トで 、 自然 流入土である。

遺物は堆積土から土 師器杯 • 高 台杯 ・ 甕 、 須恵器杯• 高台杯・ 甕 ． 壺、 赤焼土 器杯 • 高 台杯 • 皿、

丸 • 平 瓦が出土している。 須恵器杯には底部の特徴が回転糸切無調整で 、 「大」 とみられる 文字を墨

書したものがある （第26図 1) 。 また 、 須恵器壺には内面に漆が付着したものがある 。

【SE3752井戸跡］（第25·26図）

南側調査区の北壁で南半分のみ を検出した。 S D 37 42溝跡より 古い 。 規模は東西が2.4m 、 南北が1.2

m以 上である。 断面形は漏斗状で、 深さは95cmある 。 堆積土は 上層( 1 · 2層） と下層 ( 3層） に大

別できる。 下層は地山砂と互層 をなす灰色粘土質シル ト 、 上層は地山砂小 プ ロ ッ ク を 少し含むオリ ー

プ黒色粘土質シル トや酸化鉄を多 く 含む 黒褐色シル トで 、 上下層とも自然 流入土である 。

遺物は下層から土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕、 赤焼土器杯、 平瓦 、 上層から土師器杯• 高 台杯 ．． 甕、

須恵器甕、 赤焼土 器 高 台杯、 丸•平瓦、 砥石 （第26図 4) が出土している 。 赤焼土器杯には内外面に

ススが付着しているものがある(2) 。

【SE3754井戸跡】 （第25 · 26図）

南側調査区で検出した。 井戸側 を据えた井戸跡で 、 S K37 4 8土 城より 新しく 、 SD37 44溝跡 、 S K 37 35

土城より古い 。 掘方は長軸 I. Om、 短軸0.9mの楕円形である 。 断面形は下部がすぼまる 円 筒形で 、 深

さは7 0cmある 。 井戸側は 高さ7 5cmほど残存する 。 木を翔j抜いて 縦に割 った湾曲した材 （模式図①～

④ ： モ ミ 属） と通常の板材 （ ⑤～⑦ ： ケ ヤ キ） を用いて縦に組んだもので 、 側 内下部には丸材をはめ

て押さ えとしている。 内径は 約60c mである 。 なお 、 ⑤には 2 ヶ所にほ ぞ穴が認められるが、 側組とは

無関係であり 、 転用材と 思われる 。 堆積土は 4 層に分けられる 。 4層は掘方埋土で、 地 山 プロ ッ ク を
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2 m  

遺構 ぬ 土 性 土 色 傭
SE3752 1 シル ト 黒褐 (JOYR3/2) 酸化鉄を多く含む。

2 粘土質シルト オ リ ープ黒 (SYJ/1) 地山プロ ッ ク をわずかに含む。

3 粘土質シルト 灰 (IOY4/l) 地山砂との互JII。

SE3754 I 枯土質シルト 黄灰 （益Y4/I} 地I�プ ロ ッ ク を少し含む。 〈傭内堆積土〉
2 砂質 シ ル ト が ） ープ黒 (SYJ/1) ス ク モを互層状に含む。 〈側内堆積土〉
3 粘土質シルト オ リ ープIll (7.SY3/J) 砂との互眉。 〈側内堆積土〉
4 粘土質シルト ＊＇｝ ープIll (SY3/I) 地山プロ ッ ク を多 く含む。 （掘方理土〉

SE蕊7 1 シル ト 黒褐 (IOYR3/2) 地!U土を含む。

2 シル ト 黒 OOYR2/l) 地山土、 ス ク モ を少し含む。

3 シル ト 黒褐 OOYR3/I) 地Ill土を互層状に含む。

4 粘土 黒褐 (IOYR3/1) 地山砂との互層。

SE3868 I 粗砂 睛緑灰 (IOGY4/l)
2 シル ト 質砂 緑 (10GY5/l) 黒色枯土プロ ッ ク を含む。

くSE3807>
第25図 3 区 井戸跡 （古代）

多 く 含む オ リ ー プ黒色粘土質 シル トである 。 1 -3層は側内堆積土で 、 3層が砂と互層をなす オ リ ー

プ黒色粘土質 シル ト 、 1 · 2層が地山 プロ ッ クや ス ク モの 混 じる オ リ ー プ黒色砂質 シル トや黄灰色粘

土質 シル トである。 3層は機能時の堆積土 、 1·2層は廃絶後の自然 流入土とみ られる。

遺物は掘方埋土か ら土師器杯、 須恵器杯 ・ 甕、 赤焼土 器高 台皿 （第26図 3 ) 、 曲物の蓋板 (4) 、 側

内底面か ら挽物 高 台皿(5) 、 側内堆積土か ら土師器杯、 須恵器杯が少量出土している。

[SE3807井戸跡】 （第25 回）

北側調査区で検出した。 SD3800河川跡より新しい。 規模は長軸が1.9m 、 短軸が1. 8mである 。 断面

形は明瞭な中段のつく漏斗状で 、 深さは125cmある 。 堆積土は黒• 黒褐色シル トや砂 と 互層をなす黒

褐色粘土で 、 自然流入土である。

遺物は堆積土か ら土師器甕、 須恵器杯・ 甕、 赤焼土器 高 台杯がご く 少祗が出土している 。

【SE3868井戸跡】 （第25図）

北側調査区で検出した。 SD3800河川跡より 新しく 、 SD380 1溝 跡、 SK3802土城より 古 い。 平面形は

隅丸長方形で 、 規模は長辺が0.8m 、 短辺が0.6mである 。 断面形は筒形で 、 深さは120cmある 。 底面直

上には径40cmの曲物（ ヒ ノキ ） が据え られていた。 高さは 6cmほどが残存しており 、 底板はな い。 堆

積土は 2層に分 け られ 、 2層は黒色粘土 ブロ ッ クを含む暗緑灰色 シル ト質である。 1層は曲物内に堆
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No. 遺構 ・ 層位 種 別 特 徴 口径 底径 岱高 写真 登緑
I SE3736 · 堆積土 須恵岱 ． 杯 内外 ： ロ ク ロナデ 底 ： 回転糸切り 底部に墨書 「Dぃ」 (5.8) 9 - 8 2 
2 SE3752 · 下層 赤焼土器 ・ 杯 外 ： ロクロナデ 底 ： 回転糸切り 内 ： ロ ク ロナデ （コ テ仕上げ） 内外ともスス付滸 (ll.6) 4.4 邸 7 -15 
3 SE3754 · 掘方埋土 赤焼土器 ・ 高台置 内外 ・ ロ ク ロ ナ デ 底 ： 回転糸切り ー店台貼付ーロ ク ロ ナ デ (J0.8) 5.0 2$ 7 ー 16 I 
4 S区754· 掘方埋土 曲物 ・ 蒼板 径 . 19.0cm 印さ ： 1.0cm ほぼ中心に有孔 （径1.1cm) 木取 り ： 柾目 樹種 ： ヒ ノ キ II - I 木 6
5 SE37臼 ． 傭内底面 挽物· il'li台Ill 木取り ： 板目 樹 種 ： ケ ヤ キ 20.0 16.0 2.7 11 - 3 * 5 
6 SE3752 · 上層 砥石 長さ ： 8.9cm 幅 ： 6.0cm 応さ ： 4. 1cm 磨ilii : 3  石材 ： アルコース砂岩 12- 12 6 

第26図 3 区 SE3736 • 3752 • 3754井戸跡出土遺物

積した暗緑灰色粗砂で、 自然 流入である。

遺物は 1層か ら土師器杯・ 甕、 丸瓦がごく少最が出土してお り 、 杯には ロクロ調整のものがある。

＜河川跡〉

【$03800河川跡】 （第23 · 27回）

3区東端で検出した。 調査区内をゆる ＜ 曲が りながら南から北東に横断してお り 、 重複するすべて
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第27図 3 区 河川跡断面図 （古代）

の 遺構よりも古い 。 検出した長さは南側調査区で 13.2m 、 北側で 17 .5mで 、 上 幅は10-12mである 。

湧水と 崩落のため底面まで掘下げなか ったが、 下幅は概ね 6-8mと思われる。 断面形は皿状で 、 深

さは1.2m以上である。 堆積土は褐色や暗灰黄色 、 暗 青灰 色の砂で 、 比較的短い期間に堆積したもの

とみられる 。 遺物は堆積土から種子が ご く 少 批出土したのみである 。

＜溝跡〉

【S03704溝跡】（第23·28固）

4 区の南側調査区で検出した南北方向に走る溝跡である。 検出した長さは14.7 mで 、 上 幅が17 0-

260cm、 下幅は35-50cmである 。 段掘り されており 、 断面形は逆凸形 を呈す 。 深さは深いところで60

cmある 。 方向はN -36° - Eである 。 堆積土は2層に灰 白 色火山灰の 2 次堆積が認められる。 他は、

黒褐色や オ リ ー プ黒色の粘土 質シル ト 、 灰色砂質シル トで 自然 流入土である。 遺物は出土していない 。

【$03743溝跡】 （第23·28圏）

南側調査区東端で検出した南北方向に走る溝跡で 、 SD3800河川跡 、 SF37 96小溝状 遺構よ り 新しい 。

検出した長さは12.5mで 、 上幅40-90cm、 下幅30-50cmである。 断面形はU字形で 、 深さは15cmある。

方向はN - 1° - Eである 。 堆積土は砂粒を含 む黄灰 色シル トで 、 自然 流入土である。

遺物は堆積土から土師器杯・甕、 須恵器坪 ． 甕• 瓶、 平・ 丸瓦が 少 誠出土している。 土師器はロ ク

ロ調整のものが主体で 、 杯には切離し後に底部から体部下端に手持ち ヘ ラ ケズ リ調整をするもの（第

28図 1 ) と 、 回転糸切り 無調整のものがある(2) 。

【S03746溝跡】（第23·28図）

南側調査区の中 央部で検出したほぼ南北方向にのびる溝跡である 。 後述のSD37 47 溝跡の 約 5 m東

を平行しての びており 、 SD37 40溝跡よ り 古い。 検出した長さは9.7 mで 、 上 幅が60-80cm、 下幅は35

-45cmである 。 断面形はU字形で 、 深さは20cmある。 方向はN - 2 ° - Eである 。 堆積土は小さい灰

白色火山灰 プ ロ ッ クを含 む黒褐色シル トで、 自然 流入土である 。 灰 白色火山灰は 1層の下部に多 く み

られる。

遺物は堆積土から土 師器杯 ・ 甕、 須恵器杯・ 甕が出土している。 土 師器はロク ロ調整のものが主体

をしめる 。 須恵器杯には底部がヘラ切り 無調整のものがある（第28図 3) 。
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遺構 池 土 性 土 色 備 考 遺ffl 応 土 性 士 色 債
S03704 1 シ ル ト にぶい貫糧 UOYR613) 灰白色火山灰粒を含む。 SD3747 l 砂質 シ ル ト 灰黄褐 00YR4/2) 邊Ill砂を少し含む．

2 火山灰 灰 白 色 ( IOYRS/J) 〈2次〉 2 砂＂ シ ル ト 賀灰 (2.5Y4/I) 尾山砂を多く取り込む。

3 粘土質シルト 黒褐 (IOYR3/2) 紐を少し含む。 SDY749 I 粘土＂シルト 贄灰 (2.5Y5/l) 醸化鉄を多く含し。

4 粘土質シルト が1ープ黒 (5Y3/1) 地I�土の減入土。 2 帖土灯シルト 暗灰 (N31) 炭を多く含む。

5 砂質シルト 灰 (5Y4八） 嬉山帖土と蓮山紗の洟入土。 3 粘土質シルト 灰 (N4J) 飽Iii砂を取り込む。

SD,146 1 シル ト 黒褐 (7.SYR3/1) 砂位と灰白色火山灰の小プロ ッ ク を含む。 4 砂質 シ ル ト 黄灰 (2.SY6/l) 地lh砂を多く含む。

2 砂質 シ ル ト 黒褐 (7.SYRl/1) 嬉山砂が多 く流入した土。 SD3803 J 砂質 シ ル ト 暗褐 (lOYR3/3〉 嬉Iii紗と灰白色火山灰のIトプロ ッ ク を含む。

.. . . .. • · ·· ··• · · ・ ・· ·.·.·.· .· · •· ··· · ·· · -- -= :: 忍：+ -==- ===- ●:：：蕊：• : -===- --====ニ

-=-、 三 三 、 =/, � 三
ニー 曇4 三 三 二：

血
釉

［］三

10cm 

No. 遺楕 · Jill位 種 別 特 徴 口径 底径 召高 写只 登録
I SD3743 ·  堆積土 土師笞 ・ 杯 外 ： ロ ク ロナデ→手持ちへうケズリ 底 ： 切雇し不明一手持ちヘラケズ') 内馬 全体に度滅 13.8 6.0 4.0 7 - 17 67 
2 S03743 ·  堆積土 土晒若 ・ り 外 ． ロ ク ロ ナ デ 底 ： 回転糸切 り ？ →手持ちヘラケズリ 内熱 全体に摩滅 (14.2) (9.0) <1.6 
3 SD3746 · 堆積土 須恵若 ・ 杯 内外 ： ロ ク ロナデ 底 ； ヘ ラ 切 り (14.8) (80) 4.3 7 -18 75 
4 SD3803 · 堆積土 土鰤笞 ・ 杯 外 ： ロ ク ロナデー回転ヘラ ケ ズ リ 底 ： 切離し不明一回転へ9 ケ ズ リ 内黒 13.5 6 .1 4.2 8 - 1 120 
5 SD3803 · 堆積土 土緬笞・ 応台Ill 外 ： ロ ク ロナデ 底 ： 切離不明→江台貼付ーロク ロ ナデ 内媒 12.4 6.5 3.7 8 - 2 121 
6 SD3803 · 堆積土 須恵召 . If 内外 ： ロ ク ロナデ 底 ： ヘ ラ 切 り (13.6) 7.0 3.8 8 - 3 123 
7 S03803 · 堆積土 須恵器 ・ 壺 内外： 0 ク ロ ナ デ 底 ： 回転糸切り 外面に自然釉。 歪み大きい。 壺G。 -1.6 8 - 4  122 

第28図 3 •  4 区 溝跡断面図（古代） 、 及びSD3743 • 3746 • 3803溝跡出土遺物

【SD3747溝跡）（第23·28図）

前述の S D37 46溝跡の 約 5 m西 を 平行してのびる溝跡で 、 S D37 45溝跡より 古い 。 検出した長さは8.4

mで 、 上幅が45-7 0c m 、 下幅は25 - 45cmである 。 断面形は逆台形で 、 深さは25cmある 。 方 向はN -

4 ° - Eである。 堆積土は地 山砂 を含 む灰黄褐・ 黄灰色シル トで 、 自然 流入土である 。 遺 物は出土し

ていない。

【S03749溝跡】 （第23 · 28図）

東部から中 央部で検出した南北方 向に走る溝跡で 、 S D37 42 · 37 44 · 387 0 · 387 1溝跡、 S K37 48·

37 89土 城より 古い 。 検出した長さは南側調査区で7 .3m 、 北側で17 .5mで 、 総長は35.2m以上ある 。 上

幅は30- 1 20cm 、 下幅は20-55c mである 。 断面形は逆台形で 、 深さは深いと こ ろで35cmある 。 方 向は

N - 24° - Wである。堆積土は炭 を含 む黄灰•灰色粘土質シル トや地山砂 を含 む黄灰色砂質 シル トで 、

自然 流入土である 。 遺物は出土していない。
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[SD3803溝跡】 （ 第23·28図）

北側調査区の東端で検 出した南北方 向にのびる溝跡で 、 SD3800河川跡 、 S K387 6土城より 新しく 、

S K3804土 城 より 古 い 。 検 出した長さは1 1.9mで 、 上幅は 35-150c m、 下幅は25-120c mである。 断面形

は 皿状で、 深さは 10c mある。 方向はN -28° - Eである。 堆稲土は 上面に灰 白色火山灰 プ ロ ッ ク を含

む 暗褐色砂 質シル トで 、 自 然 流入土である。

遺物は堆積土から土 師器杯 • 高 台皿 （ 第 28図 5) . 甕、 須恵器杯 ・ 甕 ． 壺、 赤焼土器杯 • 高 台杯が

出土している 。 土師器はロクロ調整のものが主体で 、 杯には切離し後に底部から体部下端に回転ヘラ

ケ ズ リ 調整をするものがある ( 4) 。 須恵器には底部がヘラ切り 後 ナ デ調整の杯 ( 6) のほか 、 平城

宮の調査で壺 Gと分類される体部が細長く 、 底部に 回転糸切り 痕跡が残る小型長胴の 壺 (7 ) がある 。

（土塘〉

平面形は楕円形が主体である。 なかには長軸が3.5 m を 越 える規模の大きいもの ( S K37 35 ·37 50·

3802) もある。

[SK3724土填】 （ 第23·29図）

南側調査区の西端で南半分を検 出した。 平面形は直径1 10c mほどの 円形とみられる 。 断面形は皿状

で 、 深さは 40c mである。 堆積土は 2層に灰 白色火山灰の 1 次堆積が認められる 。 ほかは地山土 プ ロ ッ

クが混じる黄灰色や灰色の粘土質 シル トで 、 自然 流入土である。 遺物は出土し ていない。

【SK3735土填】 （ 第23·29·30図）

南側調査区の東部で検 出した 。 S E3854井戸跡 、 SD3800河川跡 、 S K37 48土 城より 新しく 、 S A37 68

柱列跡 、 SD37 44溝跡より古 い。 平面形は楕円形で 、 規模は長軸が440cm 、 短軸が350cmである 。 断面

形は逆台形で 、 深さは 100c mある。 堆積土は上層 ( 1 層 ） と下層 ( 2· 3層）に大別できる 。 下層は

オリ ー プ黒色の粘土や粘土 質 シル トで 、 自然 流入土である 。 上層は地 山 プ ロ ッ ク を 少し含む 黒色 シル

トである 。

遺物は下層から土師器杯• 高 台杯 ・ 甕、 須恵器杯 · 甕、 赤焼土器杯 （第 30図 2) . 高台杯、 丸瓦、

上層から土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯·甕、 赤焼土器杯が出土している 。 下層出土の土 師器杯には底部が

回転糸切り 無調整で、 墨書が認められるものがある ( 1) 。

【SK3737土濃】 （ 第23·29図）

南側調査区の東部で検出した楕円形の土城で 、 SD3800河川跡 、 SD37 43溝跡 、 S K37 67 土 城より新し

い。 規模は長軸260c m 、 短軸220c mである。 断面形は逆台形で 、 深さは7 0c mある。 堆積土は黒褐色やオ

リ ー プ黒色の砂質シル トや 、 黒色粘土質シルト 、 暗緑灰 シル ト 質砂で、 自 然 流入土である 。

遺物は堆積土から土 師器杯 ・ 甕、 須恵器高台杯、 赤焼土器杯が少最出土し ている 。

【SK3748土凛） （ 第23·29図）

南側調査区の東部で検出した。 SD37 49溝跡 、 S K 3789土 城より新し く 、 S E 37 5 4井戸跡 、 S K37 35土

堀より 古 い。 平面形は楕円形で 、 規模は長軸が250c m 、 短軸が 180c m以 上である。 断面形は逆台形で、

深さは7 5c mある。 堆積土は上 ・ 中 ・ 下層に大別できる 。 下層 ( 5 層 ） は スクモを含むオリ ー プ黒色粘

土 質 シル ト 、 中層 ( 2 - 4 層 ） は地山プロ ッ ク を多最に含む 暗灰黄色 シル ト 質粘土やオリ ー プ黒色粘
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遺構 池 土 性 土 色 傭 考 遺構 ぬ 土 性 土 色 幅 考
SK3724 1 シ ル ト 褐灰 (JOYR6/J) 灰白色火Iii灰の粒を含む。 SK37SO 1 シ ル ト 暗灰黄 (2.SYS/2) 砂粒、 炭粒、 攘化鉄を含む。

2 火山1Ji. 灰白 (10YR8/l) ( I 次〉 2 シ ル ト 質砂 灰賀 (2.5Y6/2) 3層の土と砂との瓦層。 炭粒含む。

3 粘土質シルト 黄灰 (2.SY4/i) 4層の土を少し取り込む。 3 シル ト 黒褐 (JOYR3/l) 砂粒と炭粒を含む。

4 粘土 質 シ ル ト 灰 (N41) 雌Ill
土

プロックを多く含む。 4 シル ト質砂 灰黄 (2.5Y6/2) 3層の土と砂との互層。 炭粒含む．

SK3735 1 シル ト 黒 (IOYR2/ll 逓山
土

プ ロ ッ ク を少し含む。 5 粘土 質 シ ル ト 黒褐 (2.SY3/l) 均質な帖性の慎い土o

2 枯土 オ リ ープ黒 (SY3/I) 6 砂質 シ ル ト オ リ ープ愚 (SY3/I) 5層の土と砂との互層。 炭粒少し含む。

3 粘土質シルト オ リ ープ黒 (5Y3/l) 地山
土

との互層。 7 シル ト 質砂 略緑灰 (JOGY3/I) グライ化。

SKYTYT I 砂質 シ ル ト 黒褐 (7.5YR3/J) 讚化鉄を多く含む。 SK3802 I 粘土質シルト 黒 (IOYR2/ll 地山
土

を含む。
土

召片を多く含む。

2 粘土質シ ル ト 黒 (7.5Y2/J) 砂粒を少し含む。 2 粘
土

略褐 (IOYR3/3)
3 砂質 シ ル ト オ リ ープ黒 (�Y3/1) グライft。 3 帖

土
暗オリープ (SY4/3) 嬉山紗との互層。

4 シ ル ト 質砂 略緑灰 (JOGY3/l) 紗 と 3 /11 の
土

が互層状に堆積。 グライ化。 SK3810 I 粘
土

黒 褐 (JOYR3/1) 灰日色火山灰のしみこみ有り。

SK37絡 I 粘
土

質 シ ル ト 黒褐 {2.SY3/2) 2 帖土 焦褐 (IOYR3/l) 砂を互層状に含む。

2 シル ト 質粘土 暗灰貿 (2-SY4/2) 遁I�
土

プロック含む。 3 粘
土

褐 灰 (JOYR4/J) 亀山砂プロックを含む。

3 枯
土

質 シ ル ト オ リ ープ黙 (SY3/l) 亀山
土

を多く含む。

4 粘土質シルト が）ープ褐 (2SW3) 麹山主体。 黒褐色
土

プロ ッ クを含む。

5 枯
土

質 シ ル ト オ リ ープ黒 (5Y3/I) 有機物を含む。

第29図 3 区 土塘断面図 （古代）

土質 シ ル ト 、 上層 ( 1 層） は黒褐色粘土質 シ ル ト で、 中層は人為的に埋め戻されている。 上層と下層

は 自 然流入土である。

遺物は上層から土師器杯、 須恵器杯 ・ 甕が少罷出土している。 須恵器杯には底部がヘ ラ切り 無調整

のものがある。

【SK3750土凛］（第23 · 29 · 30図）

南側調査区の東部で検出した。 SD3800 河川跡、 SD3790 · 3791溝跡、 SK3767土堀 よ り 新し く 、

SE3736井戸跡、 SD3744溝跡より古い。 平面形は楕円形で、 規模は長軸が450cm、 短軸が440cmである。

断面形は皿状で、 深 さ は75cmある。 堆積土は上層(1-4 層） と下層 ( 5- 7 層） に大別できる。 下

層は暗緑灰 シ ル ト 質砂や砂と互層 を なす黒褐色粘土質 シ ル ト 、 上層は灰黄色シ ル ト 質砂と互層をなす

暗灰黄色や黒褐色の シ ル ト で、 いずれも自 然流入土である。

遺物は下層から土師器杯•高台杯 • 高台婉 ． 甕、 須恵器杯 ・ 甕 ．壺、 赤焼土器杯 • 高台杯、 平瓦、

曲物の底板（第30図16) 、 漆紙、 上層から土師器杯•高台杯 · 甕、 須恵器杯 • 高台杯・甕、 赤焼土器
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No. 遺 槽 ・ 層 位 種 別 特 徴 口径 底径 沿高 写真 登紐
I SK3735 · 下層 土師器 ・ 杯 外 ： ロ ク ロ ナ デ 底 ： 回転糸切り 体邸に正位で墨書 「DJ 内屈 02.7) 5.4  4 .7 8 - 5 24 
2 SK'.r/35 · 下層 赤焼

土
岱 ・ 杯 外 ： 0 ク ロ ナ デ 底 ： 回転糸切り 内 ： ロ ク ロナデ （コテ仕上げ） 9.6 3.4 2.3 8 - 6 25 

3 SK�50· 下層 土師召 · 杯 外 ： ロ ク ロ ナ デ 底 ： 回転糸切り 内焦 (12.7) 4.8 4.0 8 - 8  29 
4 SK37SO · 下眉

土
師岱 ． 杯 外 ： ロ ク ロ ナ デ 底 ： 切離し不明一手持ちヘラケズリ 内黒 03.4) (5.8) 4.0 30 

5 SK3750 · 下層 土師沿 • 高台婉 外 ： ロ ク ロ ナ デ 底 ： 回転糸切り ー高台貼付→ ロ ク ロ ナ デ 内黒 内面に漆紙付珀 04.0) 8 - 7 31 
6 SK-:rlSO · 下層 赤焼土器 · t:i: 外 ： ロ ク ロ ナ デ 底 ： 回転糸切り 内 ： ロ ク ロ ナ デ （コ テ仕上げ） 01.2) 4.4 3.2 8 - 9 37 
7 SK3750 · "f層 赤焼土器 ・ 杯 外 ： 0 ク ロ ナ デ 底 ： 回転糸切り 内 ： ロクロナデ （コテ仕上げ） 内外面に油燻付嗜 01.2} 4. 7  3.3 8 - JJ 36 
8 SK3750 · 下層 赤焼土昏 ． 杯 内外 ： ロ ク ロ ナ デ 底 ： 回転糸切り 内外面に油煙付潰 (11.4) 4.2 3.9 8 - JO 35 
9 SK3750 · 下層 赤焼士召 ・石台杯 外 ： ロ ク ロナデ 底 ： 回転糸切り ー高台貼付 内 ： ロ ク ロ ナ デ （コテ仕上げ） (12.9) 7.S 4. 7 8 - 12 38 
10 SK3750 · 上層 土晒苔 ・ 杯 外 ： ロ ク ロナデ 底 ： 回転糸切り 内黒 14.9 5.9 5.6 8 - 13 39 
II SK3750 · .l:Jil 赤焼

土
器 ・ 杯 内外 ： ロ ク ロナ デ 底 ： 回転糸切りーナデ 11. 5 3 .6 3.4 8 - 14 42 

12 SK3750 · 上層 赤焼
土

沿 ・ 杯 外 ： 0 ク 0 ナ デ 底 ： 回転糸切り 内 ： 0 ク ロ ナ デ （コテ仕上げ） (12.0) 4.8 3.4 8 - 15 44 
13 SK3750 · 上眉 赤焼土岱 ・ 杯 内外 ： ロ ク ロ ナ デ 底 ： 回転糸切り 歪み大きい。 12.6 4.4 3.5 8 - 16 43 
14 SK'J750 ・ 上層

土
師器 ・ 甕 内 ： ロ ク ロ ナ デ 外 ： ロク ロナデー手持ちヘラケズリ (20.4) (9.2) 9 - 6 41 

15 SK�SO · 上層
土

師器· 甕 内 外 ： ロ ク ロナデ、 袖憶付着 底 · @転糸切りー手持ちヘラケズリ 焼成績に一本緯状の封曹 8.0 2,5 40 
16 SKrT50 ・下層 曲物 · 底板 径IIぷ重 印 さ1.0cm 木 取 ： 柾 目 樹種 ： モ ミ 属 U - 4 *13 

第30図 3 区 SK3735 • 3750土濃出土遺物
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No. 遺 構 ・ 層 位 積 別 特 徴 口径 底径 召高 存真 丑錢
1 SK3802 ・ 下層 土師器 ・ 杯 外 ： 0 ク ロ ナ デ 庇 ： 回転糸切り 底～体部に墨書 内馬 (12.4) 5.2 4.4 3 - 17 
2 SK3802 · 上層 土師臼 ・ 杯 外 ： ロ ク ロ ナ デ 底 ： 回転糸切り 摩滅考しい 内黒 14.0 5.3 4.3 8 - 18 101 
3 SK3802 · 上層 土師溢 ． 杯 外 ： ロ ク ロ ナ デ 底 ： 回転糸切り 内黒 (13.2) 4.6 4.6 8 - )9 
4 SK3802 · 上層 土師臼 ・ 娩 外 ： ロ ク ロ ナデーヘ ラ ミ ガキ 底 ： 回転糸切り 一高台貼付ー ロ ク ロ ナ デ 内黒 14-8 7.6 5.9 8 -20 94 
5 SK3802 · 下層 須恵沿 · 瓶 外 ： 回転ヘラケ

ア
ズ

テ
リ

布
ー

の
ロ

痕
ク

跡
ロナデ 底 ： 切疇し不明→応台貼付ーナデ 内 ： ロ ク (6.8) 郊ロナデ 体郎に

6 SK3802· 上層 赤焼土協 ・ 杯 外 ： ロ ク ロ ナ デ 底 ： 1e1転糸切り 内 ： ロ ク ロ ナ デ （コテ仕上げ） (92) 3.6 3.1 
7 SK3802 · ロ 赤焼土器 ・ 杯 内外 ： 0 ク ロ ナ デ 底 ： 回転糸切り (U.2) 4.2 3.8 9 - I 
8 SK3802 · 下層 赤焼土器 • 高台Jill 内外 ： ロ ク ロナデ 底 ： り）戴し不明一高台貼付ー ロ ク ロ ナ デ 全体に摩滅 (14.2) (68) 3.9 9 - 2 
9 SK3810 · 上層 土師笞 ・ 杯 外 ： ロ ク ロナデ→回転ヘ ラ ケ ズ リ 底 ： 切順し不明→阿転ヘ ラ ケ ズ リ 内黒 (I公） 5.5 4.3 9 - 3  102 
10 SK3802 · 上層 付け木 長さ ： 6. な 幅 ： 1.6cm 厚さ ： 0.8cm 木取 ： 柾目 樹

種
： ア カ マ ッ 11- 6 *21 

II SK'J'/67 · 堆積土 紡錢車 上部径 (l.8) cm 孔径 (0.5) cm 厚さ (0.4) (1ll 石 材 ： 片 岩 ？ 12- 19 公

第31図 3 区 SK3767 • 3802 • 3810土珊出土遺物

杯 • 高 台杯、 丸• 平 瓦が出土 し ている 。 上 ・ 下層とも土師器と赤焼土器の杯の出土 量が多い 。 土 師器

はロク ロ調整のものがほとんどで、 杯は口 径に比し て底径が小さく 、 体 部が底部から内 湾気味に立 ち

上がるも のが多い 。 底部は回転糸切り 無調整のもの( 3 · 10) が主体を しめるが、 再調整が施された

も のもある(4) 。 高 台婉には内面に漆紙が付着 したものがある(5) 。 赤外線 テ レ ビカ メ ラを利 用し

たが、 墨痕は観察されなかった 。 甕には長胴形 のものがある(14) 。 赤焼土器杯には口 径が12cm前後

で 、 体 部が底部から内湾気味に立 ち 上がるも の(6- 8·11·12) と 、 直線的に外傾するも のがある

(13)。

[SK3802土填】 （第23·29·31図）

北側調査区 の東部で検出 した 。 S E3 868井戸跡 、 S D3 800河川跡 、 S D3 875溝跡より 新 し く 、 S D3 801

溝跡より 古い。 平面形は楕円形で 、 規模は長軸350cm 、 短軸330cmである 。 断面形は皿状で、 深さは60

cmある。 堆積土は 上層(1層） と下層(2·3層） に大別され、 下層は暗褐色粘土と砂の互層で 自然

流入土である。 上層はに ぶい黄褐色土 の混 じる黒色粘土質シル トで 、 遺物が多く含まれ ている 。

遺物は下層から土師器杯・ 甕、 須恵器杯• 高台杯・ 甕 ． 瓶、 赤焼土器杯 • 高 台皿、 瓦、 上層から土

師器杯• 高 台杯• 高 台婉 ． 甕、 須恵器杯 ・ 甕、 赤焼土器杯 • 高台皿、 瓦、 付け木 （第31図 10) が出土
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し て いる。 上 ・ 下層 と も土師器と 赤焼土器の杯の出土麓が多 く 、 特に上層のも のに図化可能な資料が

ある。 土師器はロクロ調整の も のがほ と ん どで、 杯は口径に比して底径が小 さく、 体部が底部から内

湾気味に立ち 上がる ものが多い。 底部は回転糸切 り 無調整の ものが主体をしめる(1- 3 )。 1 の底

部から体部にかけては墨痕も 認められる。 高台婉には外面の口縁部周辺がヘ ラ ミ ガキ調整された も の

がある ( 4)。 赤焼土器杯には口径が10cm以下の ものがみられる ( 6 · 7 )。 また 、 瓦には凹面に 「下」

と ヘ ラ 書き し た も のがある （図版 9 -11)。

【SK3810土填】 （第23·29 · 31図）

北側調査区の中央部で北半分を検出した。 SD3878溝跡、 SK3811土城よ り 新しい。 平面形は楕円形

で、 規模は東西が265cm、 南北が185cm以上である。 断面形は皿状で、 深 さ は40cmある。 堆積土は黒褐

色や褐灰色の粘土で、 自 然流入土である。

遺物は底面から体部下端が回転ヘ ラ ケ ズ リ 調整された土師器杯 （第31図 9 ) が出土している。 その

ほか堆積土から須恵器甕が ご く 少旦出土 し て いる。

〈小溝状遺構〉 （第23図）

南側調査区の東端でSF3796を検 出 し た。 東西方向の小溝状遺構で 2 時期(A · B )あるが、 その

新旧関係は不明である。 SD3800河川跡、 SD3787溝跡よ り 新しく、 SD3743溝跡よ り古い。 検 出 し た溝

の数はAが 2 条 、 B が 6 条である。 残 り の よ い B をみる と 、 溝の間隔はl.l-1.5mで、 各溝の長 さ は

最 も 長 い も ので3.2mである。 幅は20-40cmで、 断面形はU字形、 深 さ は深い と こ ろ で15cmある。 堆

積土は地山砂の混じる黒褐色シ ル トである。 遺物は出土 していない。

B .  近世

遺構には柱列跡 1 条、 掘立柱建物跡 3 棟、 井戸跡 3基、 溝跡8 条がある。

＜柱列 ・ 掘立柱建物跡〉

【SA3768柱列跡】 （第23 · 32図）

南側調査区で検 出 し た東西 3 間の柱列跡で、 SD3800河川跡・SK3735土城よ り 新しい。 総長は7.2m

で、 柱問寸法は東から2.5m、 2.4m、 2.3mである。 方向はE -9° - S である。 検出 し た 4 個の柱穴す

べてで径15cmほ どの柱痕跡を確認した。 柱穴は長軸が40-60 cmの隅丸長方形で、 深 さ は深い も ので45

cmある。 埋土は地山土プロ ッ ク と 炭粒を含む黒褐色 シ ル ト である。

遺物は柱穴から土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯、 赤焼土器高台杯がごく 少量出土 し て いる。
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第32図 3 区 柱列 ・ 建物跡柱穴断面図 （近世）
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【SB3764連物跡）（第23·32図）

南側調査区で建物跡の北端を検出した。 東西 2 間 、 南北 1 間以上の建物跡で 、 SD3800河川跡より

新しい。 柱穴は4 個検出し 、 すべてで径20cmほ どの柱痕跡を確認した。 建 物の規模は東西 が北側柱列

で 総長 3.5m 、 柱間寸法は東から 1.7 m 、 1.8m 、 南 北が西側柱列で総長 1.7 m以上である 。 方 向は南側柱

列で E - 9° - Sであ る 。 柱穴は長辺が50cmの 隅丸長方形で 、 深さは深いもので40cmある 。 埋土は地

山砂 プ ロ ッ クを 少し含む黒褐色シル トである 。 遺 物は出土していない。

(SB3769建物跡） （第23·32囮）

南側調査区で建物跡の北半を検出した東西 4 間 、 南北 1 間以上の東西棟であ る 。 柱穴は 6 個検出し 、

5 個で 径10cmほ どの柱痕跡を確認した。 建 物の規模は桁行 が北側柱列で総長7 .9m 、 柱間寸法は西か

ら2.0m 、 1 .9m 、 2.0m 、 2.0m 、 梁行が西妻で総長 2.lm以上であ る 。 方向は南側柱列でE -9° - S で

あ る 。 柱穴は長 辺が20-35cmの隅丸長方形で 、 深さは深いもので15cmある 。 埋土は地 山 プロ ッ クを 少

し含む黒色シル トである 。 遺物は出土していない 。

[SB3816達物跡】 （第23·32図）

北側調査区で 建 物跡の西半を検出した 。 東西 5 間以 上、 南 北 1 間の東西棟で 、 SD3800河川跡・

SK3804土城より新しい。 柱穴は10個検出し、 すべてで径 10c mほ どの柱痕跡を確認した。 建物の規模

は桁行 が南側柱列で総長9.6m以上、 柱間寸法は西から2.0m 、 1.9m 、 1.8m 、 2.0m 、 1.9m 、 梁行が西妻

で総長 3.6mであ る 。 方 向は南側柱列で E - 19 ° - Sである 。 柱穴は長 軸が20-35cmの楕円形で 、 深

さは深いもので 15c mある 。 埋土は黒褐色シル トである 。

遺 物は柱痕跡から土師器甕、 須恵器甕、 柱穴から土 師器杯がご く 少凪出土してい る 。

〈井戸跡〉

SE37 01のほかは3 区 東側 に集中する 。 平面形は楕円形で 、 構造はすべて素掘りである。

[SE3701 井戸跡】 （第33図）

4 区の南 東隅で検出した井戸跡で 、 規模は長 軸が1.9m 、 短軸1.6mであ る 。 断面形は下部がすぽま

る 円筒形で 、 深さは90cmあ る 。 堆積土はスクモを含む黒色や オ リ ー プ黒色の粘土で 、 自然流入土であ

る 。 遺物は出土していない。

【SE3738井戸跡】 （第33図）

南側調査区で検出した 。 SD3800河川跡 、 SD37 44溝跡 、 SK37 67 士城より新しい 。 規模は長 軸が1.8

m 、 短軸が1.7 mである 。 断面形は漏斗状で 、 深さは80c mあ る 。 堆積土はオ リ ー プ黒色砂質シル トや

黒色粘土質シル ト 、 砂を互層状に含む黒褐色シル トで、 自 然 流入土であ る 。

遺物は堆積土から土 師器杯 ・ 甕、 須恵器甕がご く 少旦出土してい る 。

【SE3739井戸跡】 （第33図）

南側調査区で検出した。 SD3800河川跡より新しい 。 規模は長 軸がl.lm 、 短軸が I.Omである 。 断面

形は明 瞭 な中段のつく漏斗状で 、 深さは80c mあ る 。 堆積土は上層( 1 - 3層） と下層( 4 · 5 層）に

大別で き る 。 下層は黒褐色粘土質シル トと暗緑灰色砂 、 上層は砂 ・ 粘土 ・ スクモが互層をなす黒褐色

シル トや粘土質シル トで 、 上 ・ 下層とも 自 然 流入土である。
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【SD3702溝跡】 （第23 · 34図）

西 部で検出 した南北方向に走る溝跡で 、 SD37 03溝跡よ り 新しい 。 検出 した 長さは南側調査区で 13.5

m 、 北側で 17 .0mで 、 総長は44.0m以 上ある。 上幅は110-17 0cmで 、 下幅は40-7 0c mである。 断面形

は逆台形で 、 深さは深いと こ ろで 5 5c mある 。 方向はN - 3 2° - Eである 。 堆積土は酸化 鉄や砂を含む

黒色や黒褐色 、 オ リ ー プ黒色の粘土で 、 自然 流入土である。

遺物は堆積土から土 師器杯・ 甕、 須恵器斐、 平 ・ 丸瓦が少量出土している。

【SD3740溝跡】（第23·34図）

東部で検出した南北方向に走る溝跡でSD37 46溝跡 、 SK37 88土 堀よ り 新しい 。 検出 した 長さは南側

調査区で 16 .9m 、 北側で22.0mで 、 総長は48.6m以 上ある 。 上 幅は240-37 0cm 、 下幅は85 - 190c mであ

る 。 断面形はU 字形で 、 段がつく場所もある。 深さは深いと こ ろで80c mある 。 方向はN - 3 4° - Eで

ある 。 堆積土は砂を含む褐灰色シルトや黒•黒褐色粘土 質シル トで 、 自然 流入土である。

遺物は堆積土から青磁碗 （図版 9 - 13) 、 磁器茶碗（第34図 1) 、 陶器碗のほか 、 土 師器杯 • 高 台

杯・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕·壺·瓶、 赤焼土器杯• 高 台坪、 平・ 丸瓦、 永楽通宝( 8 ) 、 砥石が出土 し て

いる。 陶器茶碗には瀬戸美濃の 天 目 茶碗がある（図版10 -9) 。

【SD3741 溝跡］（第23·34図）

上述の SD37 40溝跡の l -2.5m東に沿う溝跡で 、 SB37 7 0建物跡 、 SK37 88土 城よ り 新 しく 、 SD37 44

溝跡よ り 古い。 検出した長さは南側調査区で 10.3m 、 北側で21.0mで 、 総長は47 .7 m以上ある 。 上幅は

30-60cm、 下幅は20-30c mである。 断面形はU 字形で、 深さは20c mある 。 方向はN -32° - Eである。

堆積土は地 山砂を含む黒褐色シル トや黄灰色砂質シル トで 、 自 然 流入土である。

遺 物は堆積土から土師器杯・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕、 赤焼土器杯、 平瓦が出土している。

【SD3742溝跡】 （第23 · 34図）

南側調査区の東部で検出した南北方向に 走る溝跡で 、 SE37 5 2井戸跡 、 SD37 49溝跡よ り 新 し く 、

SD37 4 4溝跡よ り 古い。 検出した 長さは15.2mで 、 上 幅が35-45cm、 下幅は15 -20cmである 。 断面形は

U字形で 、 深さは20c mある 。 方向はN -31° - Eで 、 堆積土は地 山土粒を 少し含 む黒褐色シルトの自

然 流入土である 。

遺物は堆積土から陶器皿のほか 、 土 師器杯・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕、 赤焼土 器 高 台杯、 瓦が 少 菰出土 し

ている。 陶器茶碗には志野の菊皿がある（固版10- 5 ) 。

[SD3744溝跡】 （第23·34図）

南側調査区の東部で検出した東西方向に走る溝跡である 。 調査区東端から中央部にかけてのび、

SD37 40溝跡の 約 l m 手前で止まる 。 SE37 36 、 SD37 4 1 · 37 42·37 49·37 5 1溝跡 、 SD3800河川跡 、

SK37 50·37 67 · 3789土城よ り新し く 、 SE37 38よ り 古い。 検出した長さは24.9mで 、 上 幅は110-160

c m 、 下 幅は40-95cmである 。 断面形は皿状で 、 深さは15cm ある 。 方向はE - 22-28° - S で 、

SD37 40溝跡とは概ね直交に近い。 堆積土は地山小プロ ッ クが 少 し 混 じる黒褐色シル トで 、 自 然 流入

土である。

遺物は堆積土から青磁碗（図版 9 - 14) 、 陶器片のほか 、 土 師器杯 • 高 台杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 蓋 ．
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遺構 池 土 性 土 色 霜 考 遣槽 ふ 土 性 土 色 備 考
SD'J702 1 粘土 焦褐 (IOYR3/2) 地山土小プロックを少し含む。 隈化鉄を含む• SD'.f'/41 1 シ ル ト 黒褐 (10YR3/2) 地山砂粒を少し含む。

2 粘土 /J.1褐 (IOYR3/I) 醸化鉄を少し含む• 2 砂質シルト 項 (2.5Y4/l) 地山紗を含む。

3 粘土 黒 (2.5Y2/I) 均質な土。 $Dji42 l シ ル ト 黙褐 (7.5YR3/l) 地山土粒を少し含む。

4 粘土 がI-プ黒 (5Y3/I) 雌I�紗を少し含む。 グライ化。 SDr144 1 シル ト 黙褐 (IOYR3/l) 畏Eと騒ilitf近で繕tlJ,tヽ プロックを少し取り 込t,,
so;, 的 1 シル ト 褐灰 (7.5YR4/I) 砂粒を少し含む。 SDY145 I 砂質シルト 黒褐 (IOYR3/2) 池l�小プロックを含む。

2 粘土質シルト 黒 (7.SYRJ.7/1) 嬉山土小プロ ッ ク を少し含む。 2 シルト質紗 略灰貧 (2.SYS/2) 汚れた地山の流入土．

3 粘土質シルト 凩褐 (7.5YR3/l) 砂を互Ill状に含む。 3 粘土 晴緑灰 (JOCY3/l) 均質な土o

4 粘土質シルト 黒 (7.5YR2/I} 砂粒を少し含む。 SD3801 1 シル ト 黒褐 (IOYRV2)
5 枯土 筍緑灰 (IOGY3/1) 熾Ui小プロック を少し含む。 グライ化。 2 砂質 シ ル ト 灰黄褐(JOYR4/2)
6 砂質シルト 褐灰 OOYRS/1) 鬼山土の流入土o 3 砂質シル ト 馬褐 00YR3/2)
7 砂質シルト 紐灰 (IOGYS/1) 6眉がグラ イ 化した土o 4 粘土 オリープ黒 (,Y212) 砂を含む。 グライ化。
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No. 遺構・層位 種 別 符 徴 長さ 帽 厚さ 写兵 登録
I SD3740 ・堆積土 茶碗 染付。 肥前。 区圃有な花文. il'li台部露胎o 底径 (4.0) cm 9 - 17 201 
2 SD3745 · 堆積土 漆笞 · 椀 樹 種 ： プ ナ 10- 19 浜 J
3 SD捻01 ・ 堆積土 硯 石材 ： 凝灰岩or泥岩 (2.8) 7.8 1. 5 12- 10 115 
4 SD祁01 ・ 堆積土 漆器· 襴 樹檀 ： 針藁樹 焼損 ll 10- 18 漆5
5 SD3801 ・堆積土 部材 ？ 木取 ： 柾目 樹檀 ： ス ギ 9.9 5.4 4.0 II - 5 *18 
6 SD3801 ・ 堆積土 砥石 磨面 ： 3 石材 ： 砂岩 (8.6) 7.1 2.4 12- 13 117 
7 SD3745· 堆積土 砥石 磨面 ： 3 石材 ： 凝灰岩 12.L 4.7 4.2 73 
8 $03740 · 堆積土 銭貨 （永楽通宝） 明 (1408年初鋳） 外縁外径 ： 2.4cm 外縁内径 ： 2.1cm 12- 4 初

第34図 3 区 溝跡断面図 （近世） 、 及び$03740 • 3745 • 3801溝跡出土遺物
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甕 、 赤焼土器杯、 平 ・ 丸瓦が出土している 。

【S03745溝跡】 （第23·34図）

南側調査区の西部で検出した南北方向に走る溝跡で 、 SD3747溝跡より新しい。 検出し た 長さは 16.0

mである。 上幅は310-450cmだが、 西側に 約 3mほ ど浅く張り出したところもある。 下幅は 150-220

cmである 。 断面形は逆台形で 、 深さは深いとこ ろで65cmある。 方向は N -36° - Eである 。 堆積土は

上層 ( 1層） と下層(2 - 4層） に大別できる 。 下層は暗灰黄色シル ト 質砂や暗緑灰色粘土で 、 自然

流入土である。 上層は地 山 プ ロ ッ クを含む黒褐色シルトで 、 人為的に埋 め戻されている 。

遺物は堆積土から 陶器播鉢、 漆器椀（第34図 2) のほか 、 土 師器杯 ・ 甕、 須恵器坪 ・ 甕 ． 瓶、 丸瓦、

砥石(7) が出土して いる。

[S03801溝跡】 （第23·34回）

北側調査区の東部で 検出した南北方向に走る溝跡で 、 SE3868井戸跡 、 SD3800河川跡 、 SD3805 ·

三 4

口二□□ニ
ニ

I
 
••

 1
.

 ーーニ 。
5 

10cm 

( J - 6 )  

5
 

10cm 

( 7 のみ）
□二二二〉

No. 遺構・ 層位 種 別 特 徴 口径 底径 召il'li 万真 登録
0 c 層 土師苔 ・ 杯 外 ： ロクロナデ 底 ： 回転糸切り 内黒 全体的に摩滅 16.0 6.0 5.1 9 - 4 135 

2 I 層 ( 2 区） 須恵召 ・ 杯 内外 ： ロ クロナデ 底 ： ヘラ切りーナデ (13.8) (88) 4.0 9 - 5 
3 I 層 ( 2 区） 須恵岱 • 坪 内外： Dクロナデ 底 ’ ヘラ切り→ナデ (13.6) (8.6) 3.6 

I 層 ( 3 区） 須恵器 · 董 外 ： 回転ヘラケズリ→ロク ロナデーつまみ貼付→0クロナデ 内 ： 0クロナデ 164 
5 SD3805 · 堆積土 土邸岩 ・ 甕 外 ： ョ コ ナ デ、 ヘラナデーナデ 内 ： ョコナデ 全体的に摩滅 (17.6) 9 - 7 124 
6 I 層 ( 2 区） 風祖 長さ ： (7.8) C● 幅 ： (5,5) C置 高 さ ； (3.1) cm 調 整 ： ヘ ラ ケ ズ リ 9 - 9 
7 pit4 (2区） 平瓦 多賀城跡DB類。 凹面に刻印 「丸J A 9 -10 80 

第35図 その他の出土遺物1
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＼三

--=. 

No. 遺構 · 層位
1 I 層 (2区）
2 I 層 ( 2 区）
3 I 層 ( 3 区 ）
4 SD3721 · 堆積土
5 0 c 層
6 I 層
7 I 層 ( 2 区）
8 I 層
9 I 層
10 I 層 ( 2 区）
JJ ll C 層
12 I 層

極 別
磁器 · Dll
磁器 ・ 湯呑茶碗
陶笞 ・ 碗
陶器 ・ 甕
陶器・ 内耳土鍋
漆召 ・ 続
下駄 （差曽）
砥石
砥石
砥石
す り 石
茶臼 • 上臼

℃) 

スス

-!!!___ ［二l
ー

ー

i\。
鳥•
I
-
.
,
＇

Jロ
ー
匂

゜ 5 
9如 〖( J -11) 

10cm 

＝ (12のみ）

特 徴 厚さ 輯 mさ 写其 登鯰
染付。 肥禎。 な花文。 高台邪露胎。 底径 ： (5.6) C11 9 - 19 151 
染付。 栗文。 も し く は撫子文。 高台部露胎o 底径： (16) cm 9 ー 18 197 
瀬戸央濃 も し く は肥禎。 灰釉 （明黄褐）。 高台部露胎。 底径： (4.5) cm 10- 6 165 
内外 ： ナデ 自然釉付着 10- 14 60 
無釉 内外 ’ ナデ スス多量に付着 10- 13 137 
外 ： 赤漆 内 ・ 高台内 ： 思漆 応台内面に赤漆で 「吉蔵」 樹植 ： プナ 10-20 漆4
高さ2.3an 木 取 ： 柾 目 樹檀：ハリギリ (6.3) (6.0) 11 - 7 *17 
磨面 ： 5 石材： 凝灰岩 (8.2) 4.5 2.3 12ー J4 170 
磨面 ： 3 石材 ： 凝灰岩 7.8 3.4 2.5 162 
唇面 ： 2 石材 ： 凝灰岩 ⑲ 53 1.7 12- 15 邸
的面 ： 2 石材 ： 安山岩 19.0 !OJ 7.8 12-17 142 
上嬉径 ： (1邸) cm 下嬬径： 08.0) cm 闘さ ： 13.Sca 芯木孔往： 1.5-2.0cll 挽手孔径 ： 2.Sca 12- 18 171 

第36図 その他の出土遺物 2
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第37図 その他の出土遺物 3

3814溝跡 、 SK3802 · 387 4土城よ り新しい。 検出した長 さは20 .3mで 、 上幅は130-17 0cm 、 下幅は45-

90cmである 。 断面形は逆台形で 、 深 さは深いとこ ろで7 0 c mある 。 方向はN - 29 ° - Eである 。 堆積土

は砂を含む黒褐色シル トや オ リ ー ブ黒色粘土で 、 自然 流入土である 。

遺物は堆積土か ら土師器杯 • 高 台杯 ・ 甕、 須恵器杯・ 甕・ 壺 • 瓶、 赤焼土器杯 • 高 台杯、 平・ 丸瓦、

木製品（第 34図 5) 、 櫛(4) 、 硯(3) 、 砥石(6) 、 石器剥片（固版12 - 20 : 玉髄） が出 土している 。

その他の出土遺物

上述した 遺構以外や表土等の堆積 土からも遣物が出土している。 土師器、 須恵器、 赤焼土器、 磁器、

陶器、 瓦、 硯、 漆器、 木製品 、 土製品 、 鉄製品 、 石製品があ り 、 その大部分は土 師器、 須恵器、 赤焼

土 器がし める。

土師器は杯 ・ 甕が多い。 ロ ク ロ調整のものが主体で 、 図化で きるものには底部が回転糸切 り 無調整

の坪がある（第35図 1 ) 。 非ロクロ調整のものは ごく 少数であるが、 甕が 1 点図化できた(5) 。 須恵

器も杯・ 甕が多 く 、 坪の 底部はヘラ切 り 無調整のものが主体をし める(2·3) 。 他には 高 台杯 ・ 蓋

( 3) ・ 瓶が出土している 。 赤焼土器は杯 • 高台杯 • 高台皿の破片があるのみである 。

磁器と 陶器は出土最が少ない。 総磁でも整理 用 平箱で 1 箱ほどであ り 、 破片資料がほとんどである。

磁器には湯呑茶碗（第 36図 2) や肥前の皿( 1) をは じめとした碗 • 皿の破片がある 。 陶器には瀬戸

美濃の碗（第 36図 3) や 天 目 茶碗（図版10 - 7 · 8) 、 唐津の皿(11) のほか 、 揺鉢(16) や大堀相

馬の土瓶(12) がみ られる。 その他、 内耳土鍋や在地のものとみ られる甕（第 36図 4) も出土してい

る 。 内耳土鍋( 5) は耳部分の破片で 、 内外面 には煤が激し く 付着している 。

瓦には 平 瓦と丸瓦があ り 、 凹面に「丸」 の刻印が捺された 平 瓦（第 35図 7 ) もみ られる。 硯では風

字硯( 6 ) が出土している 。 漆器には椀（第 36図 6 ) 、 木製品には下駄があ り 、 下駄(7 ) は差歯の

ものである。 土 製 品 には猫の土 人形（第37 図 1) 、 鉄製品には 刀子( 4) 、 鎚( 3) 、 煙管がある 。 煙

管( 2) は 火皿部分が欠損するが 「河骨形 」 の雁首とみ られる 。 肩付で 、 木質も 少し 残存している 。

石 製 品 には砥石 、 磨石（第 36図 1 1) 、 茶臼がある 。 砥石(8-10) は小型で 、 凝灰岩を石材とするも

のが多い。 茶臼(12) は安山岩製で 、 挽手穴には二重方形の飾 り 模様が施 されている 。
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第 III 章 考 察

本調査では掘立柱建物跡、 井戸跡、 墓跡、 溝跡などの 遺構を多数検出した。 遺 物は土 師器、 須恵器、

赤焼土器など古代の 土器を中心とし 、 ほかに近世の磁器、 陶器などが出土している。 以下、 時 代 ごと

に検討する ことにする。

A .  古代

1 .  遺物

遺 物には土 師器、 須恵器、 赤焼土器、 木製品 、 金属製品 、 石製品があるが、 大部分は土 師器、 須恵

器、 赤焼土 器である。 ここでは土 器の概要と特徴について図示したものを中心に述べる。

土器の特徴 ： 土師器には非 ロクロ調整(A 類 ） と ロ ク ロ調整(B 類 ） のものとがあるが、 ほとんど

が B 類 である。 器種は杯、 高台杯、 高台婉、 高台皿、 甕があり 、 杯 類 と高台皿 ・ 婉の内面はヘラ ミ ガ

キ後に黒色処理されている 。 坪には口径に 占める底径の割 合が大き いB I 類 （底径／口径 ： 0.54-0.63) 

と 、 小さ いB Il 類 (0.4前後） がある 。 B I 類 は体 部が底部から内湾気味に立ち上がり 、 その ま ま口縁

部に至る器形で 、 底部の切離し技法や調整は回転糸切り 無調整のものと 、 切離し後に 回転ヘ ラ ケ ズ リ

調整されるものとがある 。 B Il 類 の 器形は、 底部から直線的に外傾して口縁部に 至るもの(a) 、 底

部から内湾気味に立ち上がり 体 部が外 傾して口縁部に至るもの( b ) 、 底部から内湾気味に立ち上が

り その ま ま口縁部に至るもの( C) がある 。 底部は回転糸切り 無調整のものが主体を 占めるが、 再調

整が施されるものも みられる。

杯以外の 器種は図示できた 資料が少な い。 高台婉は、 体 部が底部から内湾気味に立ち上がり 、 口縁

部が少し外 反するもので 、 低 い高台がつく 。 内黒のものと 、 内黒で外面の 上半も ヘ ラ ミ ガキ調整した

ものがある 。 高台皿は高台が高めで 「ハ」 字状を呈すものである 。 甕は破片液料の みで 、 非 ロ ク ロ調

整(A 類 ） のものには、 長胴形と球胴形のものとがある 。 ロ ク ロ調整のもの(B 類 ） は長胴形で 、 ロ

径が20cm以 上の大型品 (B I 類 ） と 14cm以下の小型品 CB Il 類 ） とがある。

須恵器は杯、 高台杯、 蓋、 高盤、 瓶、 壺がある 。 杯には体 部が底部から直線的に外傾する A 類 と 、

内湾気味に立ち上がる B 類 があり 、 A 類 が主体を 占める。 また 、 A 類 には口径に 占める底径の割合が

大きい （ 底径／口径 ： 0.51-0.63) 皿形の器形のA I 類 と 、 やや小さく (0.45-0.53) 器高も 高い逆台形

の A ll 類 がある。 ともに 底部の切離し技法はヘラ切りで 、 その後に ナ デ調整を施すものと 無調整のも

のがある。 B 類 は破片資料の みで、 底部の特徴は回転糸切り 無調整である。 杯以外の 器種は破片汽料

の みで 、 図化資料も少ない。 注目されるものには小型長胴の壺がある。 底部に 回 転糸切り 痕跡が残っ

ており 、 平城宮の調査で壺 Gと分 類 されるものである （奈良国立文化財研究所 1976) 。

赤焼土器は杯、 高台杯、 高台皿がある 。 杯には口径が12.0cm前後の A 類 、 A 類 より 小さく 、 口径が

9.0-10.0cmの B 類 があり 、 A 類 には体 部が底部から 直線的に外傾する器形のものと 、 内湾気味に立ち

上がるものとがある。 B 類 は底部から内湾気味に立ち上がる 器形である 。 A 類 も含めて内湾気味に立

ち上がる 杯の内面は、 コ テ状のエ具で仕上 げられて いるものが多い。 高台杯は口径12.9cm、 器高4.7cm

と小振り で 、 低 い三角 高台が付く 。 高台皿には口径14.2cmの大型品 (A 類 ） と 、 口径10.8cmの小型品
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( B 類 ） があ る 。 A 類 の 高 台は比較的 高く「ハ」 字状を呈し、 B 類 には低 い三 角 高 台が付く 。

土器の組合せと年代 ： 表 1 は出土した土器を 遺構 ごとに まとめたものである 。 この表からわかるよ

うに 、 土 器が ま と ま って出土したのはSK37 07 · 37 50 · 3802土城であり 、 他は出土数が少な い。 こ こ

ではそれら の土城出土土器を中心に検討す ることにす る 。

〈 SK3707土填出土土器〉 ： SK37 07 土 城は炭・焼土を多く含む黒褐色粘土で埋め戻されており 、 埋

土から多数の土器が出土して い る 。 須恵器杯A I 類 を主体とし 、 ほかに須恵器坪A II 類 • 高 台杯・

蓋 • 高 盤、 土 師器杯B I 類 ・ 甕B II 類 を伴 う 。 本 遺跡周辺で共通した内容をもつものには、 多賀城跡

S I  2153住 居跡 （柳澤1993)、 市川橋遺跡SK236土 城 （石川 1990) があ る 。 S I 2153は土 師器杯B I 類 、

須恵器杯A I·II 類 を 主体とし 、 他に土 師 器 高 台杯、 須恵器高台杯 ・ 蓋 ・ 壺、 土 師器甕A · B I ·B

II 類 などが出土して い る 。 SK236土 城は須恵器杯A I 類 を 主体とし 、 他に土師器杯A · B I 類 、 土 師

器甕B II 類 、 須恵器杯A II 類 ・ 高 台杯・ 甕 、 平城京の土 器分 類 で壺 Gとされ る小型長 胴の壺などが出

土している 。 年代は、 多賀城跡SE2101B井戸跡 第 m層出土土器群と の比較や 、 壺 G の年代観から 8世

紀末を上限とする 9世紀前葉代とみられて い る （柳澤1993)。 したがって 、 共通す る内容の土器が出

土したSK37 07 は同じ頃 のものと考えられ る 。

くSK3750 • 3802土凛出土土器〉 ： これらの土 城出 土土器は、 様相が似て い る の で続けて検討す る 。

ま ず、 SK37 50の堆積土は上 ・ 下層に大別されるが、 土器の特 徴は共通して い る 。 土師器杯Bll b · c

類 、 赤焼土器杯 A 類 を 主体とし 、 ほかに土 師器 高 台婉 ・ 甕 B I 類 、 赤焼土器杯高 台杯を伴 う 。

周辺 で 類 似した内容をもつも のには多賀城跡 第61次 調査 第 7 層（柳澤 · 進藤 1992)、 本 遺跡町地区

SK2850土 城 （ 村田 ・ 八島ほか 1998)があ る 。 第 7 層出土土 器は赤焼土 器 A 類 を 主体とし （ 註 1) 、 こ

れに土師器杯B II 類 • 高 台婉 ·甕B I 類 、 赤焼土 器杯 B 類 、 高 台皿 A·B 類 、 赤焼土 器 高 台杯• 高

台婉 ・ 耳皿、 須恵器甕 · 壺を伴 う 。 年代は、 灰白色火山灰と の関係から 10世紀 中頃以降に位置 づけら

れて い る （ 註 2)。 町地区SK2850土 堀では赤焼土器杯A 類 を主体とし 、 他に須恵器杯 B 類 、 赤焼土器

高 台皿 B 類 • 高 台杯が出土して い る 。 年代は第 7 層出土土器と の赤焼土 器杯 A 類 の法罷比較を 通 じて 、

10世紀中頃とみられて い る 。

SK37 50土 城出土土器は、 第 7 陪出土土器とSK2850土堀出土土 器と の 類 似性から 10世紀中頃以降と

みられ る 。 また 、 赤焼土 器坪 A 類 の法罷をSK2850土城のも のと比べてみると 、 SK37 50が口径11.2-

11.5cm 、 器 高 3.4cm前後 、 SK2850は口径10- 1 1.Sc m 、 器 高 3c m前後であり 、 SK37 50のほ うが大きめで

土 鰤 器 須 恵 器 赤 焼 土 若
遺構池 杯

高台婉 高台11B.
甕 杯

応台杯 蛋 高盤 瓶 ・ 壺 杯
店台杯

店台圃
B I  Blla Bllb B llc A B l  BIT A I A O 8 A B A B 

SB紐
SE3736 
SE3752 J 
SE3754 
SD3743 J I 
S03746 J 
SD3803 I I I 
SK3707 L I ， 2 I 1 I 
SK3735 I I 
SK3750 2 I l 2 6 
SK蕊2 I 2 I I I I I 
SK3810 
SK寧 I 

表1 遺構出土土器一覧表（古代）
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はあ る が、 ほぼ同様とい え る 。 よって 、 SK37 50土城の年代は10世紀 中葉頃とみられ る 。

一方 、 SK3802土城では、 土 師器杯B II b·c 類 、 赤焼土器杯 A · B 類 のほか 、 土 師器 高 台婉、 赤焼

土器皿A 類 、 須恵器瓶が出土し てい る 。 赤焼土器杯 B 類 を含 む点で 、 SK37 50土城出土土器より後次

的な要素があ る が、 ごく 少数であり 、 大 きな違いとはみられない 。 若干、 新しい可能性は含みつつも

10世紀 中葉頃とみ ておきたい 。

土器がまと まっ て出土したSK37 07 · 3750·3 802土 城の年代をみたとこ ろ 、 SK370 7 が 8世紀末を 上

限とする9世紀 前葉代 、 SK37 50·3 802が10世紀 中葉頃という結果を得た。 ここで他の 遺 構の土器も

み ると 、 SB3843建物跡 、 SD37 46溝跡 、 SK3855土城で須恵器杯A I 類 、 SK37 35土城で土 師器坪B II C 

と赤焼土器杯 B 類 、 SE37 52井戸跡で赤焼土 器杯 A 類 が出土し てい る 。 これらは ま と ま っ て出土した

ものではないが、 SB3843、 SD37 46、 SK385 5のものは SK37 0 7土 城の 主体をなす土器、 SK37 35と

SE37 52のものはSK37 50 · 3 802土城の主体をなす土器と同 じ特 徴をもつものであ る 。
一方 、 SD37 43溝

跡では土師器杯B I 類 と B II b 類 、 SD3803溝跡では土師器杯B II b 類 と 高 台皿 、 須恵器杯A I 類 と壺が

出土してい る 。 SD37 43の土 師器杯は底部が再調整されたものであり 、 SD3803の土師器高 台皿の 高 台

は「ハ」字状を呈す 高めのものである。 こうした土師器杯 • 高台皿は周辺では山王遺跡多賀前地区の

3群土器に 類 例 を比較的見 る ことができ る 。 3群土 器の 年代は 9 世紀後半とみられている。

以 上のことからす ると 、 多 少の幅をみ る 必要はあ る が、 その他の 遺構出土土器も概ね 8世紀末頃か

ら 10世紀中薬頃の平安時代のものと思われる 。

2 .  遺構

ここでは調査区 ごとに 遺 構の重複関係や年代を整理 ・ 検討し 、 次に伊勢地区全体の年代 ごとの様子

をみ ることにする 。

①遺構の年代

1 区 （第 4 固） ： 主な 遺 構の重複関係を整理す ると次のようになる 。

灰白色火山灰

〈南東部〉 SF37 92 SB37 7 7  

〈北東部〉 SF3859 丁二 SF3860 SF385 8一 SB3853

SK3855 

〈南西部〉 SB37 7 5 ; SB37 7 3  
I 

SD37 83A I 

I 
SD37 83B 

I 

〈北西部〉 SF3867 • SF3886 
＇ SF3884 I .,. __________________________ 

この重複関係をは じめ 、 灰 白色 火山灰や出土土 器からあ る 程度の年代把握が可能な遺構について 、

以 下検討す ることにす る 。

SB37 7 3·37 7 7 · 3 853建 物跡は 、 柱痕跡や柱穴埋土に灰白色 火山灰を含むことから 、 10世紀前葉以

降と考えられ る。 SB37 7 5はSB37 7 3よりも古 く 、 10世紀前葉以前とみら れ る 。 また 、 SB37 7 3とはほぽ

同 じ位置にあるので 、 遡っても年代は9世紀後半頃までと思われる 。

SD37 83溝跡は 2時期の変遷(A→ B) があ る南北溝跡で 、 B期の中位程度の層に 灰 白 色 火山灰を



含む 。 よ っ て 、 B期は 10世紀前半頃に機能し ていたと考えられ 、 A期はそれ以前 と みられる。

土城では S K385 5が底面で須恵器杯A I 類 が出土したこ とから 、 8世紀末頃から9世紀 前半 頃 と 思

われる 。 小溝状 遺構は S F3858が先述の S B3853建物跡より 古く 、 堆積土に灰 白色 火山灰を含む こ とか

ら 10世紀前葉 頃 と考えられる 。 S F3884も S F3858同様に灰白色 火山灰を堆積土に含 み、 方向も 類 似す

るので同 じ 頃 と みられる 。 また 、 これら S F3858·3884の前には重複関係に示したよ う に 小溝状遺構

が各 々 2 回営まれている 。 この う ち S K3855より 古い S F3859は 9世紀前半以前 と考えられる 。 その他

のものについ ては重複関係から9世紀代 と み ておきたい。

2 区（第10 ·12図） ： 西側の比較的狭い範囲に密集して建物跡が多数ある。 それらを中心 とした主

な 遺構の重複関係は次のよ うになる 。

〈北側 〉
灰白色火山灰炉—-------―`
, S K3841 • 
'―--------」

S B3842 , S B3843 

S B3863 

S B386 4 

S B3861一ID

S B3865-1 3 

8 

2 

1 S B3845 

〈南側〉 S B37 30A 一 S B37 30B • S B37 34 

S B37 86 • S B37 32 

s
 

S B3846 

S D3813 

ま ず、 建物跡につ いて検討する 。 北側調査区の S B3842·3843建物跡は桁行 3間 、 梁行 2間の東西

棟であり 、 少し 位置をずらし て 建 てられ て いるので 建替え と考えられる。 また 、 それらの南側柱列は

S B3863の北側柱列 、 S B386 4の南側柱列と柱筋が揃 う 。 よ っ て 、 S B3863·386 4も一連の 建物跡 と みら

れる。 S B3863·386 4の 新旧は不明だが、 位置が重複するので 、 いずれかが S B3842、 または S B3843と

組む と 思 われる 。

S B3844は他の建物跡 と 直接的な重複がないが、 上述の S B3842·3843 と 位置が重複するので同時 に

は存在しな い。 また 、 S B3845 とは北側柱列の柱筋がほぼ 揃 う こ と 、 ともに柱の多 く が抜取られ てい

る 点に 共通性があるこ とから 、 同時 期 と みられる 。 S B3865は先述の S B3842 · 3843 ·3863より新しい 。

また 、 S B3844·3845 とは位置が重複するので同時 には存在しない 。 S B3846は S B3863より 新し く 、 ま

た 、 SD3821溝跡を介し て S B3865よりも新しい 。

以 上の こ とから 、 北側の建物跡には 5 回程度の変遷があ った と みられる 。 一方 、 重複図に示したよ

う に南側調査区でも 、 S B37 30の建 替えを含めて2- 3 回の変遷がある 。 このよ う に 狭い範囲に複数

の 建物跡があり 、 建替えを含めた変遷があることから 、 これらの建物跡はある程度の 間 、 継続的に営

まれ て いた と考えられる 。

年代については 、 S B3842·3843が後述する 10世紀前葉 頃に埋没した S K3841土城より 古 く 、 S B3842

柱穴で土 師器甕 B 類 、 S B3843柱穴で須恵器杯A I 類 が出土したこ とから9世紀代 と考えられる 。 また 、

S B37 86·3844は柱穴から赤焼土器杯が出土し て いるので 10世紀以降 と みられ 、 それらより 新し い
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SB37 32·3846や、 同時 期の SB3845も同 じように考 えられる。 こう したあり 方からみて 、 建物跡は全

体的に9-10世紀頃のものと考えられる 。 また 、 本調査 における出土遺物の年代や建物跡の継続性も

考慮すると 、 下限は10世紀中葉頃 、 上 限も9世紀 を それほど遡らないと 思われる 。 したがって 、 9世

紀後半-10世紀前半 を中心とする頃とみておきたい 。

建物跡以外 をみると 、 SE3840 井戸跡では抜取り 穴の 最 下層 に灰 白色 火山灰が含まれており 、 10世

紀 前 葉以前 に機能 していたと考えられる 。 溝跡ではSD3821がSB3845より新しいことから 10世紀以降

であり 、 SD3821より新 しいSD3813も同 じである 。 土 城は、 SK3841が堆積土 に灰白色火山灰 を含むこ

とから 10世紀前 葉頃 に埋没したとみられる 。 他 には前 節でみたSK37 07 が 8世紀 末 を 上 限とする9世

紀前葉頃と考えられる。

3 · 4 区 （第23図） ： 主な 遺構の重複 関係等は次のよう になる 。 なお 、 4区はSD37 04溝跡以外 に

遺構がない 。
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SD3800 SB3806 

SE3868 SK3802 

SK37 35 

この重複 関係をはじめ、 ある 程度の年代把握が可能な遺構について検討する。

南側調査区のSB37 7 0 建物跡は、 約 5 m西側 にある 10世紀前半頃のSD37 46溝跡 と 方 向が揃うことか

ら同 じ頃のものと考えられる 。 また 、 北側調査区のSB3806建物跡は、 2 区のSB3844·3845と北側柱

列の柱筋が揃うことから同時 期とみられる。

SE37 54は翔j抜きの 井戸側 を据えた 井戸跡で 、 後述する 10世紀中葉頃のSK37 35土 城 よ り 古い。 掘 方

埋土から 赤焼土 器 高 台皿が出土 しているので10世紀前半頃と考 えられる 。 また 、 これ よ り 古い

SD37 49溝跡 、 SK37 48 · 37 89土 城はそれ以前であり 、 9世紀代の可能性が高い 。 SE37 36は前節でみた

10世紀中葉頃のSK37 50土城より新 しく 、 それ以降と考えられる 。 一方、 SE3868も前節のSK3802土 壊

より 古 く 、 10世紀中葉以前と思われる 。 また 、 SE37 52ではSK37 50土城のものと同 じ赤焼土器杯A 類

が出土 しており 、 10世紀中葉頃とみられる 。

SD37 43溝跡では底部を再調整 した土師器杯B I 類 と B IT b 類 が出土しており 、 9世紀後半頃と考え

られる。 また 、 これ より 古いSD37 87 溝跡 、 SF37 96小溝状 遺構はそれ以前とみられる。 SD37 46は 3区

南側調査区の中央部で検出 したほぼ南北方向の溝跡で 、 堆積土に灰白色火山灰 を含むことから10世紀

前半頃と考えられる 。 また 、 この溝跡の 5m西 にあるSD37 47 は、 SD37 46と 平行して南北 にのびてい
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る 。 残存状況が悪く 、 堆積土に灰 白色 火山灰は認められないが、 底面の標高も SD37 46とほぽ同じで

ある ことから同時 期 と 思われる 。 その他 、 SD37 0 4も堆積土に灰白色 火山灰を含んでおり 、 10世紀前

半 頃とみられる 。
一方、 SD3803は堆積土に灰白色 火山灰を含むが、 それは上面で顕著である 。 また 、

出土土 器は土 師器 ・ 須恵器が主体をしめる。 土 師器杯はB II b 類 で 、 底部を再調整したものがあり 、

土 師器 高 台 皿の 高 台も 高めで「ハ」字状を呈すものである 。 よ って 、 SD3803は9世紀後葉頃に機能

し 、 10世紀前葉頃には埋没したと考えられる。

S K37 35土城は 、 出土した土器が前節でみた S K3 802土城のものと 類 似するので 10世紀中葉頃とみら

れる 。 S K37 24·3 87 3は 、 堆積土に灰 白色 火 山灰を含 むことから 10世紀前半 頃のものと思われる 。

S K37 67 は9世紀後半頃のSD37 43より 新しく 、 10世紀 中葉頃以降の S E37 36より 古い 。 10世紀前半 頃と

考えられる 。 また 、 S K37 67 より新しい S K37 37 は それ以降とみられる。

これらの遺構のほか 、 SD3 800河川跡は重複する9- 10世紀の 遺構のすべてより 古 く 、 種子以外の

遺物も出土していない ことから 8世紀以前に流れていたと思われる。

②年代 ごとの様子

前項での整理 ・ 検討の結 果、 建物跡や 井戸跡をは じめとする主要な遺構は 、 9世紀後半-10世紀前

半を 中心に営まれたものが多いと 思われる。 それに基づいて伊勢地区の年代 ごとの様子を述べるが、

その場合、 東側に隣接する町地区XI区の様 相にも注意したい （註 3 ) 。 町地区XI区では南端で SX3106

東西 道路跡を検出しており （ 第3 8回）、 その建設と廃絶を画期とした 遺構の変遷が捉えられている

（村田 ・ 八島ほか 199 8) 。 それはA期 ： 道路建設前の 8世紀後半から9世紀中葉 、 B期 ： 道路機能時 の

9世紀後半から 10世紀前半 、 C期 ： 道路廃絶後の10世紀中 頃以降とする変遷であり 、 伊勢地区の様 相

にも概ね対応すると思われる 。

A :  8 世紀末頃- 9 世紀前半頃

確実な 遺構は 1 区の S K3 855土城と S F3859小溝状 遺構 、 2区の S K37 07 土 城のみである 。 町地区では

本地区に近い北部に小溝状 遺構群が営まれており 、 ほかには若干の小型建物跡と土城がある程度であ

る 。 したがって 、 この頃の本地区周辺は耕作域として利用されていた 程度であり 、 全体的に 閑散とし

ていたとみられる 。 なお 、 3 区東端には 8世紀以前に河川跡が湾曲して流れており 、 この 頃には埋没

している 。

B :  9 世紀後半頃-10世紀中葉頃 （第38図）

前の時代に比べて多数の 遺構が営まれている 。 その分布をみると 、 本地区は 1 区の SD37 83溝跡か

ら東の地区(a区）、 2区西側と 3区東側を中心とした SD37 47 までの地区(b 区）、 SD37 47から西側

の地区(c区）に分けられる。 以下、 東から順番にみていく ことにする。

a 区 ： 建物 4 棟、 溝 l 条のほか 、 小溝状 遺構がある。 建物は南側調査区に 3 棟あり 、 北側は 1 棟の

みである。 調査区の広さからみて 、 明らかに南側に多い 。 規模は一辺が 1 - 3 間と小さく 、 方 向はほ

ぽ真北のもの( S B3 853) と 、 真北に 対して東に 傾 く もの(S B37 7 3·37 7 5 · 37 7 7) がある 。 S B37 7 5→

37 7 3の重複があり 、 2 回以 上の変遷がある。 溝は南側調査区西端の SD37 83南北溝のみである 。 2時

期(A→ B ) の変遷があり 、 B期に灰白色火山灰が含まれる。 小溝状 遺構は主に 北側に営まれており 、
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SF385 8·3884ように 10世紀前葉頃に 限 定できるものもある 。 こうした a 区のあり 方をみると 、 南側

と北側で様子 が異なる 。 南側は建物跡が営 まれているが、 北側は小溝状遣構 が主体の耕作域となって

いた。 小溝状遺構は 10世紀前葉頃にもあり 、 北側の様子は前の時代からほとんど変化して いない。

ここで町地区XI区をみると 、 北 、 東 、 南を各 々 SD2816東西溝、 SD2766南北溝、 SX3106道路北側溝

に 囲まれた地区とな っている 。 北のSD2 816と東のSD2766には 、 2時期(A → B) の変遷があり 、 B

期 が堆積 土に灰 白色火山灰が含 まれることから 10世紀前半 、 A期は道路側溝との関係から 9 世紀後半

とみられている 。 地区の内部には28棟の 建物がある 。 一辺が 2 ·3間ほどの小型の 建物 が 目 立 ち 、 方

向はほぽ真北のもの 、 真北に対して西に傾 く もの 、 真北に対して東に傾くものがあるが、 後 二者の東

西への傾きは小さ い。

本調査区a区のSD3783南北溝の変遷 • 堆積土・ 年代の特徴は 、 町地区XI区の区画溝であるSD2 816

東西溝 、 SD2766南北溝と共通している 。 場所もSD2766南北溝の97.5m西にあり 、 多賀城下の方格地

割の 一辺(110 - 1 40m) の距離に比較的近 い。 よ って 、 SD3783はSD2766 · 2 816と 一連であり 、 地区

の西を画す区画溝と考えられる 。 先述したように a区の南と北では様子が異なるが、 それはSD3783

が北側に延びな いこともあわせみて 、 南側が溝等で囲まれた区画になったた めとみられる 。 区画の広

さは東西97.5m 、 南北5 8mで 、 中には建物が営まれた 。 その数は本調査区では少ないが、 それは調査

区の 制 約によると思われる。 建物の規模や方 向は 、 町地区XI区のあり方と同 じであり 、 方 向は区画溝

等に規制 されて いたとみられる 。
一方 、 北側は区画外であり 、 耕作域として 主に使われていた。

b 区 ： 建物 141東、 井戸 4基、 溝 6 条、 土 城 7基がある 。 建物は 2 区西側の微 高地周辺に密集するが、

10世紀前半頃には南側調査区のSD3746溝跡の側にも建てられ(SB3770) 、 広がりをみせる。 規模がわ

かるものは少な い が、
一辺 が 1 - 3 間程度の小型の建物とみられる 。 前項でみたように 、 微 高地の建

物には建替え や多くの重複 があり 、 北側では 5 回程度の変遷がある 。 方 向は 、 ほぽ真北方 向のもの

(SB3732·3734·3770·3786) と 、 真北に対して少し東(N - 4 - 8° - E) に 傾くもの(SB3730·

3 806 ·3842-3845 · 386 1 ·3863-3865) がある。 なお 、 ほぽ真北方 向のものはすべて南側調査区にあ

り 、 そのう ち 3 棟は 10世紀前半頃の建物である 。

建物以外のものは 、 建 物 が集中する微高地の西側に多い。 なかでも井戸と SK3735 ·3750 · 3 802な

どの規模の大きい土城は、 埋没した 旧河川の場所に多く造られている 。 井戸の構造は井戸側を据えた

ものと素掘りのものがある 。 溝跡は幅l.Om前後のものが主体を 占 める 。 方向は 、 真北に対して東に

傾くもの(SD3803·382 1) 、 ほぽ 真北のもの(SD3743·3746 ·3747) 、 真北に対して西に傾くもの

(SD3749) があり 、 様 々 である 。 SD3743·3803などは 旧河川に沿 って湾曲している 。 多様な傾向は

特に9世紀後半頃のもの(SD3743 · 3749 ·3803) に 強 く みられる。

こうした b 区のあり方をみると 、 まず建物 、 井戸 、 土城の立地が注目 される 。 建物は微 高地、 井戸

と土城は西隣の 旧河川の場所に集中しており 、 ともに適所を選んで営 まれている。

次に 、 南側調査区のあり方が注意 される 。 微 高地以外に建てられた SB3770は南側にあり 、 方 向 が

ほぼ真北のSB3732 ·3734·3770·3786もすべて南側にある。 そのう ちSB3732·3770 · 37 86は 10世紀

前半頃の建物である。 同じ頃 、 北側にあるSB3844·3 845などは微 高地のみに集中し 、 方 向も東に傾
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く 。 それはSB3842 · 3843など9 世紀に 遡る建物と同 じであり 、 変化がない 。 逆に 、 10世紀前 半頃の

南側調査区には何らかの変化 ・ 規 制が生 じていたと考えられる 。

この頃の南側における 建 物の広がりや方 向のあり方は、 区画溝等で囲まれ た a区南側の様子にむし

ろ 類 似する。 そ こで 注 目 されるのが、 b区西端にあるSD37 46·37 47 溝跡である。 これらは約 5 mの

間隔で 平行し 、 ほぽ真北にのびる南北溝である。 南側 調査区で検出され 、 北側にはの び て ない。 平行

する ことや 間隔からみ て同時 期であり 、 道路側溝の可能性もある 。 年代は、 SD37 46の堆積土に灰白

色火山灰が含まれるので 10世紀前半頃とみられる 。 これらの溝跡はa区でみたSD37 83南北溝跡 （区

画の西辺） から 109 m西（溝間の 中心まで） に位置している。 その 距離は方格地割の 一辺(ll0-140

m) に 近 く 、 ほぼ 1 町で ある 。 2 時 期 ではないが、 堆積土に 灰 白 色 火山 灰 を含む特徴はB期 の

SD3783と同 じで 、 方 向もほぼ真北である 。

SD37 46·37 47 の あり方と上述した南側 調査区の変化・ 規 制からみると 、 道路側溝の可能性も含め

てSD37 46·37 47 にはSD37 83Bと同 じ区画の機能があり 、 10世紀前半頃の南側調査区は溝・ 道路側溝

等で 囲まれた区画と なっていた可能性がある 。 その場合、 四辺は東 をSD37 83B 、 西 をSD37 46とし 、

調査区外になるが、 北にはSD2816B東西溝の延長、 南にはSX3106東西 道路 （ 北 2 道路 ） 北側溝の存

在が推定される。

c 区 ： 10世紀前半頃にSD37 04溝跡とSK37 24土城があるのみであり 、 閑散としている 。 SD37 04は南

北方向の溝 だが、 方 向は真北に対し て大 き く 東に 傾い ており 、 規 制は特に認められ ない 。

C :  10世紀後半頃

この頃に属すことが確 実 な 遺構はない 。 10世紀 中葉頃以降とみたSE37 36に可能性がある程度 で あ

り 、 伊勢地区は10世紀後半頃には使われ な く なったとみられる。

3. ま と め ～多賀城下末端の様相につい て～

本調査で見つかった遺構につい て、 近年の調査成果を踏ま え てまとめてみたい 。

近年の調査成果：多賀城外の南側には方格地割が存在した ことが明らかに なっている （ 第 2 図 ） 。

地割の内部では堀立柱建物跡 をはじめ、 区画溝跡 、 井戸跡 などが多数検出されており 、 遺物も 中国産

陶磁器、 国産の施 釉陶器といった奢修品 、 硯、 石帯といった多賀城と関わるものが多い など 、 その様

相は一般集落とは異なる都市的 な空間となっている 。 方格地割は8世紀末頃の基幹道路（南 北 ・ 東西

大路） の整備にはじまり 、 段階的に拡大し て形成されている 。 また 、 それらの基準と なる方 向は場所

や時 期によっ て異なり 、 間隔も 100- 140mと ばらつ きが認められる。 そし て方格地割の終末は10世紀

後半代とみられ 、 ほぼ多賀城の終末 年代と 一致し ている （ 菅原ほか 1996) 。

こ うした成果のもとに方格地割の西外側に あたる町地区の 調査が行われ た （村田・ 八島 1998) 。 そ

の結果、 SX3106東西道路跡（北 2 道路 ） が検出されたほか 、 建 物跡や区画溝などの 遺構の様子や変

遷が、 地割内部と同じ あり方 を示す ことがわかった 。 また 、 伊勢地区の東隣り に あたるXI区では、 8

世紀後半-9世紀 中葉頃は耕作域を主としていたこと 、 9 世紀後半頃のSX3106東西 道路建設 を画期

とし て 道路側溝や溝で囲まれた地区が造られ 、 その 中には方 向 を 概ね北に揃えた小型の 建 物が多数営

まれた こと 、 10世紀後半代には方格地割の 終末に 対応 して 、 再び耕作域と なった ことが捉えられてい



る 。 以 上のことから 、 町地区では 方格地割の範囲が西へ延びることが指摘された。

伊勢地区の調査成果：町地区に続く 、 今回の調査成果は次のようなものである。

1 .  8世紀末頃-9 世紀前半頃には土 城と小溝状 遺構が若干あるのみである 。 本地区は耕作域として

使われていた程度であり 、 閑散としている。

2. 9 世紀後半頃- 10世紀中葉頃については 、 町地区XI区でみつかった区画の西辺となるSD37 83南

北溝跡を 1 区 ( a区）南側で検出し 、 東 西が97 .5 mの区画であることが判明した。 内部には建物跡

が営ま れており 、 その様子は町地区とほぽ同 じである。
一方 、 区画の外側となる北側調査区は前の

時代と大きな変化がなく 、 主に耕作域となっている 。

3. 上の時 期には 2区西側と 3 区東側 ( b 区） でも建物や井戸、 溝、 土城が営まれていた。 そ れらは

建物が微 高地 、 井戸と土城が旧河川の場所というように適所を選んで造ら れている。 また 、 10世紀

前半頃の南側調査区は 、 建物に分布 上の広がり や方向の規制が認めら れ、 西側には道路側溝の可能

性もあるSD37 46 · 37 47 南北溝が存在することなどから 、 東隣 ( a区）と同 じように区画が形成さ

れていた可能性がある。 一方、 SD37 47 溝跡から 西側 ( c区）は溝跡と土城が若千あるにす ぎない。

溝跡の方向は真北に対して大き く 東に 傾いており 、 規制は特に認めら れない 。

4 . 10世紀後半頃の 確実な 遺構はみら れない。 本地区はこの頃には使わ れなくなったと 考 えら れる。

以 上の ような成果は、 概ね町地区の成果に 追従するものといえる 。 なかでも9世紀後半頃-10世紀

中葉頃の時 期において 、 町地区でみつかっていた区画の 西辺を検出した こと 、 10世紀前半頃には西隣

りにも区画が造ら れたとみら れること 、 その西辺に は 道路側溝の可能性があること 、 こ れらの区画の

外側（北 ・ 西） は一部を 除いて耕作域や遺構が少ない場所であることは 、 多賀城下の 街並みの末端を

考えるうえで重要と思わ れる 。

現在 、 城下の方格地割を構成する南北道路のう ち 最も 西にあるのは西9 道路である。 しかし 、 町地

区での東西道路（北 2 道路）の検出 、 町 ・ 伊勢地区での区画の存在 、 区画内と 方格地割内との様相の

一致などのことは、 町地区で指摘さ れたように方格地割の 西への広がりを示唆する 。 こ こで西9道路

と 両地区の区画の南北溝との 間 隔をみると 、 西9道路-SD27 66が160- 180m 、 SD2766-SD37 83が

97 .5m 、 SD37 83-SD37 46 · 37 47 が109mであり 、 そ れらは概ね方格地割の 間 隔(110- 1 40m) に相当

する。 多少の広狭はあるが、 地割の 間 隔のばらつきや地割 2つ分の可能性 、 町 ・ 伊勢地区が城 下の末

端であることなどを考慮すれば 、 無理な数値ではない 。

だが、 以 上のことから 方格地割の広がり を断 じることはできない 。 現段階では西9 道路周辺すら東

西ともに未調査部分が多く 、 実態が捉えら れていない。 伊勢地区南側も同様である。 また 、 城下の方

格地割は南北に比べて東西に 長い特 徴があるが、 そうした拡がり 方を方格地割の拡大とする見方にと

らわれず、 東 西大路に沿った街並の延び ・ 展開とする見方も検討する必要があると思わ れる 。 いずれ

にしても 、 周辺の様子が明らかでない 現況でこ れ以 上のことを論 じるのは早急にす ぎる 。 本報告では

城 下の末端の様相を客観的に捉えるに留めておきたい。
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B .  近世

1 .  遺物

遺物には磁器、 陶器、 瓦質土 器、 漆器、 木製品、 金属製品 、 土製品 、 石製品がある。 出土 位は少な

く 、 磁器、 陶器の総最は平 箱で 1 箱である。 また 、 ほとん どが破片汽科である。

磁器には碗、 皿、 徳利がある 。 肥前が主体 を 占めるが、 青磁や八卦文が描かれた 角 皿な ど輸入陶磁

も 少しみられる。 陶器には碗、 皿、 鉢、 火鉢、 甕 、 壺、 播鉢、 内耳土鍋、 土 瓶がある 。 施釉陶器は瀬

戸美濃が主体で、 ほかに肥前や唐津が若干みられる 。 碗には天 目 茶碗もある 。 無釉陶器の 大部分は在

地のもので 、 注 目されるものには内 耳土鍋がある 。 内 耳土鍋は、 戦国大名伊達氏の領内に分布範囲が

重なるとされる 遺物の 1 つである （ 飯 村 1997、 高桑2003) 。 県内での 出土例 は少な く 、 仙台城二の 丸

跡 （東北大学埋 蔵文化財セ ン タ ー 1997) 、 富谷町熊谷館跡 （ 大和 • 佐藤200 1) についで本例 が 3例 目

となる （ 註4) 。 瓦質土器は播鉢が ごく 少数 出土している 。 漆器には椀、 櫛、 杓子がみられ 、 木製品

には下駄、 馬形 、 曲物の蓋板、 折敷の底板がある。 馬形は木偶状のもので 、 比較的残り の よい 胴部に

は墨で 馬具が描かれており 、 一部に朱彩も施されている。 類 例 は本 遺跡八幡地区にみられ 、 15·16世

紀頃の屋敷跡の土城から 出土している （ 佐藤ほか 1997、 千葉 • 鈴木1997) 。 このほか 金属製品には釘 、

煙管 、 銭貨、 土製品に猫の土人形 、 石製品に臼 、 茶臼 、 硯がある 。

上記の遺物のうち、 ある程度の年代がわかるものを整理したのが表 2である （ 註 5) 。 これに よる

と 12世紀末頃- 19世紀半ば頃のものがあり 、 近世に限ら ず中世に遡るものもあることがわかる 。 例 え

ば 、 青磁は12世紀末頃-15世紀頃のものである。 しかし 、 これらは共伴した遣物や後述する ような 遺

構の様相からみて 、 遺構の年代 を直接示すものではない。 磁器の年代は17- 19世紀頃で、 特に 17世紀

前半頃のものが多い。 陶器は16- 19世紀頃であり 、 16世紀後半頃- 18世紀初頭頃に ま と ま り が認めら

れる。 ほかに年代がわかるものには煙管 、 銭貨がある 。 煙管は 「河骨形 」 の 雁首で 、 補強帯 ・ 肩付と

いった特徴から 17世紀前半頃と後半頃のものがある （古泉19 87) 。 銭貨には北 宋銭の熙寧元宝と明銭

の永楽通宝があるが、 青磁と同様に 遺構の年代は示さない。

以 上のことから 、 年代の わかる遺物は16世紀後半頃 -18世紀 初め頃のものが主体 を 占めるといえる 。

他は散発的な出土にす ぎない 。 た だ、 今回の 出土遺物には少しではあるが、 青磁といった輸入磁器、

天 目 茶碗の ような陶器、 煙管 、 茶臼な どの 奢1多・ 嗜好的なものがあることは留意しておきたい。

SA38お 2 区 陶器 ・ 鉢 瀬p芙濃 17泄紀末-18世紀初 114 SD3825 2 区 陶昏 ・ 靖反皿 瀬戸尖濃 16世紀末 126 
SA3l!23 2 区 陶註 . II 志野 16世紀末-17世紀初 113 SD3834 2 区 磁笞 . Ull 肥前 17世紀第21!!1半期 l'l:1 
SB3洒 2 区 銭貨・ 熙寧元宝 北宋 1068年初鋳 174 SK血 2 区 閾器 · Ill 晒津 17世紀後半-18世紀初 104 
SX3760 1 区 燻管 17世紀後半 J76 SK箕!?:l 2 区 磁器 ・ 角an 中国殺 l7世紀前期 108 
$03711 2 区 陶岱 · JJD 瀬戸癸濃 16世紀後半 50 I 層 2 区 磁若· ill呑茶碗 19世紀前キ 197 
S03711 2 区 瓦質土器 . II鉢 15 · 16世紀 55 I 層 2 区 磁笞 ・ 1Ill 肥前 17世紀第 2 四半期 151 
SD3711 2 区 青磁 . JI 15世紀 49 I 層 3 区 磁笞 ・ 碗 肥前 17世紀末-18世紀 169 
SD3740 3 区 磁器 ・ 茶椀 肥前 17世紀饒素 201 I 層 1 区 陶召 • 土瓶 大城相馬 19世紀笥 2 · 3四キ期
SD3740 3 区 陶岱 ， 天目茶碗 瀬戸芙濃 17世紀桐半以前 61 I 層 2 区 陶器 ・ 碗 肥前 18世紀 159 
SD3740 3 区 青磁 ・ 碗 13世紀 62 I 層 3 区 隕召 ・ 婉 瀬戸英濃Or肥箱 17世紀末-18世紀初 165 
SD3740 3 区 錢貨• 永楽通宝 明 1408年初鋳 207 I 層 2 区 煙管 17世紀前半
SD3742 3 区 陶沿 • 菊Jill 志野 16世紀-11世紀初 統 De/ii 2 区 陶器・ 内耳土鍋 16世紀末-17世紀初 !YT 
SD3744 3 区 青磁 ・ 椀 12世紀末 70 撹乱 磁笞 ・ 婉 肥前 17世紀後半 172 
SD3759 1 区 陶岱 ・ 摺鉢 17世紀-18世紀初 76 

表 2 主要近世遺物一覧表



2 .  遺構

塀跡 1 条、 柱列跡 1 条 、 堀立柱建物跡 7 棟、 井戸跡 4 基、 慕跡 1 基、 溝跡23条 、 土城 5 基がある。

こ れ ら の遺構のなかでは規模の点で 、 1 区東端や 1 · 2 区北側、 及 び 3 区にあ る上幅1.5m を 越 え る

溝跡と 、 2 区の長軸6.0m を 越 え る SK3822土城が目 立つ （ 第 4 · 10 · 23 · 39図） 。 そ こ で、 まずそれら

の重複関係の整理 ・ 検討を行い 、 次に建物跡な どの遺構を みる こ と にす る。

規模の大 き い溝跡と土凛 ： 1 区にSD3757南北溝跡、 SD3850-3852東西溝跡、 2 区 にSD3834南北溝

跡、 SD3820 · 3825 · 3830東西溝跡、 SK3822土城、 3 区にSD3702 · 3740 · 3745 · 3801南北溝跡があ る。

ま ず 、 1 区のSD3757 と SD3852は 、 前者が少 し 遅 く 埋没 し て い る が、 基本的に は一連の溝跡である 。

SD385 1 も SD3852西端の 約 l m 西 か ら 延長 す る よ う に の び る の で 、 同 時期 と み ら れ る 。 ま た 、

SD3850 · 3851 は 2 区 に の び、 西端が12-18m先のSD3820 · 3825の東端 と ほぽ揃 う ので、 SD3850と

SD3825、 SD3851 と SD3820が各々 組合 う と 思われる 。

〈 1 区 〉 〈 2 区 〉

SD3757南北溝跡 = SD3851東西溝跡 = SD3852東西溝跡 ・・・ SD3820東西溝跡

SD3850東西溝跡 ・・・ SD3825東西溝跡

こ の よ う に 1 区の溝跡に はSD3757 · 3851 · 3852の ま と ま り と 、 SD3850 と があ り 、 2 区のSD3820、

SD3825 と 各 々 が対応す る 。 後述する よ う に 2 区のSD3820 · 3825にはSD3825→SD3820の関係がある

ので、 1 区で も SD3850が古く 、 SD3757 · 3851 · 3852が新 し い と み ら れ る。 と こ ろ で、 東に隣接する

町地区XI · XII区 を み る と 、 SD3396南北溝跡、 SD3009南北溝跡を そ れぞれ主 と する ま と ま り があ る 。

こ れ ら は屋敷地を画する溝跡であ り 、 SD3396 の ま と ま り が新 し い。 形状や規模の特徴 も 本調査区の

規模の大 き い溝跡に類似 し て お り 、 ま た 、 SD3396の北端を北に延ばす と 1 区のSD3757にほぼ一致す

る の で、 1 区のSD3757 · 3851 · 3852 と 町地区のSD3396、 1 区のSD3850 と 町地区のSD3009がそれぞ

れ対応する と 思われる。

次に、 2 区の溝跡 と 土城について 、 一連の関連遺構 も 含めた重複関係は以下の よ う に な る。

SD3834 可一 SD3825 · 3835 - SD3708 · 3820 ―一 SD3818 · SK3822

SD3830 

こ れ に よ る と 、 最 も 古いSD3834が南北溝跡、 続 く SD3820 · 3825 · 3830が東西溝跡、 最後のSK3822

が土城であ り 、 南北溝→東西溝→土城 と い っ た変遷が知 ら れる 。 3 区の溝跡には重複関係がない。 方

向 を み る と 、 最 も 大 き いSD3740南北溝 を は じめ と し て真北に 対 し て29-36° の範囲で東に傾 く 特徴

が あ る 。 そ の 方 向 は 、 2 区 のSD3820 · 3825 と ほ ぽ直交す る 方 向 で あ る 。 よ っ て 、 3 区 の溝跡

SD3820 · 3825 と 同 じ頃の も の と 思われる。

規模の大 き い溝跡と 土堀について重複関係が最 も わかる 2 区 を 中心に整理す る と 、 A - C 期に大別

さ れ る 。 す な わ ち 、 2 区に南北溝が営 ま れた A 期 、 1 · 2 区に東西溝、 3 区 に南北溝が営 ま れた B 期、

2 区にSK3822が営 ま れ た C 期であ り 、 B 期 に は さ ら に 2 - 3 回の変遷がある。

達物 ・ 塀 • 井戸跡な ど ： こ れ らの遺構は、 2 区西側の微高地か ら 3 区東側に大部分が集中す る。 上
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述した 2区の SD3820·3825東西溝跡と 3 区の SD37 40南北溝跡に挟まれた場所でもある。 建物跡の規

模は桁行が4 · 5 間でも梁行は 1 間程度であり 、 概して小さい。 柱穴もSB37 3 1以外は総 じて小さ く 、

平面形も楕円形のものが多い。 これらの建物跡にはSB3862→SB3847 の重複があり 、 2 回以 上の変遷

がある 。 方向は、 い ずれも北に対して東に傾く 。 なかでも微 高地の 建物は15-22° と 傾きが大きく 、

北側のSD3820 · 3825東西溝跡の方向に近い。

塀 · 柱列跡は建物跡の北側にあり 、 建物跡とほぼ同 じ方向をとる。 井戸跡は素掘り で 、 建物跡の脇

や北側 （裏 ？ ）に所在する。 これらの遺構は建物跡の近くにあり 、 塀•柱列跡と建物跡の方向も近似す

る ことから建物跡に付属する施設とみられ 、 この場所には小規模な屋敷が営まれていたと考えられる。

ここで建物跡を 中心に重複関係を整理すると次のようになる。 重複は2区のみにある 。

SK3827 _[ SK3826 SD3824 
ー こ�

SB3862 

SB37 31一SD37 22一SD37 1 1

□ SB37 29 

SE3831 

.. SA3823 •I 
SK3822 

SB3847 
.. 1SD37 12 

SD387 9 

これによると 前 項で C期としたSK3822土 城と関係がわかる建物・ 塀跡は、 それよりすべて古い 。

また 、 建物・ 塀跡の 方向がSD3820·3825東西溝跡に近いことからみて 、 屋敷はB期に 属すと考えら

れる 。

各期の様子 と 年代 （第39図） ： これまでの整理 ・ 検討から 、 規模の大きい溝跡 、 土 城にはA- C期

の変遷があり 、 屋敷はB期に属すことが知られた 。 以下 、 各期の様子をみながら 年代を検討するが、

遺物が少ないため限定は難しい 。 町地区の成果も含めて概略的に捉える ことにする 。

A期の遺構はSD3834溝跡とSX37 60墓跡のみであり 、 周囲の状況はよく わからない 。 溝跡の年代は

堆積土 出土磁器に 17 世紀第2 四半期頃の 肥前の皿があるので 、 17 世紀第2 四半期頃以降に埋没したと

みられる 。 その 機能は遡っても17世紀初め頃までと思われる。

B期には1 区東端と 3区で南北方向、 1·2区北側で東西方向に規模の大きい溝が造られ 、 2区西

側の微高地を中心とした場所には屋敷が営まれていた。 溝は自然堤防や北に張出す微 高地の縁辺に沿

って造られており 、 屋敷の北と西を 画している 。 これらの溝には町地区の 屋敷を画する溝と 一連のも

のもあり 、 自然堤防上の屋敷や 、 集落と北側の低地を仕切る溝と考えられる 。 微 高地の屋敷内には建

物や塀、 井戸が営まれていた 。 建物や塀は小規模である 。

屋敷の建物や外側の溝には 2 - 3 回の変遷がある 。 年代は、 町地区の区画溝によってある程度捉え

られており 、 SD3009が18世紀後半頃 、 SD3396が19世紀とされている。 よ って 、 本調査区の溝のうち

SD3009に 対応するSD3850 · 3825が18世紀後半頃 、 SD3396に 対応するSD3 757 · 385 1 · 3852 · 3820が

19世紀と考えられる 。 2区のSD3830や 3 区の溝の年代は不明だが、 上記の年代と大きな前後 差はな

いと思われる 。 全体として B期は18世紀後半から 19世紀を中心とした頃とみておきたい 。 なお 、 B期
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の 遺構では表 2にあげた年代のわかる遺物も出土しているが、 流入とみられ 、 遣構の年代とは直接関

係しないと思われる 。

C期で は 2区西端に S K3822土城がある 。 この土城には南から S D37 12溝跡 、 北から S D3818溝跡が取

付き 、 S D3818の北 は B期の S D3820溝跡埋没後の湿地(SF3900 : II c層）へ連なる 。 また 、 同 じよう

に湿地に連なる S D3879も同時期とみられる 。 湿 地 は B期の規模の大きい溝跡埋没後の 窪みを中心に

形成され 、 1 区 東側と 1 · 2区北側に大きく広がっている 。 他に C期の追構 は ない。 周 囲 は閑散とし

ており 、 B期のように屋敷 が造られて生活が営まれた形跡 は ない。 年代も B期との重複以外に不明で

あり 、 19世紀以降である ことが知られるのみである 。

3. ま と め

遺構 は A- C期に大別される 。 A期 は、 溝が 1 条あるのみであり 、 年代は遡っても 17世紀初め頃ま

でとみられる 。 B期に は 1 区 東端と 3区で南北方 向、 1 · 2区北側で 東西方 向に規模の大きい溝が造

られ 、 2区西側の微 高地を中心とした場所に は小規模な建物や塀 、 井戸から構成される屋敷 が営まれ

ていた。 溝は自然 堤防や北に張出す微 高地の縁辺に 沿って造られており 、 自 然 堤防 上の屋敷や 、 集落

と北側の低地を仕切る溝と 考 えられる 。 年代は 18世紀後半から 19世紀を中心とした頃とみられる。 C

期 は 、 2区西端に土城と溝跡が少 しあるのみで 、 1 区東側と 1 · 2区北側には湿地が広がっている 。

年代は 19世紀以降とみられる 。

なお 、 本調査 で は 16世紀後半頃-18世紀 初め頃を 主体とする 遺物 が少し出土したが、 ほとんどが破

片資料であり 、 遺構に流入したものとみられる。 ただ 、 その中に は青磁といった輸入磁器、 天 目 茶碗

のよう な陶器、 煙管、 茶臼 などの 奢1多・ 嗜好的 なものがあることは留意される 。 本調査区の 15 0m北

に は伊達政宗の叔父 、 政景の入嗣で隠退した留守顕宗の隠居後の舘とみられている内舘があり 、 戦国

時 代 末期の 本 遺跡 周辺 は顕 宗を中心に動いていたと 考 えられている （多賀城市史編謀委員会1996) 。

本調査で は内舘に関連する 遺構 は検出され なかったが、 奢1多 ・ 嗜好的 な遺物の存在は 、 内舘やそうし

た動きとの関連を示唆する可能性がある 。 遺物には内耳土鍋のよう に戦国大名伊達氏との関係が指摘

されるものもある（飯 村 1997 、 高 桑2003) 。 したがって 、 本調査区周辺にその頃の 遺構 がある こと は

十分予想される。 今後の調査に期待したい。



［註】

註 1 多賀城跡調査研究所では、 食膳具の う ち酸化炎焼成で内黒手法が施 さ れ な い素焼き の土器を須恵系土
器 と 呼んでいる 。

註 2 近年、 こ の年代については灰白色火山灰降下後の10世紀前葉-10世紀中葉頃 と 修正する見解が示 さ れ

て い る （柳澤 • 白崎1998) 。 その場合、 SK3750 · 3802土城出土土器の年代 も 繰 り 上 り う る こ と を付記
し てお く 。

註 3 町地区XI区は本来は伊勢地区に含 ま れ る が、 混同 を さ ける ため報告書名の町地区 と称する こ と にする 。

註 4 内耳土鍋については 、 表 2 に載せた年代のほか、 耳の形状や取付け方が仙台城や米沢城の例に類似す
る こ と 、 耳下部の屈曲の少なさ や断面形状が米沢城 の も のに比較的近い こ と な どのご教示を 山形県埋
蔵文化財セ ン タ ー の店桑 登氏か ら いただいた 。

註 5 表にのせた年代について 、 青磁は多賀城市埋蔵文化財 セ ン タ ー の干業孝弥氏、 磁器 ・ 陶器は東北陶磁
文化館の本田泰費氏に ご教示を受けた。
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多賀城市山王遺跡出土木製品・漆器の樹種同定

吉川純子 古代の森研究舎

1 .  樹種同定結果

山王遺跡 よ り 出土した木製品33試科の同定をお こなった。 漆器の種類は皿 、 椀、 杓子、 不明破片で

ある。 木製品は曲げ物 、 曲物蓋板、 挽物高台皿、 馬形、 柄 、 下駄、 付け木で、 建築材は井戸側 、 柱 、

礎盤、 部材である。 なお 、 挽物高台1IIl、 馬形についてはパ リ ノ サ ー ヴ ェ イ 株式会社が同定 を 行った 。

木製品からは ス テ ン レ ス の剃刀にて横断面、 放射断面、 接線断面の薄片を切り 出 し 、 封入剤ガム ク ロ

ラ ー ルにてプ レ パ ラ ー ト を作成し、 生物顕微鏡で細胞の配列や構造等を観察し、 樹種を同定した。 椀

については腐敗が激 し く 、 横断面しか作成で き なかった試科がある。 同定結果 を 表1に示す。

木製品 ： 曲 げ物には細かい細工や薄手にしてもこわれに く い ヒ ノ キ を 用 い 、 蓋や底板には ヒ ノ キ 、

モ ミ 属のほか、 サ ク ラ 属 、 カ バ ノ キ 属 を 用いている。 山王遺跡では 5 - 8 世紀頃には容器にほとんど

ヒ ノ キが使われていなかったが、 9 世紀の木製品樹種には 多 く の ヒ ノ キが使用されている （松葉ほか、

1996) 。 したがってこの頃から他地域との木材の流通が頻繁に行われるよ う になっていったと考えら

れる。 また 、 蓋や底には側板ほどの加工 しやすさが要求されないため、 周囲に分布する材を用いてい

た よ うである。 サ ク ラ 属は細工物に用 いられるが、 モ ミ 属 、 カ バ ノ キ属は質はそれほ どよ く ない。 挽

物高台皿、 折敷には ケ ヤ キ が用 いられている。 柄と思われる木製品は コ ナ ラ 属であった 。 下駄にはハ

リ ギ リ 、 イ ヌ ガヤの丸木から剖り ぬいてつ く られていた。 下駄は通常 ク リ やケ ヤ キ な どが利用される

こ とが 多 いが、 ハ リ ギ リ は東北に 多 い 高木でケ ヤ キ に構造が非常に似ているため ケ ヤ キのかわりに使

われたと思われる。

祭祀具として用いられる馬型は、 山王遺跡八幡地区と同様モ ク レ ン属であった。 現在の東北地方で

も、 火除けの為に作られる飾り には ミ ズキかヤ ナ ギ を 用 いるなど、 樹種を選択 している傾向がある。

今後同定される試料数が増 えないとなんとも い え ないが、 単に周囲にある樹 を 利用するのではな く 、

モ ク レ ン 属 を 意識して選択 していた可能性が考えられる。

漆器 ： 漆の食器にはすべてプナが使われていた。 また 、 不 明の漆器片につ いては、 漆塗面以外はす

べて炭化 していたため横断面の一部のみ確認することが可能で、 針薬樹であった 。 椀のう ち 1 試料は

ウ ル シの皮膜のみの残存であったため、 同定不能であった。 山王遺跡。 で指摘されるように、 プナ材

は質が悪いが当時の東北にはいたるところにプナが生育していたと考えられ、 日 常使用の容器材とし

て頻繁に利用されていたと考えられる （松葉ほか、 1997) 。

連築材 ： 井戸側はモ ミ 属とケヤキで、 領Jり 抜 き 材はモ ミ 属が使われていた。 柱材と礎盤は ク リ であ

った 。 建築材や土木材は神社仏閣な どの特殊建築を除いては、 その地域内で資材を調達すると推測さ

れ、 周囲には建築材に適するモ ミ 属や ク リ 、 ケ ヤ キ な どが 多 く 分布していたと考えられる。

2 .  出 土 し た樹種の木材解剖学的記載

イ ヌ ガヤ (Cephalotaxus harringtonia K.Koch f. drupacea Kitamura) 
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表 1 山王遺跡出土木製品樹種同定結果

年 代一·—
9 -10世紀-― 
9-10世紀
9-10世紀
10世紀半ば頃
10世紀半ば頃
10世紀前半頃
10世紀前半頃
10世紀前半頃
10世紀前半頃
10世紀前半頃
10世紀頃, __ , ., .  一
10世紀半ば頃
10世紀半ば頃
10世紀半ば頃
10世紀頃• 一・, _
10世紀頃· -
16世紀後半以降
17世紀以降- -
17世紀以降•••― -
19世紀

'" 

19世紀
18-19世紀
19世紀以降
19世紀以降
18-19世紀- —  
18-19世紀
1 8 -19世紀- -
19世紀
18-19世紀
近世
不明― -
不明""一"●,. 

不明

遺 構

SB3776 
SB3775 
SE3868井戸跡底面
SK3750下層
SK3750下層
SE3754底面
SE3754 
SE3754 
SE3754 
SE3754 _, __― 
SD3710 
SK3735底面直上
SK3735下層
SK3802土坑
SB3853建物跡N2E2
SB3853建物跡N2E2
SD371 1  
SE3739上層
SD3801溝
SD3820溝底面
SD3820溝
SA3823 
SD3818溝
SK3822土坑
SD3740 
SD3801溝
SD3801溝- — 
SD3757 --
SD3745 - -
A l 区
P3720 
表土直下
表土

No. 種 類

柱材
礎盤
曲げ物•一
曲物底板―• 一
柄？

9 ●  · - ·  

挽物高台皿
曲物壺板
井戸側—••• 
井戸側--
井戸側
一 ●" 

曲物底板
不明• • 一

不明-·- -
付け木

旦折敷底板
馬形 （木偶状）
部材
下駄,•• • 一--
- -· 
曲げ物壺板
杓子

� 

樹 種

ク リ
戸
ヒ ノ キ·— 
モ ミ 属--
コ ナ ラ 節
ケ ヤ キ
ヒ ノ キ

一 匹

モ ミ 属
ケ ヤ キ、•一
モ ミ 属
ヒ ノ キ
モ ミ 属― -· 
サ ワ グ ル ミ
ア カ マ ッ

号
ケヤキ―••••一
モ ク レ ン 属
ス ギ
イ ヌ ガヤ

号
サ ク ラ 属_,. 一
号

． ． ．  

針莱樹—· 
合

縦X横
な い し 径 (mm)

¢ 120 
•一●

4QOX 130 
¢400 
¢ 115 一 •

168 X38 
2QOX27 __ ,_ 

¢ 190 
’’‘ ― ,,. _  

760 X 4QQ 一9●●9●, _,_, 

41QX 200 
470X 125 

</J 100 _,_, _  
387X6Q 

厚 さ
(mm) 

15-
16-
24-
13-
14-
5

5-
7-
8-
9-
l-

10-
11-
21-
22-
23
 

32一
誌一
8-
23

10-
60-
30-
22-
5-
7
 

2
 

64X 15 
'"—’’ 

232X 2QQ '-- -
36Q X 123 • 一
165 xso 
1 16  X 42 
}0QX52 - -
16QX94 

8-
54-
32
 5
 

竺
18-
20一

記一a19＿
巴
釦一
記一
5-

4-
3-
17-

m
戸一
i

129 
37-
48
 

カ バ ノ キ属
ハ リ ギ リ--
プナ

• 一'— " '

漆皮膜のみ--
プナ

昌
畠
品＿
晶

9-
26-
35-
11-
10-
15-
15-
20
 

<I> 120 30 

年輪が不明瞭で、 早材 と 晩材の差がな く き わめて均質な材である 。 早材部に も 樹脂細胞が多い材で

あ る が、 こ の試料では比較的 少 な か っ た 。 仮道管の内壁 に は らせん肥厚が多数確認で き る 。 分野壁孔

は ト ウ ヒ 型で 1 分野 に 2 個程度分布する。 イ ヌ ガヤは現在の北限が岩手県であ り 、 直径は20-30cm

程度ま で成長する 。 材は級密で ろ く ろ細工 な ど に も 用 い ら れる 。

モ ミ 属 (Abies) 早材か ら 晩材への移行は比較的緩やかで、 晩材部の幅が狭い 。 放射柔細胞の壁は

厚 く 、 じ ゅ ず状末端壁 を有する。 本遺跡の試料では分野壁孔は腐 敗 し て ほ と ん ど観察が不可能な ほ ど

溶けて し ま っ て い た。

アカマツ (Pinus densiflora Sieb. et Zucc.) 

横断面では比較的大型の垂直樹脂道が見 ら れ、 接線断面でも 水平樹脂道が見 ら れ る 。 分野壁孔は窓

状で放射仮道管の内壁が鋸歯状に突出 し て い る 。

スギ (Cryptomeria japonica D.Don) 

早材か ら晩材への移行はやや急で年輪界は明瞭である 。 分野壁孔は ス ギ型で 1 分野に 1 か ら 3 個分
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布している 。

ヒ ノ キ (Chamaecyparis obtuse Endl.) 

早材から 晩材への 移行はゆるやかで晩材部がきわめて狭く比較的均質な材である 。 晩材部には樹脂

細胞が接線方 向に散在する 。 分 野壁孔は典型的な ヒ ノキ型で、 1 分野に 2 個程度分布する 。

サ ワ グ ル ミ(Pterocarya rhoifolia S ieb. et Zucc.) オ ニ グル ミ に 良く似た散孔材で 道管はやや細 く 、

配 列ははっきりしない 。 オ ニグル ミ との相違点は放射細胞がほとん ど 2 列で紡錘形がほ そいことであ

る。

カ バ ノ キ属(Betula) 比較的大 きい小道管が均ーに配 列する散孔材である 。 放射細胞はほぽ同性、

道管内には 階段状穿孔がある 。

サ ク ラ属(Prunus)

道管がほぽ平等に配 列する散孔材であるが、 晩材で道管数が急減するので年輪は比較的わかりやす

ぃ。 道管は単穿孔で側壁には交互壁孔とら せん肥厚がある。 放射組織は 1 - 3列程度で、 サクラ属の

中には放射細胞の形の違いがわかり にくいものが多いがこの 試料は 平伏細胞と方形細胞がはっきりし

ており 、 異性であることが明瞭にわかる。

ケヤキ(Zelkova serrata Makino) 大きい導管が年輪界付近に 1 列並び、 その 後小道管が集まって

配列する環孔材。 小 道管は多角形 で多数が円形ま たは接線状の集団管孔を形成している 。 放射組織は

異性 で、 縁辺は方形細胞からなり 、 しばしば大型のし ゅ う 酸石灰の結晶を含んでいる 。

ハ リ ギ リ(Kalopanax pictus Nakai) 大きい祁管が年輪界付近に 1 列並び、 その 後小道管が集まっ

て 配 列する ケヤキに 似る環孔材。 道管は単穿孔。 放射組織の 輪郭がケ ヤ キよりも 丸味を帯び、 結 晶細

胞はない 。 ま た 道管と放射組織の間の壁孔がケヤキよりも大きい 。
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1 区北側調査区全景 (E→)

1 区南側調査区全景 (E→)

図版1
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1 区北側SD3850 · 3851 溝跡 (W→)

1 区北側東端小溝状遺構群 (E→) 1 区北側西部小溝状遺構群 (E→)

図版 2
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2 区北側調査区全景 (W→)

:� ご戸—→ttf� ← �� ← 面fli-'I . J 

2 区南側調査区全景 (W→)

図版 3
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2 区北側建物跡群 (E→)

2 区北側SE3831井戸跡 (E→) 2 区北側SE3840井戸跡断面 (W→)

2 区南側S0371 1 · 3722溝跡断面 (E→)

図版4
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3 •  4 区南側調査区全景 (E→)

3 区北側S83806建物跡 (W→) 3 区北側SB3806建物跡柱穴断面 (S→)

3 区南側SE3738井戸跡断面 (E→) 3 区南側SE3754井戸跡 (E→)

3 区北側SE3807井戸跡 (S→) 3 区南側SE3754井戸跡井戸側 (SE→)

図版 5
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3 区南側SD3740 · 3745 · 3746 · 3747溝跡 (NE→)

3 区北側SD3801溝跡 、 SK3802土塘断面 (SW→)

図 版 6

3 区北側SD3801溝跡 、 SK3802土壊 (SW→)
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邸

5a 5c 

6a 6b ー 6c

7a 
-

7b 7c 

山王遺跡出土木製品の顕微鏡写真 ( 2 )
5 .  プナ (No漆 9 、 杓子） 6 .  モ ク レ ン属 (No.12、 馬形） 、 7 . サ ク ラ 属 (No.19、 訓物葱板）
(a : 横断而、 b : 接線断而 ： c :  放射断面、 ス ケ ー ルは0.1mm)

図版14
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